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表
紙

紀
伊
山
地
の
霊
場
と
参
詣
道

（
和
歌
山
、
奈
良
、
三
重
各
県
）

　

世
界
遺
産
『
紀
伊
山
地
の
霊
場
と
参
詣
道
』
の
重
要

な
要
素
と
し
て
「
文
化
的
景
観
」
が
あ
り
ま
す
。
文
化

的
景
観
と
は
、「
自
然
と
人
間
の
営
み
に
よ
っ
て
形
成

さ
れ
た
景
観
」
で
す
。
紀
伊
山
地
の
霊
場
は
、
古
く
か

ら
神
々
が
宿
る
所
と
し
て
崇
拝
さ
れ
て
き
た
山
々
が
、

新
し
く
渡
来
し
た
仏
教
の
影
響
の
も
と
、
宇
宙
や
自
然

の
中
に
ひ
そ
む
神
秘
的
な
力
を
身
に
つ
け
る
た
め
の
山

岳
修
行
の
場
と
な
り
、
参
詣
道
も
、
そ
こ
を
歩
き
、
自

然
と
触
れ
あ
う
こ
と
自
体
が
、
す
で
に
修
行
で
し
た
。

つ
ま
り
、『
紀
伊
山
地
の
霊
場
と
参
詣
道
』
と
は
、
社

寺
や
道
だ
け
で
な
く
、
そ
の
周
辺
の
自
然
や
そ
こ
で
の

人
間
の
営
み
も
含
め
て
世
界
遺
産
な
の
で
す
。

　

今
年
、『
紀
伊
山
地
の
霊
場
と
参
詣
道
』
が
世
界
遺

産
に
登
録
さ
れ
10
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
の
世
界
の

宝
を
確
実
に
次
世
代
に
引
き
継
ぐ
た
め
に
は
、
文
化
財

と
し
て
保
存
す
る
だ
け
で
な
く
、
私
た
ち
一
人
一
人
が

こ
の
「
文
化
的
景
観
」
の
す
ば
ら
し
さ
を
理
解
し
、
感

謝
と
誇
り
を
も
っ
て
守
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
皆
様
の
御
理
解
と
御
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

　
（
表
紙
写
真
は
和
歌
山
県
那
智
勝
浦
町
の
青
岸
渡
寺

の
三
重
塔
。
右
に
見
え
る
の
は
那
智
大
滝
）

問
い
合
わ
せ
先
：
和
歌
山
県
地
域
政
策
課
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「富岡製糸場と絹産業遺産群」が世界遺産に
日本で18件目、近代の産業遺産では初 井上昌美
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巻頭エッセー

essayessay

　

東
日
本
大
震
災
の
発
生
か
ら
３
年
が
経
過
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま

で
国
内
外
の
皆
様
か
ら
多
大
な
御
支
援
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し

た
。
改
め
て
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

宮
城
県
震
災
復
興
計
画
で
は
10
年
間
の
復
興
期
間
を
三
つ
の
期

間
に
区
切
り
、
第
一
期
を
復
旧
期
（
３
年
間
）、
第
二
期
を
再
生

期
（
４
年
間
）、
第
三
期
を
発
展
期
（
３
年
間
）
と
し
ま
し
た
。

震
災
か
ら
昨
年
度
ま
で
の
３
年
間
は
第
一
期
の
復
旧
期
と
し
て
、

被
災
者
の
生
活
再
建
や
失
わ
れ
た
事
業
所
の
再
建
と
い
っ
た
「
く

ら
し
」
と
「
な
り
わ
い
」
の
復
旧
に
最
優
先
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
し
た
。

　

い
ま
だ
に
行
方
不
明
の
方
が
１
０
０
０
名
を
超
え
、
仮
設
住
宅

に
は
８
万
人
以
上
、
県
外
避
難
を
続
け
て
い
る
方
が
８
０
０
０
名

以
上
に
及
ん
で
い
る
状
況
で
は
あ
り
ま
す
が
、
復
興
は
着
実
に
進

ん
で
い
ま
す
。
１
１
１
１
万
㌧
に
及
ん
だ
災
害
廃
棄
物
は
平
成
25

年
度
内
に
処
理
が
完
了
し
ま
し
た
。
ま
た
、
仙
台
塩
釜
港
の
コ
ン

テ
ナ
貨
物
取
扱
量
は
ほ
ぼ
震
災
前
の
水
準
と
な
り
、
農
地
の
復
旧

面
積
、
操
業
す
る
漁
船
の
数
は
と
も
に
約
８
割
ま
で
に
回
復
し
て

お
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
全
国
の
自
治
体
か
ら
多
く
の
職
員
の
派
遣

を
い
た
だ
き
、
懸
命
に
復
旧
復
興
に
携
わ
っ
て
い
た
だ
い
た
賜
物

で
あ
り
、
感
謝
の
念
に
堪
え
ま
せ
ん
。

　

一
方
で
、
防
災
集
団
移
転
促
進
事
業
な
ど
、
進
捗
に
遅
れ
が
生

じ
て
い
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。
被
災
事
業
者
の
販
路
の
回
復
、
不

登
校
児
童
・
生
徒
や
要
介
護
者
の
増
加
な
ど
、
対
応
の
強
化
が
必

要
な
課
題
も
山
積
し
て
お
り
、
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

　

平
成
26
年
度
か
ら
は
新
し
い
ス
テ
ー
ジ
（
再
生
期
）
に
入
り
ま

す
。
私
は
震
災
直
後
か
ら
「
抜
本
的
な
再
構
築
」
を
掲
げ
、「
こ

の
機
会
に
日
本
の
モ
デ
ル
を
作
り
、
宮
城
か
ら
全
国
に
発
信
し
よ

う
！
」
と
訴
え
て
ま
い
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
再
生
期
は
被
災

者
に
重
点
を
置
い
た
施
策
を
優
先
し
つ
つ
も
宮
城
県
全
体
、
東
北

全
体
を
発
展
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
巡
り
巡
っ
て
被
災
地
に
大
き

な
光
が
あ
た
る
よ
う
施
策
の
種
を
蒔
く
こ
と
に
も
力
を
注
い
で
ま

い
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
も
、
震
災
前
か
ら
高
齢
化
に
よ
る
担
い
手
不
足
な
ど

の
問
題
を
抱
え
て
い
た
水
産
業
に
つ
い
て
、
漁
協
に
優
先
的
に
与

え
ら
れ
て
い
た
漁
業
権
を
民
間
企
業
に
も
開
放
し
、
地
元
漁
業
者

中
心
の
法
人
へ
の
投
資
等
を
促
進
す
る
「
水
産
業
復
興
特
区
」
を

実
現
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
事
業
者
の
経
営

や
就
業
者
の
収
入
が
安
定
し
、
新
し
い
人
材
も
得
や
す
く
な
り
、

新
た
な
日
本
の
水
産
業
経
営
の
モ
デ
ル
に
な
る
も
の
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
私
は
本
年
度
の
県
の
予
算
を
「
創
造
的
復
興
ス
タ
ー

ト
予
算
」
と
命
名
し
ま
し
た
。
仙
台
空
港
の
民
営
化
、
大
学
医
学

部
の
創
設
、
広
域
防
災
拠
点
の
整
備
な
ど
震
災
が
な
け
れ
ば
実
現

で
き
な
か
っ
た
こ
と
に
も
果
敢
に
取
り
組
む
予
算
を
編
成
し
た
つ

も
り
で
す
。

　

特
に
仙
台
空
港
の
民
営
化
は
、
昨
年
６
月
に
国
管
理
空
港
の
民

営
化
を
可
能
に
す
る
「
民
活
空
港
運
営
法
」
が
成
立
し
、
今
年
４

月
に
は
国
の
実
施
方
針
が
決
定
さ
れ
、
我
が
国
第
１
号
に
向
け
て

大
き
く
前
進
し
て
お
り
ま
す
。
６
月
に
は
空
港
運
営
権
者
の
公
募

が
開
始
さ
れ
、
県
に
よ
る
参
加
資
格
確
認
の
後
、
国
に
よ
る
選
定

手
続
き
に
移
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

民
営
化
を
契
機
に
、
利
用
者
は
も
ち
ろ
ん
、
国
内
外
の
航
空
会

社
に
と
っ
て
も
魅
力
あ
ふ
れ
る
地
域
づ
く
り
を
進
め
、
乗
降
客
数

６
０
０
万
人
、
貨
物
取
扱
量
５
万
㌧
と
い
う
目
標
の
達
成
に
向
け

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

宮
城
県
で
は
、
市
町
村
や
地
域
と
一
体
と
な
り
、
復
旧
・
復
興

に
取
り
組
む
姿
と
、
こ
れ
ま
で
の
ご
支
援
に
対
す
る
感
謝
の
想
い

を
国
内
外
に
伝
え
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
創
造
的
復
興
の
実
現

に
向
け
て
全
身
全
霊
を
傾
け
な
が
ら
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の

で
、
引
き
続
き
御
理
解
と
御
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

村井嘉浩宮城県知事

創造的な復興に向けて



妻入り（奥）と平入り（手前）の建物が混在す
る足助（あすけ）の町並み
● 愛知県豊田市（p18-19）

歴史的建造物を活用し、まちづくりが進められ
ている桜川市真壁の伝統的建造物群保存地区
● 茨城県桜川市（p14-15）

明治 43 年建築の芝居小屋「康楽館」。今では貴
重な観光スポットになっている
● 秋田県小坂町 （p12-13）

遺跡・歴史的建造物による地域づくり

つがる市の木造駅。駅正面に亀ヶ岡遺跡から出土した「しゃ
こちゃん」こと遮光器土偶の巨大なモニュメントがある
● 青森県（p８- ９）

ボランティアガイドの案内で御所野縄文公園を
散策する観光客ら
● 岩手県一戸町（p10-11））

映画館「高田世界館」の外観。レトロな雰囲気を
残す建物だが、内部はきれいに改修されている
● 新潟県上越市（p16-17）



赤味がかった独特の景観を見せる高梁市吹屋の
伝統的建造物群保存地区
● 岡山県高梁市（p26-27）

25 年ほど前に閉鎖した造り酒屋。酒蔵は保存
され、地域の交流の場に生まれ変わった
● 高知県日高村（p28-29）

中学生による史跡案内。霧島市山ヶ野では金山跡
などをめぐるウォーキング大会が開催されている
● 鹿児島県霧島市（p32-33）

戦国大名の大友宗麟像。大分市では大友氏をモ
チーフにまちづくりが進められている
● 大分市（p30-31）

妻木晩田遺跡から望む日本海。高床倉庫などが
見える。向こうに広がるのは美保湾
● 鳥取県（p22-23）

兵庫県立考古博物館。隣接する大中遺跡では竪
穴住居の復元プロジェクトが進んでいる
● 兵庫県 （p20-21）

田和山史跡公園の全景。市民の力で遺跡の保存
が決まった
● 島根県松江市 （p24-25）
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　「
遺
産
創
造
」
と
い
う
考
え
方

　
「
現
代
社
会
は
果
た
し
て
、
未
来
の
遺
産
を
創
出
で
き

て
い
る
か
？
」。
こ
れ
が
私
の
問
題
意
識
で
あ
る
。

　
「
世
界
遺
産
」
も
、
身
近
な
「
お
た
か
ら
」
も
、
価
値

の
本
質
に
優
劣
は
な
い
。
そ
し
て
「
遺
産
」
は
、
い
つ
の

時
代
に
も
つ
ね
に
創
造
さ
れ
続
け
て
き
た
も
の
で
あ
っ

た
。
自
然
遺
産
で
あ
れ
文
化
遺
産
で
あ
れ
、「
遺
産
＝
ヘ

リ
テ
ー
ジ
」
と
は
、
単
に
「
祖
先
か
ら
遺
さ
れ
た
財
産
＝

モ
ノ
」
を
指
す
静
的
概
念
で
は
な
く
、「
子
孫
に
資
産
＝

モ
ノ
・
コ
ト
を
価
値
と
し
て
い
か
に
遺
す
か
」
を
問
う
動

的
概
念
で
あ
る
。

　

で
は
、
将
来
の
遺
産
を
い
か
に
し
て
創
り
出
す
の
か
？　

ま
ず
は
、
当
た
り
前
の
日
々
の
暮
ら
し
や
地
域
空
間
の
中

に
埋
没
し
て
し
ま
っ
て
い
る
遺
産
を
再
発
見
し
、
そ
れ
ら

与
え
ら
れ
た
大
切
な
遺
産
を
で
き
る
限
り
の
努
力
で
真
正

＝
オ
ー
セ
ン
テ
ィ
ッ
ク
に
継
承
す
る
こ
と
か
ら
始
め
ね
ば

な
ら
な
い
。
そ
し
て
そ
れ
ら
大
切
な
遺
産
を
真
摯
に
見
つ

め
る
こ
と
で
豊
か
な
感
性
と
価
値
理
解
の
能
力
が
育
ま

れ
、
そ
こ
か
ら
、
将
来
世
代
が
さ
ら
に
未
来
に
伝
え
た
く

な
る
よ
う
な
新
た
な
価
値
の
創
造
が
可
能
と
な
る
。

　

こ
う
し
て
現
代
の
我
々
は
も
と
よ
り
、
将
来
世
代
が
価

値
を
創
造
し
、
さ
ら
に
そ
れ
ら
を
遺
産
と
し
て
未
来
世
代

へ
継
承
す
る
営
み
が
、私
の
考
え
る「
遺
産
創
造
」で
あ
る
。

　
　
遺
跡
と
建
造
物
の
発
見
と
喪
失

　

一
般
に
「
文
化
財
」
や
「
文
化
遺
産
」
と
呼
ば
れ
る
も

の
に
は
、
天
然
記
念
物
や
名
勝
と
い
っ
た
自
然
遺
産
や
人

間
国
宝
や
文
化
財
保
存
技
術
な
ど
の
無
形
遺
産
、
近
年
注

目
さ
れ
て
い
る
自
然
に
人
が
働
き
か
け
て
つ
く
ら
れ
た
文

特 集

西
山
　
徳
明

遺
跡
・
歴
史
的
建
造
物
に
よ
る
地
域
づ
く
り

遺
跡
・
建
造
物
と「
遺
産
創
造
」

北
海
道
大
学
観
光
学
高
等
研
究
セ
ン
タ
ー
セ
ン
タ
ー
長

—
歴
史
遺
産
の
普
遍
的
価
値
高
め
る
活
用
を—

筆者プロフィール

　西山徳明氏（にしやま・のりあき）
　北海道大学観光学高等研究センター センター長（文化
審議会文化財分科会委員、国交省「日本らしく美しい景
観づくりに関する懇談会」委員）
　1961 年、福岡市生まれ。京都大学工学部卒、同大博
士課程単位取得退学、博士 ( 工学 )。九州大学教授およ
び国立民族学博物館客員助教授等を経て、2013 年から現
職。専門は都市計画、文化遺産マネジメント、ツーリズ
ム。国内各地の世界遺産登録や歴史文化基本構想策定の
支援、JICA事業を通じたエチオピア、ヨルダン、ペルー、
フィジー等での観光開発国際協力に従事中。
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特 集

化
的
景
観
な
ど
も
含
ま
れ
る
が
、
本
特
集
で
取
り
上
げ
ら

れ
て
い
る
遺
跡
と
歴
史
的
建
造
物
は
、
こ
う
し
た
遺
産
の

な
か
で
最
も
数
が
多
く
、
地
域
の
暮
ら
し
に
近
い
存
在
で

あ
る
と
言
え
よ
う
。
本
編
で
は
、
こ
の
地
域
資
源
と
し
て

イ
メ
ー
ジ
さ
れ
や
す
い
遺
産
種
別
で
あ
る
遺
跡
と
建
造
物

（
主
に
建
築
物
）
に
焦
点
を
当
て
、
そ
の
大
切
さ
や
保
存
・

活
用
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
現
代
的
意
味
に
つ
い
て
述
べ
る
こ

と
で
、
特
集
に
報
告
さ
れ
て
い
る
全
国
の
優
れ
た
取
り
組

み
事
例
を
理
解
す
る
一
助
と
な
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

　

は
じ
め
に
、
遺
跡
と
建
造
物
の
保
護
と
喪
失
の
現
実
に

つ
い
て
触
れ
て
お
き
た
い
。
遺
跡
に
つ
い
て
は
、
日
本
の

文
化
財
保
護
法
に
、
地
下
に
埋
も
れ
て
価
値
が
顕
在
化
し

て
い
な
い
文
化
財
が
知
ら
な
い
う
ち
に
破
壊
さ
れ
な
い
よ

う
に
す
る
仕
組
み
が
あ
る
。
具
体
的
に
は
、保
護
法
に「
埋

蔵
文
化
財
」は
大
切
な
文
化
財
で
あ
る
と
規
定
す
る
一
方
、

そ
れ
は
文
化
「
財
」
そ
の
も
の
で
は
な
く
そ
れ
が
埋
蔵
さ

れ
て
い
る
「
状
態
」
で
あ
る
と
し
て
、
そ
れ
ら
を
含
み
も

つ
可
能
性
の
あ
る
エ
リ
ア
を
「
埋
蔵
文
化
財
包
蔵
地
」
と

し
て
周
知
し
、
そ
こ
に
関
わ
る
土
地
の
開
発
に
際
し
て
は

原
因
者
負
担
で
緊
急
発
掘
調
査
を
実
施
す
る
こ
と
と
な
っ

て
い
る
。

　

現
在
、
こ
れ
ら
周
知
の
埋
蔵
文
化
財
は
全
国
で
約

46
万
５
０
０
０
カ
所
あ
り
、
毎
年
約
９
０
０
０
件
の
発
掘

調
査
が
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
発
掘
さ
れ
た
遺
跡
の

99
％
以
上
が
現
状
の
ま
ま
保
存
で
き
な
い
と
判
断
さ
れ
、

遺
跡
の
記
録
だ
け
を
残
す
「
記
録
保
存
」
の
後
に
破
壊
さ

れ
て
い
る
。
幸
い
に
も
文
化
財
と
し
て
の
価
値
が
高
い
と

さ
れ
た
遺
跡
に
つ
い
て
は
史
跡
と
し
て
指
定
を
受
け
、
整

備
さ
れ
て
遺
跡
公
園
等
と
し
て
保
存
・
公
開
さ
れ
て
い
る
。

遺跡・歴史的建造物による地域づくり

平成11年 平成16年 平成19年

約10,900棟 約9,500棟

▲2,200棟

約8,700棟

昭和61年 平成13年

537棟 369棟

▲168棟

平成10年 平成16年

1,604棟

3,825件
3,460件

1,434棟

その他伝統要素 ▲365件その他伝統要素 ▲365件

歴史的建造物 ▲170棟歴史的建造物 ▲170棟

町家が壊され、空き地が目立ち歴史的風致
が損なわれている。

景観にそぐわない近代的なビルが建設さ
れ、歴史的風致が損なわれている。

　維持管理に多くの費用と手間がかかること、所
有者の高齢化や人口減少による担い手の不足
等により、全国各地で町家等の歴史的な建造物
が急速に滅失し、良好な歴史的風致が失われつ
つあります。

8年間に、約2,200棟（全体の約20％）の歴史的
建造物が失われている。

6年間に170棟（約10.6％）の歴史的建造物が
失われ、その他伝統要素（塀、垣等）では、365件

（約10％）が失われている。

15年間に、168棟（約31.3％）の住宅・店舗兼住
宅などの戦前の住まいが失われている。

※出典：金沢市資産税課 （H19）

※出典：九州大学大学院芸術工学研究院環境計画部門（H16）

※出典：東京芸術大学・台東区（H14）

関連図　歴史まちづくり法のパンフレットに見る「歴史的風致が失われる現状」



ま
た
出
土
品
の
内
、
文
化
財
と
認
め
ら
れ
た
も
の
は
有
形

文
化
財
と
し
て
資
料
館
や
博
物
館
等
に
保
存
さ
れ
る
。
わ

れ
わ
れ
が
い
わ
ゆ
る
「
遺
跡
」
と
認
知
し
て
い
る
も
の
の

ほ
と
ん
ど
が
、
こ
れ
ら
多
く
の
発
見
の
中
、
か
ろ
う
じ
て

破
壊
か
ら
免
れ
た
一
握
り
の
埋
蔵
文
化
財
（
で
あ
っ
た
も

の
）
な
の
で
あ
る
。

　

一
方
で
、
地
上
に
あ
る
建
造
物
に
つ
い
て
は
ど
う
で
あ

ろ
う
。
こ
れ
ら
は
、
す
で
に
学
術
調
査
を
終
え
価
値
が
特

定
さ
れ
た
ご
く
一
部
の
少
数
エ
リ
ー
ト
物
件
の
み
が
指
定

や
選
定
、
登
録
さ
れ
て
保
護
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
他
は
以

下
の
よ
う
に
、
本
来
的
に
は
文
化
財
と
し
て
保
護
さ
れ
る

べ
き
価
値
が
誰
に
も
知
ら
れ
な
い
ま
ま
、
急
激
に
喪
失
し

て
い
っ
て
い
る
と
い
う
事
実
が
あ
る
。　

　

文
化
庁
が
と
り
ま
と
め
た
調
査
に
よ
る
と
、
山
口
県
萩

市
旧
城
下
町
地
区
で
は
、
１
９
９
８
年
か
ら
２
０
０
４

年
の
6
年
間
で
、
伝
統
的
建
造
物
が
１
６
０
４
棟
か
ら

１
４
３
４ 

棟
に
減
少
（
減
少
率
10
・
６
％
）、
非
戦
災
の

下
町
と
呼
ば
れ
る
台
東
区
谷
中
地
区
で
は
、
１
９
８
６
年

か
ら
２
０
０
１
年
の
15
年
間
で
、
住
宅
、
店
舗
兼
住
宅

な
ど
を
中
心
と
し
た 

「
戦
前
の
す
ま
い
」
が
５
３
７
棟
か

ら
３
６
９
棟
に
減
少
（
減
少
率
31
・
３
％
）、
地
方
歴
史

都
市
で
あ
る
石
川
県
金
沢
市
で
は
、
１
９
９
９
年
か
ら

２
０
０
４
年
の
５
年
間
で
、
歴
史
的
建
築
物
が
市
全
域
で

２
万
１
４
９
６
棟
か
ら
１
万
９
０
３
７ 

棟
に
減
少
（
減

少
率
11
・
４
％
）
し
た
と
の
報
告
が
あ
る
（
前
ペ
ー
ジ
図

参
照
）。こ
れ
ら
３
事
例
は
、地
方
の
中
核
都
市
と
小
都
市
、

首
都
圏
と
、
全
く
現
代
社
会
に
お
け
る
コ
ン
テ
ク
ス
ト
が

異
な
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
10
年
間
で
20
％
強
の

減
少
率
と
い
う
同
一
の
事
態
を
報
告
し
て
い
る
。

　
　
歴
史
文
化
ま
ち
づ
く
り
を
め
ぐ
る
近
年
の
動
向

　

し
か
し
、
こ
う
し
た
遺
産
喪
失
の
深
刻
な
状
況
が
あ
る

一
方
で
、
21
世
紀
に
入
っ
て
か
ら
歴
史
文
化
を
い
か
し
た

ま
ち
づ
く
り
は
大
き
く
展
開
を
始
め
た
。
景
観
法
制
定
に

始
ま
り
、
２
０
０
４
年
の
文
化
財
保
護
法
へ
の
文
化
的
景

観
の
導
入
、
２
０
０
７
年
の
文
化
庁
に
よ
る
歴
史
文
化
基

本
構
想
の
提
言
、
２
０
０
８
年
の
歴
史
ま
ち
づ
く
り
法
制

定
（
文
化
庁
・
国
交
省
・
農
水
省
）
お
よ
び
文
化
財
総

合
的
把
握
モ
デ
ル
事
業
（
文
化
庁
）
の
開
始
、
そ
し
て

２
０
１
２
年
の
歴
史
文
化
基
本
構
想
策
定
技
術
指
針
（
文

化
庁
）
の
策
定
と
、
時
代
は
う
ね
り
を
あ
げ
て
地
域
の
歴

史
的
ス
ト
ッ
ク
を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り
へ
と
動
い
て
い

る
。
文
化
財
を
保
護
法
に
よ
っ
て
税
金
で
ま
も
る
こ
と
だ

け
に
終
始
せ
ず
、
身
近
に
あ
る
よ
り
広
範
な
遺
産
を
発
見

し
、
様
々
な
プ
レ
ー
ヤ
ー
（
市
民
、
企
業
や
民
間
事
業
者
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
）
が
巧
み
に
活
用
す
る
こ
と
で
未
来
に
継
承

し
て
い
こ
う
と
す
る
そ
の
う
ね
り
は
、
ま
さ
に
本
特
集
に

集
め
ら
れ
た
事
例
の
な
か
で
確
認
で
き
る
は
ず
で
あ
る
。

　
　「
死
ん
だ
遺
産
」か
ら「
生
き
た
遺
産
」へ

　

次
に
、
遺
跡
や
歴
史
的
建
造
物
の
活
用
を
考
え
る
上
で

基
本
と
な
る
議
論
が
世
界
遺
産
を
め
ぐ
る
ユ
ネ
ス
コ
等
の

国
際
社
会
で
な
さ
れ
て
い
る
の
で
触
れ
て
お
き
た
い
。

　

こ
れ
ま
で
途
上
国
で
は
、
多
く
の
世
界
遺
産
級
の
文
化

遺
産
が
政
府
の
管
理
下
、
海
外
か
ら
の
国
際
協
力
機
関
に

よ
る
学
術
調
査
と
修
復
事
業
を
経
て
公
園
化
さ
れ
、
海
外

観
光
客
か
ら
の
外
貨
獲
得
に
貢
献
し
て
き
た
。
し
か
し
こ

の
過
程
で
、
長
年
培
わ
れ
て
き
た
地
域
住
民
と
遺
産
と
の

様
々
な
関
係
は
往
々
に
し
て
断
ち
切
ら
れ
、
遺
産
サ
イ
ト

は
研
究
者
と
観
光
客
だ
け
の
場
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
地

域
社
会
に
と
っ
て
、
身
近
に
あ
っ
た
遺
産
は
ま
さ
に
「
死

ん
だ
遺
産
」
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
す
る
「
生

き
た
遺
産
＝
リ
ビ
ン
グ
ヘ
リ
テ
ー
ジ
」
と
い
う
言
葉
が
あ

る
。
こ
う
し
て
つ
く
り
出
さ
れ
た
地
域
社
会
と
遺
産
と
の

不
幸
な
関
係
を
、
例
え
ば
住
民
参
加
型
の
観
光
開
発
を
架

け
橋
と
し
て
再
構
築
し
、
経
済
的
裨
益
（
ひ
え
き
）
の
創

出
に
留
ま
ら
ず
、
住
民
の
遺
産
へ
の
誇
り
や
愛
着
、
信
仰

心
な
ど
を
再
生
あ
る
い
は
創
造
す
る
こ
と
で
、「
死
ん
だ

遺
産
」
を
、
地
域
社
会
に
意
味
を
も
た
ら
せ
続
け
る
「
生

き
た
遺
産
」
に
し
て
い
く
べ
き
で
あ
る
と
い
う
使
い
方
で

あ
る
。

　
「
リ
ビ
ン
グ
ヘ
リ
テ
ー
ジ
」
に
は
も
う
一
つ
の
使
わ
れ

方
も
あ
る
。
地
域
空
間
や
建
築
物
の
部
屋
な
ど
の
不
動
産

空
間
を
器
と
考
え
、
そ
の
器
と
そ
の
中
に
詰
め
こ
ま
れ
た

人
々
の
暮
ら
し
や
生
業
活
動
等
の
動
産
・
無
形
の
要
素
が

渾
然
一
体
と
な
っ
た
動
的
遺
産
に
価
値
を
見
出
す
考
え
方

で
、
い
わ
ゆ
る
日
本
で
言
う
歴
史
的
集
落
や
町
並
み
の
こ

と
で
あ
る
。
こ
の
種
の
遺
産
は
、
そ
の
「
生
き
て
い
る
」

と
い
う
性
格
ゆ
え
に
、
そ
こ
で
暮
ら
す
人
々
の
保
護
へ
の

自
覚
的
参
画
な
く
し
て
未
来
へ
継
承
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
。

　

い
ず
れ
の
リ
ビ
ン
グ
ヘ
リ
テ
ー
ジ
を
め
ぐ
る
議
論
に
お

い
て
も
、遺
跡
と
そ
れ
に
寄
り
添
い
見
守
っ
て
い
る
市
民
、

あ
る
い
は
歴
史
的
集
落
や
町
並
み
の
中
に
住
ん
で
い
る
住
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民
と
建
造
物
や
地
域
空
間
と
の
関
係
を
い
か
に
し
て
創
造

的
な
も
の
に
し
て
い
く
か
が
問
わ
れ
て
い
る
点
が
興
味
深

い
。
遺
産
を
生
か
し
た
地
域
活
性
化
を
持
続
的
な
も
の
に

し
て
い
く
に
は
、
単
な
る
経
済
的
な
関
係
に
留
ま
ら
な
い

こ
の
創
造
的
関
係
を
い
か
に
つ
く
り
出
し
て
い
く
か
が
鍵

と
な
る
と
言
え
よ
う
。

　
　
地
域
活
性
化
を
超
え
た
遺
産
の
活
用

　

遺
産
に
国
民
や
人
類
に
よ
っ
て
享
受
さ
れ
る
べ
き
も
の

と
い
う
側
面
が
あ
る
以
上
、
そ
れ
ら
は
同
時
に
観
光
資
源

と
し
て
の
資
質
を
否
応
な
く
も
つ
こ
と
と
な
り
、
遺
産
観

光
＝
ヘ
リ
テ
ー
ジ
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
対
象
と
な
る
。
Ｉ
Ｃ

Ｏ
Ｍ
Ｏ
Ｓ
（
国
際
記
念
物
委
員
会
：
Ｎ
Ｇ
Ｏ
）
に
よ
っ
て

１
９
７
６
年
に
採
択
さ
れ
た
「
Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ｏ
Ｓ 

文
化
観

光
憲
章
」
で
は
、
観
光
客
を
遺
産
の
高
潔
性
や
と
り
ま
く

環
境
を
物
的
に
脅
か
す
も
の
と
し
て
と
ら
え
、
主
に
、
遺

産
を
訪
れ
る
観
光
客
と
そ
れ
を
守
ろ
う
と
す
る
人
々
と
の

緊
張
関
係
を
い
か
に
調
整
す
る
か
を
遺
産
管
理
の
最
大
の

課
題
と
し
た
。
し
か
し
そ
れ
か
ら
四
半
世
紀
が
過
ぎ
た

１
９
９
９
年
、
こ
の
憲
章
は
「
国
際
文
化
観
光
憲
章
」
と

し
て
改
訂
さ
れ
、
訪
問
者
が
そ
の
正
し
い
意
味
（
重
要
性

＝signifi cance

）
を
理
解
で
き
る
よ
う
、
遺
産
に
積
極

的
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
管
理
手
法
を
と
る
こ
と
を
保
護
の

主
要
な
目
的
に
据
え
る
に
至
っ
た
。
遺
産
保
護
に
大
衆
レ

ベ
ル
で
の
高
い
認
識
と
支
持
が
な
い
限
り
、
政
策
的
に
も

資
金
的
に
も
支
持
を
受
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
考
え
た

の
で
あ
る
。こ
の
こ
と
は
、「
遺
産（
モ
ノ
）と
訪
問
者（
ツ
ー

リ
ス
ト
）
の
関
係
制
御
」
か
ら
、「
遺
産
（
モ
ノ
／
コ
ト
）

と
ロ
ー
カ
ル
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
（
ホ
ス
ト
）
と
訪
問
者
（
ゲ

ス
ト
）
の
関
係
構
築
」
へ
と
、
遺
産
と
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
関

す
る
関
係
概
念
の
大
き
な
転
換
が
起
こ
っ
て
き
た
こ
と
を

示
し
て
い
る
。

　

観
光
の
役
割
と
は
、
遺
産
と
し
て
見
出
さ
れ
大
切
に
さ

れ
て
い
る
価
値
（
意
味
）
を
、
上
手
に
ま
ず
は
地
域
住
民

や
国
民
に
、
そ
し
て
訪
問
者
で
あ
る
観
光
客
等
に
解
説
＝

イ
ン
タ
ー
プ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
す
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
価
値

へ
の
ア
ク
セ
ス
を
許
す
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
が
そ
の

観
光
資
源
で
あ
る
遺
産
に
対
す
る
価
値
理
解
を
深
め
さ

せ
、
理
解
者
や
支
援
者
を
増
や
す
こ
と
に
つ
な
が
る
。
柵

を
造
っ
て
遺
産
を
破
壊
か
ら
守
ろ
う
と
す
る
だ
け
で
は
、

真
の
保
護
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
遺
産
を
生
か
し
た
ま

ち
づ
く
り
の
ス
タ
ー
ト
は
、
こ
う
し
た
資
源
と
な
る
遺
産

の
も
つ
普
遍
的
価
値
（
誰
に
で
も
理
解
で
き
る
よ
う
に
説

明
さ
れ
た
価
値
）
を
、
手
を
抜
か
ず
に
説
明
す
る
こ
と
、

そ
し
て
専
門
家
だ
け
で
は
な
く
地
域
住
民
や
国
民
に
も
共

有
さ
れ
た
普
遍
的
価
値
を
高
め
る
た
め
の
活
用
方
法
に
取

り
組
む
こ
と
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
遺
産
価
値
の
普
及
、活
用
の
方
策
と
し
て
は
、

近
年
地
域
の
自
然
資
源
や
文
化
資
源
の
保
全
・
活
用
策
と

し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
や
ジ
オ
パ
ー

ク
、
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
等
の
取
り
組
み
と
と
も
に
、
地

域
の
特
色
あ
る
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
有
す
る
美
術
館
、
博
物

館
、
歴
史
民
俗
資
料
館
な
ど
を
、
改
め
て
ま
ち
づ
く
り
の

構
想
の
中
に
位
置
付
け
、
情
報
発
信
の
要
と
し
て
活
用
を

図
っ
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
単
な
る
経

済
行
為
と
し
て
で
は
な
い
文
化
交
流
を
含
む
広
義
に
お
け

る
観
光
（
ツ
ー
リ
ズ
ム
）
の
資
源
、
あ
る
い
は
景
観
づ
く

り
や
教
育
の
た
め
の
資
源
と
し
て
位
置
づ
け
る
こ
と
で
、

た
だ
消
失
を
待
っ
て
い
た
遺
産
に
新
た
な
価
値
を
与
え
、

活
用
す
る
中
で
未
来
へ
継
承
し
て
い
こ
う
と
い
う
考
え
方

で
あ
る
。

　
　「
遺
産
創
造
」
の
た
め
に

　

地
域
や
社
会
が
、
本
質
的
な
意
味
で
観
光
の
発
展
を
目

指
そ
う
と
す
れ
ば
、
自
ら
が
有
す
る
遺
産
の
価
値
と
そ
の

活
用
可
能
性
＝
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
正
し
く
認
識
し
、
そ
の

魅
力
を
源
に
新
た
な
遺
産
を
創
造
し
て
い
け
る
よ
う
な
個

性
的
で
誇
り
あ
る
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
を
描
か
ね
ば
な
ら
な

い
。
そ
れ
に
は
、
遺
産
創
造
の
主
体
と
な
る
べ
き
民
（
市

民
）・
産
（
民
間
）・
官
（
行
政
）
が
、「
遺
し
た
い
資
産
」

と
し
て
「
遺
産
」
へ
の
発
想
の
転
換
を
は
か
り
、
そ
れ
ら

多
様
な
「
遺
産
」
の
普
遍
的
価
値
を
説
明
で
き
る
専
門
家

を
養
成
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
民
・
産
・
官
・
学
の
連

携
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
で
き
る
別
次
元
の
専
門
家
を
生
み

出
す
必
要
が
あ
る
。

　

遺
跡
や
建
造
物
と
社
会
と
の
関
係
に
お
い
て
、「
死
ん

だ
遺
産
」
を
「
生
き
た
遺
産
」
に
転
換
す
る
た
め
、
私
た

ち
大
学
が
目
指
す
べ
き
は
、
こ
う
し
た
地
域
を
ま
た
ぎ
、

国
を
超
え
て
活
躍
で
き
る
専
門
家
や
、
地
域
に
寄
り
添
っ

て
美
し
い
国
づ
く
り
の
草
の
根
を
支
え
る
専
門
家
を
世
に

送
り
出
し
て
い
く
こ
と
で
あ
る
。
観
光
の
創
造
と
は
価
値

の
創
造
に
他
な
ら
な
い
、
と
私
は
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。
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◆◆  

豊
か
な
地
域
資
源

◆
　

青
森
県
の
西
北
地
域
は
、
津
軽
平
野
に
広
が
る
水
田
、

り
ん
ご
や
メ
ロ
ン
、
豊
富
な
海
の
幸
・
山
の
幸
な
ど
多
様

な
農
林
水
産
資
源
と
、
先
人
達
が
築
き
、
守
っ
て
き
た
立

佞
武
多
（
た
ち
ね
ぷ
た
）
な
ど
の
地
域
の
祭
り
や
世
界
自

然
遺
産
白
神
山

地
、
斜
陽
館
や

津
軽
鉄
道
「
ス

ト
ー
ブ
列
車
」

な
ど
魅
力
あ
ふ

れ
る
観
光
資
源

を
有
し
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
亀
ヶ

岡
遺
跡
を
は
じ

め
と
す
る
縄

文
、
中
世
、
近

世
に
至
る
多
く

の
歴
史
遺
産
も
豊
富
な
地
域
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら

の
歴
史
遺
産
を
活
用
し
て
観
光
振
興
や
地
域
づ
く
り
に
役

立
て
よ
う
と
い
う
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ

こ
で
、
今
回
は
縄
文
晩
期
を
代
表
す
る
「
亀
ヶ
岡
遺
跡
」

（
つ
が
る
市
）、
中
世
に
日
本
海
屈
指
の
湊
と
し
て
栄
え
た

「
十
三
湊
（
と
さ
み
な
と
）」（
五
所
川
原
市
）、
江
戸
時
代

に
湊
に
賑
わ
い
を
も
た
ら
し
た
「
北
前
船
」（
鰺
ヶ
沢
町
、

深
浦
町
）
の
三
つ
の
歴
史
遺
産
に
つ
い
て
地
域
で
の
取
り

組
み
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

◆◆  

歴
史
遺
産
を
活
用
し
た
地
域
づ
く
り

◆　
　
　
⑴ 

遮
光
器
土
偶
の
ふ
る
さ
と
つ
が
る
市

　

今
か
ら
約
１
万
〜
３
０
０
０
年
前
、
日
本
列
島
は
縄
文

時
代
と
呼
ば
れ
る
時
代
が
花
開
い
て
い
ま
し
た
。
つ
が
る

市
に
は
有
名
な
遮
光
器
土
偶
が
出
土
し
た
こ
と
で
知
ら
れ

る
亀
ヶ
岡
遺
跡
を
は
じ
め
、
日
本
海
側
で
は
数
少
な
い
貝

塚
を
有
す
る
集
落
遺
跡
、田
小
屋
野
（
た
ご
や
の
）
貝
塚
、

豊
富
な
円
筒
土
器
が
出
土
し
た
石
神
（
い
し
が
み
）
遺
跡

な
ど
、
縄
文
時
代
の
貴
重
な
遺
跡
が
発
掘
さ
れ
、
今
も
地

中
深
く
眠
っ
て
い
る
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
つ
が
る
市
で
平
成
19
年
に
設
立
さ
れ
活
動
し
て
い

る
民
間
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織
に
「
つ
が
る
縄
文
の
会
」
が

あ
り
ま
す
。
縄
文
文
化
の
情
報
発
信
を
す
る
と
同
時
に
、

地
域
住
民
の
方
々
に
地
域
が
有
す
る
貴
重
な
歴
史
資
源
に

関
心
を
も
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
、
ま
た
、「
北

海
道
・
北
東
北
の
縄
文
遺
跡
群
」
の
世
界
文
化
遺
産
登
録

を
目
指
し
た
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

毎
年
８
月
中
旬
に
は
「
Ｊ
Ｏ
Ｍ
Ｏ
Ｎ
亀
ヶ
岡
遺
跡
ま
つ

り
」
を
開
催
し
、「
田
小
屋
野
貝
塚
ウ
ォ
ー
ク
」
や
「
亀
ヶ

岡
遺
跡
を
練
り
歩
こ
う
！　

み
ん
な
の
ネ
ブ
タ
運
行
」
を

行
っ
て
い
る
ほ
か
、
年
度
末
に
は
、
学
芸
員
に
よ
る
発
掘

調
査
の
結
果
報
告
を
兼
ね
た
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
て
い

ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
に
も
、
近
年
、
学
校
の
授
業
で
地
元
に
つ
い

て
学
ぶ
機
会
が
減
っ
て
き
て
い
る
こ
と
を
受
け
て
、
小
・

中
・
高
校
生
を
対
象
と
し
た
勉
強
会
も
開
い
て
い
ま
す
。

こ
の
勉
強
会
を
開
く
ま
で
の
子
供
達
は
遮
光
器
土
偶
を
見

た
こ
と
は
あ
る
が
、
自
分
達
の
住
ん
で
い
る
地
域
か
ら
発

掘
さ
れ
た
こ
と
も
知
ら
な
け
れ
ば
、
亀
ヶ
岡
遺
跡
が
あ
る

こ
と
さ
え
も
知
ら
な
か
っ
た
そ
う
で
す
。「
つ
が
る
縄
文

の
会
」
代
表
で
あ
る
川
嶋
大
史
さ
ん
は
「
亀
ヶ
岡
遺
跡
が

持
つ
多
く
の
魅
力
を
発
信
し
、
観
光
誘
客
を
図
る
た
め
に

も
、
ま
ず
は
地
域
の
方
々
が
遺
跡
に
関
心
を
持
ち
、
地
域

全
体
で
盛
り
上
げ
て
い
こ
う
と
す
る
気
運
を
高
め
て
い
き

た
い
」
と
熱
く
語
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
⑵ 

地
中
に
眠
る
安
藤
氏
の
ロ
マ
ン

　

現
在
、
宍
道
湖
（
島
根
県
）
や
小
川
原
湖
（
青
森
県
）

と
並
ぶ
日
本
有
数
の
シ
ジ
ミ
産
地
と
し
て
知
ら
れ
る
十
三
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携
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史
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光
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に
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青
森
県
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神仏習合の宗教施設の遺跡がある
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湖
（
じ
ゅ
う
さ
ん
こ
）
一
帯
は
、
13
世
紀
か
ら
15
世
紀
に

か
け
て
、
豪
族
・
安
藤
氏
が
支
配
し
、
大
規
模
に
整
備
さ

れ
た
港
湾
施
設
や
居
城
、
宗
教
施
設
な
ど
を
伴
う
都
市
機

能
を
有
し
た
中
世
都
市
を
造
り
上
げ
ま
し
た
。
十
三
湊
は

近
代
化
の
波
に
の
ま
れ
ず
、
今
も
当
時
の
ま
ま
の
状
態
で

遺
構
や
遺
物
が
地
中
に
埋
ま
っ
て
お
り
、
港
湾
都
市
の
遺

跡
と
し
て
非
常
に
高
い
保
存
状
態
を
保
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
中
世
の
港
湾
都
市
「
十
三
湊
遺
跡
」
の
観
光
ガ

イ
ド
を
し
て
い
る
団
体
が
「
安
藤
の
郷
応
援
隊
」
で
す
。

十
三
湊
は
平
成
17
年
７
月
に
国
の
史
跡
に
指
定
さ
れ
ま
し

た
が
、
関
係
者
の
盛
り
上
が
り
と
は
裏
腹
に
地
域
の
人
々

の
関
心
は
薄
く
、
も
っ
と
地
域
の
人
々
の
関
心
を
ひ
き
つ

け
、
安
藤
の
歴
史
を
勉
強
し
な
が
ら
案
内
で
き
る
組
織
を

つ
く
り
た
い
と
の
思
い
か
ら
、「
安
藤
の
郷
応
援
隊
」
が

設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

ガ
イ
ド
活
動
の
ほ
か
に
も
、
地
域
の
小
学
５
〜
６
年
生

を
対
象
と
し
た
「
ふ
る
さ
と
歴
史
教
室
」
を
開
催
。
地
域

の
歴
史
を
学
ぶ
こ
と
で
自
分
達
の
住
む
地
域
に
誇
り
を

も
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
始
ま
っ
た
も
の
で
、
こ

の
「
ふ
る
さ
と
歴
史
教
室
」
で
学
ぶ
ま
で
は
自
分
の
住
む

地
域
に
は
何
も
誇
れ
る
も
の
が
な
か
っ
た
と
い
う
子
供
達

が
、
自
分
が
住
む
地
域
に
誇
り
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
て
い

く
手
応
え
を
感
じ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

ま
た
十
三
湖
周
辺
の
景
観
を
整
備
す
る
活
動
も
行
っ
て

お
り
、安
藤
氏
と
関
係
が
深
か
っ
た
奥
州
平
泉
に
ち
な
み
、

桜
を
地
域
の
人
々
と
一
緒
に
植
樹
し
、
千
本
植
え
る
こ
と

を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。
植
え
た
桜
は
、
ま
だ
花
を
楽
し

む
ほ
ど
に
成
長
し
て
お
ら
ず
10
年
後
く
ら
い
に
花
見
が
で

き
る
と
の
こ
と
で
、
そ
の
日
が
待
ち
遠
し
い
も
の
で
す
。

　
　
　
⑶ 

動
く
総
合
商
社
「
北
前
船
」

　

江
戸
時
代
後
期
か
ら
明
治
に
か
け
て
、
日
本
海
西
廻
り

航
路
で
行
き
来
し
た
北
前
船
（
き
た
ま
え
ぶ
ね
）。
行
き

は
上
方
・
大
坂
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
日
常
生
活
品
を
積
み
、

帰
り
は
蝦
夷
地（
北
海
道
）で
買
い
付
け
た
ニ
シ
ン
・
昆
布
・

シ
メ
粕
な
ど
を
積
ん
で
、
途
中
の
湊
で
商
売
を
し
な
が
ら

航
海
し
て
い
た
〝
海
の
路
〟
は
、
物
だ
け
で
は
な
く
技
や

祭
り
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
文
化
を
も
運
ん
で
き
ま
し
た
。

　

深
浦
町
に
は
、
こ
の
北
前
船
の
歴
史
を
訪
れ
る
方
々
に

伝
え
る
こ
と
を
目
的
に
地
元
の
有
志
で
結
成
さ
れ
た
、「
風

ま
ち
湊
案
内
人
」
と
い
う
ガ
イ
ド
団
体
が
あ
り
ま
す
。
北

前
船
が
運
ん
だ
技
や
祭
り
な
ど
文
化
の
軌
跡
を
ガ
イ
ド
と

共
に
歩
く
こ
と
で
当
時
の
町
の
賑
わ
い
が
聞
こ
え
て
く
る

よ
う
で
す
。
ま
た
鰺
ヶ
沢
町
で
は
北
前
船
に
よ
り
伝
わ
っ

た
京
風
の
祭
り
「
白
八
幡
宮
大
祭
」
が
１
６
７
７
年
か
ら

始
ま
り
、
今
で
は
４
年
に
一
度
行
わ
れ
、
地
域
の
人
々
に

よ
っ
て
綿
々
と
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

◆◆  

北
海
道
新
幹
線
開
業
を
大
き
な
チ
ャ
ン
ス
に

◆
　

平
成
27
年
度
末
に
西
北
地
域
に
隣
接
す
る
今
別
町
に
北

海
道
新
幹
線
「
奥
津
軽
い
ま
べ
つ
駅
」
が
開
業
し
ま
す
。

こ
れ
を
契
機
に
奥
津
軽
を
訪
れ
る
方
々
に
、
食
や
自
然
だ

け
で
は
な
く
、
時
を
超
え
た
悠
久
の
ロ
マ
ン
も
感
じ
て
い

た
だ
け
る
よ
う
、
今
回
ご
紹
介
し
た
よ
う
な
、
地
域
住
民

自
ら
が
故
郷
に
埋
も
れ
て
い
る
歴
史
を
学
び
、
そ
れ
を
地

域
の
言
葉
で
語
っ
て
い
く
と
い
う
よ
う
な
活
動
の
一
層
の

活
発
化
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

県
と
し
て
も
北
海
道
新
幹
線
の
開
業
を
大
き
な
チ
ャ
ン

ス
と
捉
え
て
、
地
域
の
市
町
や
関
係
団
体
と
の
連
携
の
も

と
で
様
々
な
観
光
資
源
を
磨
き
上
げ
、
さ
ら
な
る
誘
客
に

努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

深浦町の「風まち館」内に展示されている北前船の模型 深浦町の「風まち湊案内人」がガイドしている様子



◆◆  

文
化
財
愛
護
精
神
の
高
い
町

◆
　

岩
手
県
一
戸
町
は
岩
手
県
の
内
陸
北
部
に
位
置
し
、
町

の
面
積
の
70
％
以
上
を
山
林
が
占
め
る
典
型
的
な
山
間
地

で
す
。
古
く
か
ら
文
化
財
愛
護
精
神
の
高
い
町
で
、
昭
和

13
年
に
「
藤
島
の
フ
ジ
」
と
「
実
相
寺
の
イ
チ
ョ
ウ
」
が

国
の
天
然
記
念
物
の
指
定
を
受
け
た
の
を
皮
切
り
に
、
数

多
く
の
文
化
財
を
指
定
、
保
存
、
活
用
し
て
き
ま
し
た
。

人
口
１
万
４
０
０
０
人
程
の
小
さ
な
町
で
す
が
、
平
成
26

年
６
月
現
在
、
国
指
定
文
化
財
11
件
、
県
指
定
文
化
財
８

件
、
町
指
定
文
化
財
47
件
を
保
有
し
て
い
ま
す
。

◆◆  

天
然
記
念
物
「
藤
島
の
フ
ジ
」
を
活
か
す

◆
　

一
戸
町
小
鳥
谷
（
こ
ず
や
）
地
域
で
は
、
地
域
住
民
が

主
体
と
な
り
「
藤
島
の
フ
ジ
」
を
活
用
し
た
地
域
づ
く
り

を
行
っ
て
い
ま
す
。「
藤
島
の
フ
ジ
」
は
樹
齢
数
百
年
と

推
定
さ
れ
、
根
回
り
が
約
４
㍍
、
高
さ
約
20
㍍
の
巨
大
な

フ
ジ
で
、
春
か
ら
初
夏
に
か
け
て
綺
麗
な
紫
の
花
を
つ
け

ま
す
。
名
実
と
も
に
日
本
一
の
フ
ジ
と
も
言
わ
れ
、
小
鳥

谷
地
域
の
シ
ン
ボ
ル
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
13
年
に
小
鳥
谷
地
域
振
興
会
か
ら「
藤
島
の
フ
ジ
」

及
び
隣
接
す
る
町
指
定
の
フ
ジ
の
保
全
と
周
辺
整
備
の
要

望
が
町
に
提
出
さ
れ
た
の
で
す
が
、
町
で
は
地
域
の
活
性

化
に
結
び
つ
け
る
た
め
に
は
、
行
政
の
取
り
組
み
だ
け
で

な
く
、
地
域
住
民
や
「
藤
島
の
フ
ジ
」
に
関
心
を
持
つ

人
々
の
多
様
な
関
わ
り
の
中
で
進
め
る
必
要
が
あ
る
と
考

え
ま
し
た
。
そ
の
た
め
当
面
の
整
備
だ
け
で
は
な
く
、
長

期
的
に
住
民
に
関
わ
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
平
成
14
年
か

ら
専
門
家
を
招
い
て
フ
ジ
の
管
理
の
研
修
会
を
開
催
し
ま

し
た
。
現
在
は
受
講
し
た
住
民
が
中
心
と
な
っ
て
清
掃
等

だ
け
で
は
な
く
、
剪
定
（
せ
ん
て
い
）
や
施
肥
な
ど
の
日

常
管
理
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

小
鳥
谷
地
域
の
住
民
に
よ
る
「
藤
島
の
フ
ジ
」
の
維
持

管
理
は
、
実
に
多
様
な
効
果
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
平
成

15
年
か
ら
は
地
域
住
民
の
主
催
で
「
藤
ま
つ
り
」
を
毎
年

開
催
し
て
お
り
、
年
々
見
学
者
が
増
え
、
今
で
は
地
域
の

一
大
イ
ベ
ン
ト
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
「
藤
ま
つ
り
」
で
は
、
高
屋
敷
神
楽
（
平

成
24
年
11
月
に
岩
手
県
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
）
や
小

鳥
谷
七
ツ
踊
り
（
平
成
26
年
2
月
に
一
戸
町
無
形
民
俗
文

化
財
に
指
定
）
が
披
露
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
住
民
の
日
頃

の
練
習
の
成
果
を
見
て
い
た
だ
く
機
会
に
な
る
と
と
も
に

こ
れ
ら
文
化
財
の
伝
承
活
動
の
活
性
化
に
も
つ
な
が
っ
て

い
ま
す
。

◆◆  

国
指
定
史
跡
「
奥
州
街
道
」
も
活
用

◆
　

平
成
21
年
に
国
史
跡
に
な
っ
た
「
奥
州
街
道
」
に
つ
い

て
も
、
指
定
前
か
ら
町
で
は
史
跡
と
し
て
保
護
し
、
次
世

代
に
継
承
し
て
い
く
た
め
に
は
、地
域
住
民
や「
奥
州
街
道
」

に
関
心
を
持
つ
人
々
の
参
加
が
必
要
だ
と
考
え
ま
し
た
。

　
「
奥
州
街
道
」
の
活
用
に
関
し
て
は
現
在
三
つ
の
地
域
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縄
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博
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民
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文
化
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域
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岩
手
県
一
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町

世
界
遺
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ざ
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所
野
遺
跡
」を
核
に
ま
ち
づ
く
り

奥州街道では毎年多くのウォーキングイベントが開催されている



団
体
が
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
「
末
の
松
山
振
興
会
」
で
は
平
成
15
年
か
ら
継
続
し
て

街
道
の
草
刈
り
や
清
掃
、
ア
ジ
サ
イ
の
植
栽
、
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
行
っ
て
お
り
、
街
道
沿
い
の
浪
打

峠
が
日
本
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
協
会
の
「
美
し
い
日
本
の
歩
き

た
く
な
る
道
５
０
０
選
」
に
選
ば
れ
る
き
っ
か
け
に
も
な

り
ま
し
た
。

　

ま
た
「
関
屋
・
女
鹿
口
振
興
会
」
で
は
平
成
18
年
に
百

姓
一
揆
の
集
結
地
へ
の
説
明
板
設
置
や
桜
の
植
樹
な
ど
を

実
施
し
、
振
興
会
が
解
散
し
た
後
も
町
内
会
が
独
自
に
文

化
財
の
保
護
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
街
道
の
草
刈
り
や
清

掃
だ
け
で
な
く
、
平
成
20
年
か
ら
は
全
国
的
に
も
珍
し
い

文
化
財
の
町
内
会
に
よ
る
指
定
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
「
高
屋
敷
町
内
会
」
で
は
、
街
道
の
草
刈
り
や

街
道
沿
い
の
井
戸
の
復
元
に
取
り
組
ん
で
い
る
ほ
か
、
地

域
に
残
る
文
化
財
を
自
分
た
ち
の
手
で
調
査
し
て
説
明
板

を
設
置
。
地
蔵
祭
り
や
虫
追
い
祭
り
な
ど
途
絶
え
て
い
た

年
中
行
事
を
復
活
さ
せ
、
盛
岡
や
八
戸
か
ら
の
ツ
ア
ー
客

を
毎
年
地
域
で
受
け
入
れ
て
お
り
、
平
成
19
年
度
に
は
岩

手
県
認
定
の
「
元
気
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
１
０
０
選
」
に
選

ば
れ
て
い
ま
す
。

◆◆  

「
御
所
野
遺
跡
」
を
核
に
ま
ち
づ
く
り

◆  

世
界
遺
産
登
録
に
向
け
様
々
な
活
動
も

　

一
方
、
御
所
野
遺
跡
は
、
平
成
20
年
度
に
世
界
遺
産
暫

定
リ
ス
ト
に
掲
載
さ
れ
た
「
北
海
道
・
北
東
北
を
中
心
と

し
た
縄
文
遺
跡
群
」
の
構
成
資
産
の
一
つ
で
す
。
縄
文
時

代
中
期
後
半
の
大
規
模
な
ム
ラ
の
あ
と
で
、
平
成
５
年
に

国
史
跡
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

史
跡
整
備
を
経
て
平
成
14
年
春
に
御
所
野
縄
文
公
園
と

し
て
オ
ー
プ
ン
し
て
お
り
、
平
成
25
年
度
ま
で
の
12
年
間

の
総
入
場
者
は
約
40
万
人
に
上
っ
て
い
ま
す
。

　

町
で
は
史
跡
指
定
地
７
万
５
８
４
２
平
方
㍍
だ
け
で

な
く
、
周
辺
環
境
を
保
全
す
る
た
め
、
周
辺
の
土
地
約

７
万
５
０
０
０
平
方
㍍
も
公
有
化
し
て
お
り
、
平
成
22
年

に
策
定
し
た
﹃
御
所
野
遺
跡
植
生
復
元
整
備
計
画
書
﹄
に

基
づ
い
て
、
現
在
も
継
続
し

て
周
辺
の
土
地
の
針
葉
樹
を

伐
採
し
、
縄
文
時
代
の
植
生

で
あ
る
広
葉
樹
林
に
近
づ
け

る
な
ど
の
整
備
を
進
め
て
い

ま
す
。
ま
た
、
発
掘
調
査
も

継
続
し
て
実
施
し
て
お
り
、

公
園
に
隣
接
す
る
「
御
所
野

縄
文
博
物
館
」
の
展
示
内
容

を
そ
の
成
果
を
取
り
入
れ
た

最
新
の
情
報
に
替
え
、
今
年

４
月
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー

プ
ン
し
ま
し
た
。

　

一
戸
町
教
育
委
員
会
で
は
、「
御
所
野
遺
跡
」
を
核
と

し
た
町
内
の
文
化
遺
産
を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り
の
基
本

方
針
を
示
し
た
﹃
一
戸
町
文
化
遺
産
活
用
計
画
報
告
書
﹄

を
平
成
24
年
度
に
作
成
。
現
在
こ
の
計
画
書
に
基
づ
き
町

の
関
係
部
署
が
連
携
し
て
、
御
所
野
遺
跡
の
世
界
遺
産
登

録
に
向
け
た
啓
発
活
動
の
ほ
か
、
文
化
遺
産
周
辺
の
環
境

整
備
、
観
光
コ
ー
ス
の
設
定
な
ど
様
々
な
事
業
を
展
開
し

て
い
ま
す
。

◆◆  

住
民
参
加
型
で
文
化
財
を
活
用

◆  

町
全
体
の
活
性
化
を

　

文
化
財
の
と
ら
え
方
、
具
体
的
な
保
存
・
活
用
の
考
え

方
は
各
地
域
で
異
な
り
、
従
来
の
保
存
整
備
に
重
点
を
置

く
市
町
村
や
文
化
財
の
活
用
に
重
点
を
置
く
市
町
村
な
ど

実
に
多
様
で
す
が
、
活
用
に
つ
い
て
は
講
演
会
等
を
開
催

し
調
査
で
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
を
住
民
に
還
元
し
て
い

く
成
果
還
元
型
の
活
用
だ
け
で
な
く
、
地
域
住
民
が
自
ら

動
き
、
行
政
は
人
と
人
、
人
と
文
化
財
を
結
び
付
け
る
住

民
参
画
型
の
活
用
が
求
め
ら
れ
る
時
代
に
な
っ
て
き
て
い

ま
す
。

　

行
政
主
導
で
の
文
化
財
の
観
光
へ
の
利
用
等
も
否
定
で

き
ま
せ
ん
が
、
観
光
だ
け
が
肥
大
化
す
る
と
住
民
が
置
き

去
り
に
な
っ
て
し
ま
い
、
住
民
が
離
れ
失
敗
す
る
こ
と
が

危
惧
さ
れ
ま
す
。
文
化
財
の
活
用
に
も
っ
と
も
大
切
な
こ

と
は
、
多
く
の
地
域
住
民
に
参
加
し
て
い
た
だ
く
こ
と
だ

と
思
い
ま
す
。

　

御
所
野
遺
跡
の
世
界
遺
産
登
録
の
推
進
活
動
が
こ
れ
か

ら
本
格
化
し
て
い
き
ま
す
が
、
御
所
野
遺
跡
だ
け
で
は
な

く
、
町
内
各
地
域
の
文
化
財
が
地
域
住
民
参
画
形
式
で
活

用
さ
れ
、
町
全
体
を
活
性
化
さ
せ
る
こ
と
を
目
指
し
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。
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◆◆  

鉱
山
が
閉
山
、「
観
光
立
町
」
を
宣
言

◆
　

秋
田
県
小
坂
町
は
江
戸
時
代
以
来
の
歴
史
あ
る
鉱
山
の

町
で
あ
り
、
明
治
時
代
以
降
に
近
代
技
術
の
導
入
に
よ
り

大
き
く
発
展
し
た
鉱
山
の
周
辺
地
域
に
は
、
歴
史
的
建
造

物
を
含
む
鉱
山
町
の
面
影
が
強
く
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

国
内
の
鉱
山
が
相
次
い
で
閉
山
す
る
中
、
平
成
６
年
に

は
小
坂
鉱
山
も
全
て
閉
山
し
、
製
錬
業
の
み
が
稼
働
す
る

状
態
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
て
、

小
坂
町
は
、
当
町
と
青
森
県
十
和
田
市
に
ま
た
が
る
国
立

公
園
・
十
和
田
湖
と
合
わ
せ
た
「
観
光
立
町
」
を
宣
言
し
、

「
鉱
山
と
観
光
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
目
指
す
こ
と
に
し
ま

し
た
。
そ
の
第
一
歩
と
し
て
、
鉱
山
の
厚
生
施
設
で
あ
っ

た
芝
居
小
屋
「
康
楽
館
」
が
同
和
鉱
業
㈱
（
現
Ｄ
Ｏ
Ｗ
Ａ

ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
㈱
）
か
ら
町
に
無
償
譲
渡
さ
れ
、
昭

和
59
～
61
年
度
に
修
復
工
事
を
実
施
し
、
町
の
繁
栄
を
物

語
る
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
蘇
り
、
大
衆
演
劇
や
年
に
一
度
の

康
楽
館
歌
舞
伎
大
芝
居
を
上
演
し
て
い
ま
す
。

◆◆  「
明
治
百
年
通
り
」
を
整
備
、

◆  

康
楽
館
な
ど
が
重
文
に

　

町
は
、
康
楽
館
の
整
備
を
契
機
に
、
産
業
遺
産
等
の
歴

史
的
建
造
物
を
活
用
し
、「
明
治
の
香
り
の
す
る
近
代
化

産
業
遺
産
を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り
」
を
推
進
す
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。
康
楽
館
前
の
道
路
は
ア
カ
シ
ア
並
木
を
保

存
し
つ
つ
、
明
治
期
の
文
化
や
モ
ダ
ン
な
セ
ン
ス
を
感
じ

る
こ
と
が
で
き
る
「
明
治
百
年
通
り
」
に
整
備
し
ま
し
た
。

毎
年
６
月
に
は
町
民
手
作
り
の
「
ア
カ
シ
ア
ま
つ
り
」
が

開
催
さ
れ
、
町
内
外
か
ら
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
て
い
ま

す
。

　

平
成
13
年
に
は
、「
明
治
百
年
通
り
」
に
明
治
38
年
建

築
の
「
小
坂
鉱
山
事
務
所
」
が
移
築
・
復
元
さ
れ
、資
料
館
・

物
産
品
シ
ョ
ッ
プ
等
の
観
光
施
設
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い

ま
す
。
そ
し
て
、
平
成
14
年
に
は
「
康
楽
館
」「
小
坂
鉱

山
事
務
所
」
が
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
明
治
百
年
通
り
」
は
、
鉱
山
文
化
が
も
た
ら
し
た
歴

史
文
化
と
、
季
節
ご
と
の
美
し
い
花
々
な
ど
の
自
然
と
が

調
和
し
た
癒
し
の
空
間
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
平
成
13

年
度
に
は
環
境
省
の
〝
か
お
り
風
景
１
０
０
選
〟
に
選
ば

れ
た
ほ
か
、
平
成
17
年
度
に
は
国
土
交
通
省
か
ら
都
市
景

観
大
賞
〝
美
し
い
ま
ち
な
み
賞
〟、
さ
ら
に
平
成
18
年
度

に
は
町
民
が
手
づ
く
り
で
取
り
組
ん
で
き
た
事
業
が
評
価

さ
れ
、
国
土
交
通
省
か
ら
〝
手
づ
く
り
郷
土
賞
（
地
域
整

備
部
門
）〟
を
受
賞
し
ま
し
た
。

◆◆  

「
観
光
地
」
に
成
長
、

◆  

住
民
も
魅
力
向
上
に
貢
献

　

こ
う
し
て
明
治
百
年
通
り
は
当
時
の
雰
囲
気
が
感
じ
ら

れ
る
個
性
的
な
空
間
と
な
り
、
十
和
田
湖
と
合
わ
せ
て
平

成
14
年
に
は
年
間
１
４
０
万
人
が
訪
れ
る
観
光
地
と
な
り

ま
し
た
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
整
備
が
契
機
と
な
り
、
地
域

住
民
と
の
協
働
型
の
観
光
ま
ち
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

平
成
15
年
に
は
、
町
が
ク
リ
ス
マ
ス
ロ
ー
ズ
の
花
苗

４
５
０
株
の
無
償
譲
渡
を
受
け
ま
し
た
。
住
民
有
志
ら
が

こ
れ
を
康
楽
館
前
に
植
え
、
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
平
成
16

年
３
月
に
は
「
フ
ラ
ワ
ー
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
」
が
発
足
、

明
治
百
年
通
り
を
守
り
育
む
担
い
手
と
な
っ
て
い
ま
す
。

会
員
の
熱
心
な
活
動
に
加
え
、
企
業
に
よ
る
苗
や
資
材
、
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光
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労
力
の
無
償
提
供
に
よ
り
、
今
で
は
ク
リ
ス
マ
ス
ロ
ー
ズ

が
約
５
０
０
０
株
に
増
え
ま
し
た
。
ま
た
、
多
様
な
花
々

の
植
栽
や
花
壇
の
増
設
を
行
い
「
明
治
百
年
通
り
」
の
魅

力
向
上
を
図
っ
て
い
ま
す
。

◆◆  

交
流
人
口
拡
大
に
向
け
課
題
も

◆
　

し
か
し
、
現
在
の
小
坂
町
は
産
業
構
造
の
変
化
に
よ
り

若
者
が
減
少
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
定
住
人
口
を
基
本
と

し
た
町
の
振
興
策
を
考
え
る
こ
と
は
非
常
に
難
し
い
状
況

で
す
。

　

こ
の
た
め
町
で
は
、
既
存
の
観
光
資
源
で
あ
る
「
十
和

田
湖
」
や
「
康
楽
館
」「
小
坂
鉱
山
事
務
所
」
を
核
と
し

て
観
光
に
よ
る
交
流
人
口
の
拡
大
を
図
っ
て
き
ま
し
た

が
、
近
年
は
観
光
客
が
大
き
く
落
ち
込
ん
で
い
る
状
態
で

す
。
こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
改
め
て
交
流
人
口
の
拡

大
を
図
り
、
地
域
の
雇
用
や
経
済
活
動
の
活
発
化
に
結
び

つ
け
る
こ
と
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

◆◆  

旧
小
坂
鉄
道
を
核
に
新
た
な
に
ぎ
わ
い
づ
く
り

◆
　

こ
う
し
た
中
で
、
町
が
新
た
な
観
光
資
源
と
し
て
注
目

し
、
活
用
を
図
っ
て
い
る
の
が
旧
小
坂
鉄
道
で
す
。
小
坂

鉄
道
は
明
治
41
年
に
大
館
―
小
坂
間
が
開
通
し
、
明
治

42
年
に
は
小
坂
鉄
道
㈱
の
発
足
と
と
も
に
営
業
が
開
始
さ

れ
ま
し
た
。
同
鉄
道
は
も
と
も
と
小
坂
鉱
山
の
鉱
石
輸
送

な
ど
貨
物
鉄
道
と
し
て

敷
設
さ
れ
、
旅
客
営
業

も
し
て
い
ま
し
た
が
、

車
社
会
の
到
来
と
と
も

に
利
用
者
が
減
少
の
一

途
を
た
ど
り
、
平
成
21

年
４
月
、
１
０
０
年
の

歴
史
に
幕
を
閉
じ
ま
し

た
。

　

町
は
廃
線
が
見
込
ま

れ
た
時
点
で
新
た
な
観

光
資
源
と
し
て
活
用
す

る
た
め
の
検
討
を
始

め
、
平
成
23
年
10
月
、

「
明
治
百
年
通
り
に
ぎ

わ
い
創
出
基
本
計
画

書
」
を
作
成
、
既
存
の

観
光
資
源
と
旧
小
坂
鉄

道
の
観
光
活
用
を
組
み
合
わ
せ
た
「
明
治
百
年
通
り
に
ぎ

わ
い
創
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
目
玉
は
「
小
坂
鉄
道
レ
ー
ル

パ
ー
ク
」
で
す
。
明
治
百
年
通
り
の
起
点
と
な
る
旧
小
坂

鉄
道
小
坂
駅
周
辺
を
「
レ
ー
ル
パ
ー
ク
」
と
し
て
整
備
し
、

線
路
や
設
備
を
利
用
し
て
子
供
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
め
る

施
設
と
し
て
平
成
26
年
６
月
に
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
し
ま

し
た
。

　

こ
こ
で
は
レ
ー
ル
バ
イ
ク
の
乗
車
体
験
や
デ
ィ
ー
ゼ
ル

機
関
車
の
運
転
体
験
が
で
き
る
ほ
か
、
珍
し
い
車
両
や
当

時
の
機
関
車
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

オ
ー
プ
ン
に
先
立
ち
、
平
成
24
年
か
ら
は
明
治
百
年
通

り
沿
線
で
、レ
ー
ル
バ
イ
ク
の
運
転
体
験
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
平
成
25
年
の
〝
小
坂
・
鉄
道
ま
つ
り
〟
で
は
国
内

で
も
珍
し
い
デ
ィ
ー
セ
ル
機
関
車
の
運
転
体
験
を
初
め
て

行
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
現
在
は
家
族
連
れ
や
遠
方
か
ら

の
鉄
道
フ
ァ
ン
で
賑
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
鉄
道
愛
好
家
な
ど
に
よ
っ
て
自
主
的
な
小
坂
鉄

道
の
保
存
活
動
も
湧
き
起
こ
り
、
平
成
８
年
か
ら
は
毎
年

10
月
の
「
鉄
道
の
日
」
に
合
わ
せ
て
、
実
行
委
員
会
に
よ

り
鉄
道
の
日
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
平
成
25

年
に
は
小
坂
鉄
道
保
存
会
も
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
国
立
公
園
十
和
田
湖
と
歴
史
あ
る
鉱
山
の

町
・
小
坂
で
は
明
治
の
近
代
化
産
業
遺
産
を
活
用
し
、
魅

力
あ
る
観
光
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
多
く
の

皆
様
に
十
和
田
湖
と
合
わ
せ「
小
坂
鉄
道
レ
ー
ル
パ
ー
ク
」

と
「
明
治
百
年
通
り
」
を
観
て
、
学
ん
で
、
体
験
し
て
い

た
だ
き
、
明
治
の
香
り
漂
う
景
観
と
と
も
に
、
世
界
に
誇

る
日
本
の
近
代
化
産
業
遺
産
を
体
感
し
て
い
た
だ
け
れ
ば

幸
い
で
す
。

観
光
客
で
に
ぎ
わ
う
「
小
坂
鉄
道
レ
ー
ル
パ
ー
ク
」

（
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
し
た
平
成
26
年
6
月
1
日
）

フ
ラ
ワ
ー
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
植
栽
作
業



◆◆  

歴
史
的
建
造
物
が
豊
富
な
真
壁
地
区

◆
　

桜
川
市
は
茨
城
県
西
部
に
位
置
す
る
人
口
約
４
万

５
０
０
０
人
の
筑
波
山
麓
に
あ
る
自
然
豊
か
な
地
域
で

す
。
平
成
17
年
に
岩
瀬
町
、
大
和
村
、
真
壁
町
が
合
併
し
、

桜
川
市
が
誕
生
し
ま
し
た
。
中
で
も
真
壁
地
区
（
旧
真
壁

町
）
に
は
、
見
世
蔵
や
土
蔵
な
ど
歴
史
的
建
造
物
が
数
多

く
存
在
し
て
い
た
た
め
、
そ
れ
ら
を
活
用
し
た
住
民
主
導

の
ま
ち
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

◆◆  

歴
史
的
町
並
み
を
保
存
、

◆  

重
伝
建
地
区
に
選
定

　

昭
和
60
年
代
か
ら
真
壁
地
区
で
は
、
歴
史
的
建
造
物
が

相
次
い
で
取
り
壊
さ
れ
始
め
ま
し
た
。
そ
の
姿
を
目
の
当

た
り
に
し
た
住
民
有
志
が
歴
史
的
建
造
物
を
何
と
か
後
世

に
残
そ
う
と
保
存
に
向
け
て
活
動
を
開
始
し
ま
す
。

　

そ
こ
で
目
を
付
け
た
の
が
平
成
８
年
の
文
化
財
保
護
法

の
改
正
で
導
入
さ
れ
た
「
登
録
文
化
財
制
度
」
で
し
た
。

行
政
（
当
時
の
真
壁
町
）
へ
登
録
文
化
財
制
度
を
活
用
す

る
よ
う
働
き
か
け
、
行
政
が
そ
れ
を
受
け
入
れ
る
形
で
歴

史
的
建
造
物
の
保
存
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
登
録
数

１
０
０
棟
を
目
標
に
、
平
成
11
年
か
ら
取
り
組
み
始
め
、

同
年
に
４
棟
を
登
録
し
た
の
を
皮
切
り
に
平
成
17
年
ま
で

に
１
０
４
棟
を
登
録
。
そ
の
当
時
、
登
録
文
化
財
の
数
が

京
都
市
、愛
知
県
犬
山
市
に
次
い
で
全
国
第
３
位
に
な
り
、

登
録
文
化
財
の
多
い
町
と
し
て
注
目
を
集
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
登
録
文
化
財
制
度
に
取
り
組
む
一
方
で
、
真
壁

城
（
現
在
は
城
跡
で
、
国
指
定
史
跡
）
の
城
下
町
と
し
て

発
展
し
て
き
た
町
並
み
を
保
存
す
る
た
め
、
歴
史
的
建
造

物
を
点
と
し
て
保
存
す
る
だ
け
で
は
な
く
歴
史
的
町
並

み
、
面
と
し
て
保
存
し
よ
う
と
い
う
気
運
が
住
民
の
な
か

で
高
ま
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
町
並
み
保
存
の
手
段
の
一

つ
で
あ
る
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
（
伝
建
地
区
）
制

度
の
導
入
に
向
け
て
平
成
15
年
か
ら
17
年
ま
で
の
３
年

間
、
調
査
を
行
い
、
平
成
21
年
に
伝
建
地
区
を
都
市
計
画

決
定
し
、
平
成
22
年
６
月
に
は
全
国
で
87
番
目
の
重
要
伝

統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
（
重
伝
建
地
区
、
17
・
６
㌶
）

と
し
て
国
に
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

◆◆  

町
並
み
を
活
用
、
家
々
に
ひ
な
人
形

◆  

10
万
人
が
訪
れ
る
大
イ
ベ
ン
ト
に

　

住
民
主
導
で
行
わ
れ
て
き
た
ま
ち
づ
く
り
は
町
並
み
保

存
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
平
成
15
年
、
冬
の
寒
い
時
期
に

真
壁
を
訪
れ
て
く
れ
た
人
々
の
た
め
に
、
各
々
の
家
や
店

先
に
ひ
な
人
形
を
飾
り
、
来
訪
者
を
「
お
も
て
な
し
」
し

よ
う
と
、
歴
史
的
な
町
並
み
を
活
用
し
た
「
真
壁
の
ひ
な

ま
つ
り
」
と
い
う
新
た
な
イ
ベ
ン
ト
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　

最
初
の
年
は
、
ひ
な
人
形
を
飾
っ
た
家
は
21
戸
、
来
訪

者
は
約
１
万
３
０
０
０
人
で
し
た
。
し
か
し
、
年
々
ひ

な
人
形
を
飾
る
家
、
来
訪
者
と
も
に
増
え
、
今
で
は
約

１
５
０
戸
の
家
に
ひ
な
人
形
が
飾
ら
れ
、
ひ
な
ま
つ
り
期

間
の
１
カ
月
（
２
月
４
日
〜
３
月
３
日
）
で
約
10
万
人
の

観
光
客
が
訪
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
う
し
て
「
真

壁
の
ひ
な
ま
つ
り
」
は
、
真
壁
地
区
を
代
表
す
る
大
き
な

イ
ベ
ン
ト
に
な
っ
て
い
ま
す
。
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◆◆  

東
日
本
大
震
災
で
甚
大
な
被
害

◆  

建
物
修
理
、
職
人
確
保
に
大
き
な
課
題

　

平
成
23
年
３
月
11
日
の
東
日
本
大
震
災
は
、
東
北
地
方

だ
け
で
は
な
く
、
こ
こ
真
壁
の
歴
史
的
建
造
物
の
約
９
割

に
甚
大
な
被
害
を
与
え
ま
し
た
。
し
か
し
、
重
伝
建
地
区

に
選
定
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
、
文
化
庁
か
ら
の
手
厚
い
補

助
を
受
け
災
害
復
旧
事
業
を
開
始
し
、
現
在
の
進
捗
率
は

約
４
割
で
す
。

　

復
旧
が
遅
れ
て
い
る
最
大
の
原
因
は
、
伝
統
工
法
で
の

復
旧
を
行
っ
て
い
る
た
め
で
す
。
近
年
、
土
蔵
を
修
理
す

る
仕
事
が
極
端
に
減
っ
て
し
ま
い
、
土
蔵
の
修
理
経
験
の

あ
る
左
官
職
人
が
近
隣
市
町
村
も
含
め
て
ほ
と
ん
ど
お
ら

ず
、
職
人
の
確
保
が
困
難
な
状
況
に
あ
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
平
成
14
年
と
15
年
に
「
ふ
る
さ
と
文
化
再
興

事
業
」
の
一
環
と
し
て
行
っ
た
真
壁
左
官
教
室
の
講
師
で

あ
っ
た
宮
沢
喜
一
郎
先
生
が
当
時
の
生
徒
達
に
声
を
か

け
、
土
蔵
修
理
を
支
援
し
て
く
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
徐
々

に
土
蔵
の
修
理
が
進
み
始
め
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
土

蔵
修
理
の
技
術
を
教
え
て
く
だ
さ
っ
た
宮
沢
先
生
が
今
年

の
２
月
に
他
界
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
先
生
の
功
績

を
称
え
る
と
と
も
に
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
、
先
生
の
願
い

で
あ
っ
た
真
壁
の
早
期
復
興
を
目
指
し
て
、
行
政
と
し
て

最
大
限
の
支
援
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

一
方
、伝
建
地
区
外
の
登
録
文
化
財
に
つ
い
て
は
、元
々

修
理
費
に
対
す
る
補
助
制
度
が
な
か
っ
た
た
め
、
国
土
交

通
省
の
街
並
み
環
境
整
備
事
業
の
採
択
を
受
け
、
修
理
費

の
補
助
を
開
始
し
ま
し
た
。
こ
ち
ら
は
伝
建
地
区
と
は
違

い
伝
統
工
法
で
は
な
く
在
来
工
法
で
の
復
旧
も
可
と
し
て

い
る
た
め
、
よ
り
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
修
理
が
進
み
、
今
年

度
で
事
業
が
完
了
す
る
見
込
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
震
災
で
、
歴
史
的
建
造
物
の
保
存
に
は
欠
か
す

こ
と
が
で
き
な
い
伝
統
工
法
を
習
得
し
た
職
人
の
高
齢
化

と
不
足
を
痛
感
す
る
と
と
も
に
、こ
う
し
た
職
人
の
育
成
・

確
保
が
今
後
の
大
き
な
課
題
で
あ
る
こ
と
が
浮
き
彫
り
に

な
り
ま
し
た
。

◆◆  

文
化
財
修
理
に
市
民
も
参
加

◆
　

平
成
25
年
度
か
ら
は
市
所
有
の
登
録
有
形
文
化
財
の
修

理
工
事
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

元
々
こ
の
辺
り
の
歴
史
的
建
造
物
の
建
築
に
は
近
隣
住

民
の
協
力
を
得
て
行
わ
れ
て
い
た
作
業
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
作
業
は
、
竹
木
舞
掻
き
（
土
壁
の
下
地
を
竹
で
作
る

作
業
）
と
荒
壁
打
ち
（
壁
に
泥
を
塗
る
作
業
）
な
ど
で
す
。

　

今
回
の
修
理
工
事
で
は
国
立
小
山
高
専
と
共
催
で
竹
木

舞
掻
き
と
荒
壁
打
ち
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
計
６
回
開
催

し
ま
し
た
。ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
は
地
元
小
学
生
や
住
民
、

学
生
、
建
築
士
会
の
方
な
ど
が
参
加
し
ま
し
た
が
、
修
理

に
携
わ
っ
た
建
物
が
後
世
に
残
る
こ
と
で
、
建
物
へ
の
愛

着
、
町
並
み
へ
の
誇
り
が
芽
生
え
、
町
並
み
保
存
に
対
す

る
意
識
が
よ
り
一
層
高
ま
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

◆◆  

今
後
の
展
望

◆
　

町
並
み
を
保
存
・
活
用
す
る
た
め
に
選
択
し
た
伝
建
制

度
。
今
後
、
町
並
み
の
保
存
と
活
用
を
う
ま
く
両
立
し
て

い
く
た
め
に
は
多
く
の
課
題
を
抱
え
て
い
ま
す
が
、
こ
れ

か
ら
一
つ
一
つ
解
決
し
て
い
き
、
よ
り
魅
力
あ
る
町
並
み

景
観
を
形
成
し
地
域
が
活
性
化
で
き
る
よ
う
、
住
民
と
行

政
が
一
体
と
な
っ
て
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

素屋根をかけて本格的な土蔵修理が行われている伝建地区内の
修理工事の様子

国立小山高専と共催した土壁塗りワークショップの様子。土壁塗り
（荒壁打ち）に子どもたちもチャレンジ



◆◆  

越
後
の
伝
統
と
文
化
が
薫
る
ま
ち

◆
　

上
越
市
は
、
新
潟
県
の
南
西
部
に
位
置
し
、
四
季
折
々

の
豊
か
な
自
然
を
有
す
る
海
・
山
・
大
地
に
恵
ま
れ
、
歴

史
や
文
化
に
彩
ら
れ
た
魅
力
あ
ふ
れ
る
ま
ち
で
す
。
古
く

か
ら
越
後
の
政
治
・
文
化
・
経
済
の
中
心
地
と
し
て
、
ま

た
、
交
通
の
要
衝
と
し
て
栄
え
、
現
在
も
重
要
港
湾
で
あ

る
直
江
津
港
や
北
陸
自
動
車
道
、
上
信
越
自
動
車
道
の
ほ

か
、
平
成
27
年
春
に
は
北
陸
新
幹
線
の
開
業
が
予
定
さ
れ

る
な
ど
、
高
速
交
通
網
が
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

古
く
中
世
に
は
国
府
が
置
か
れ
、
戦
国
の
武
将
・
上
杉

謙
信
公
が
春
日
山
を
居
城
と
し
、
城
下
一
帯
に
は
多
く
の

人
が
集
ま
り
繁
栄
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
江
戸
時

代
初
期
に
春
日
山
城
は
廃
止
さ
れ
、
現
在
の
直
江
津
地
区

に
福
島
城
が
築
か
れ
ま
し
た
が
徳
川
家
康
の
六
男
・
松
平

忠
輝
公
が
高
田
に
城
を
築
い
た
た
め
、
城
下
町
も
高
田
に

移
り
、
本
年
は
高
田
開
府
４
０
０
年
の
記
念
す
べ
き
節
目

の
年
を
迎
え
ま
し
た
。

◆◆  

歴
史
的
建
造
物
の
整
備
に
補
助
制
度

◆
　

上
越
市
は
、
歴
史
と
文
化
と
史
跡
の
宝
庫
で
あ
り
、
文
化

財
は
国
指
定
、
県
指
定
、
市
指
定
を
合
わ
せ
て
３
６
０
件
と

県
内
最
多
で
す
。
こ
の
他
に
も
雁
木
に
象
徴
さ
れ
る
雪
国
文

化
を
は
じ
め
と
し
て
多
彩
な
歴
史
的
か
つ
文
化
的
営
み
を
感

じ
さ
せ
て
く
れ
る
歴
史
的
建
造
物
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
貴
重
な
地
域
の
宝
を
後
世
に
残
し
て
い
こ
う
と
地

元
町
内
会
や
活
動
団
体
が
創
意
工
夫
し
な
が
ら
積
極
的
に

歴
史
的
建
造
物
等
を
保
全
・
活
用
す
る
活
動
が
近
年
活
発

に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
市
で
は
歴
史
的
建
造
物
を
活
か
し

た
市
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
活
動
を
支
援
す
る
た
め
、
新

た
に
基
金
を
創
設
し
、
市
民
団
体
な
ど
が
行
う
歴
史
的
建

造
物
等
の
整
備
に
要
す
る
経
費
に
対
し
て
市
が
補
助
金
を

交
付
す
る
「
歴
史
的
建
造
物
等
整
備
支
援
事
業
」
を
平
成

21
年
度
か
ら
開
始
し
ま
し
た
。

◆◆  

支
援
事
業
の
仕
組
み
と
助
成
概
要

◆

　

こ
の
事
業
で
は
、
市
民
や
企
業
等
の
皆
さ
ん
か
ら
の
寄

付
金
、
一
般
財
団
法
人
民
間
都
市
開
発
推
進
機
構
か
ら
の

拠
出
金
、
市
の
ま
ち
づ
く
り
基
金
か
ら
の
繰
入
金
を
「
上

越
市
歴
史
的
建
造
物
等
整
備
支
援
基
金
」
に
積
み
立
て
、

そ
の
資
金
を
活
用
し
、
市
民
団
体
等
が
自
主
的
に
行
う
歴

史
的
建
造
物
等
の
保
全
・
改
修
に
係
る
事
業
に
要
す
る
費

用
に
対
し
て
助
成
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
、
歴
史
的
建
造
物
等
を
所
有
す
る
者
等
が

行
う
歴
史
的
建
造
物
等
の
保
全
ま
た
は
改
修
に
係
る
事
業

で
、
市
民
の
主
体
的
な
ま
ち
づ
く
り
活
動
に
よ
り
、
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
成
に
役
立
て
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を

助
成
要
件
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
補
助
対
象
事
業
と
し
て
適
当
か
ど
う
か
の
認
定

は
、
専
門
的
な
見
地
に
基
づ
き
公
平
・
公
正
を
確
保
す
る

観
点
か
ら
、建
築
や
歴
史
の
専
門
家
５
人
で
構
成
す
る「
上

越
市
歴
史
的
建
造
物
等
整
備
支
援
事
業
選
定
審
査
会
」
で

公
開
審
査
を
行
い
、
そ
の
結
果
を
考
慮
し
た
上
で
、
市
長

が
認
定
の
可
否
を
決
定
し
ま
す
。

　

補
助
率
等
に
つ
い
て
は
、
補
助
対
象
事
業
に
要
す
る
費

2014・８月号 16地域づくり

特 集

遺
跡
・
歴
史
的
建
造
物
に
よ
る
地
域
づ
く
り

５
新
潟
県
上
越
市小

沼
　
修

上
越
市
自
治
・
市
民
環
境
部
文
化
振
興
課
歴
史
資
源
係

—
歴
史
的
建
造
物
を
活
用
し
た
市
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り—

日
本
最
古
の
映
画
館
を
再
生
、
新
た
な
観
光
ス
ポ
ッ
ト
に

整備前の高田世界館の内部を確認する支援事業の
選定審査会メンバー
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用
に
４
分
の
３
を
乗
じ
て
得
た
額
と
し
、
一
つ
の
認
定
事

業
に
つ
き
７
５
０
万
円
が
上
限
と
な
り
ま
す
。
な
お
、
補

助
金
の
交
付
は
事
業
実
施
主
体
の
資
金
調
達
面
に
配
慮

し
、
一
つ
の
認
定
事
業
に
つ
き
、
１
年
度
当
た
り
１
回
と

し
、
３
回
を
限
度
と
し
て
い
ま
す
。

　

事
業
を
創
設
し
た
平
成
21
年
度
か
ら
25
年
度
ま
で
計
６

件
、
総
額
で
４
０
０
０
万
円
超
の
補
助
金
を
交
付
し
て
い

ま
す
。
支
援
を
受
け
た
市
民
団
体
等
は
、
整
備
し
た
歴
史

的
建
造
物
等
を
核
に
し
て
、
地
域
の
歴
史
、
文
化
を
深
め

る
特
色
あ
る
ま
ち
づ
く
り
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

◆◆  

生
ま
れ
変
わ
る
文
化
遺
産

◆  

市
民
の
力
で
日
本
最
古
の
映
画
館
を
再
生

　

事
業
の
取
り
組
み
事
例
の
一
つ
と
し
て
、
平
成
21
年
に

採
択
さ
れ
た
「
高
田
世
界
館
改
修
整
備
」
事
業
を
紹
介
し

ま
す
。

　
「
高
田
世
界
館
」
は
、
当
市
の
高
田
地
区
に
あ
る

１
０
０
年
も
続
い
て
い
る
日
本
で
最
も
古
い
映
画
館
で

す
。
建
物
は
、
明
治
44
年
に
劇
場
「
高
田
座
」
と
し
て
建

て
ら
れ
、
以
来
90
年
余
も
映
画
館
と
し
て
営
業
を
継
続
し

て
現
在
に
至
っ
て
お

り
、
外
観
や
内
部
に

当
時
の
趣
を
そ
の
ま

ま
残
し
、
高
田
の
町

の
繁
栄
を
今
に
伝
え

る
レ
ト
ロ
な
建
物
で

す
。平
成
21
年
４
月
、

市
民
有
志
か
ら
な
る

「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
街
な

か
映
画
館
再
生
委
員

会
」
が
建
物
の
譲
渡

を
受
け
て
、「
現
役
最
古
級
映
画
館
」
を
、
高
田
世
界
館

と
し
て
再
生
す
る
た
め
、
歴
史
的
建
造
物
等
整
備
支
援
事

業
を
活
用
し
、
整
備
を
行
い
ま
し
た
。

　

老
朽
化
し
た
座
席
の
張
り
替
え
と
土
間
床
の
改
修
、
老

朽
危
険
個
所
の
修
理
、
冷
暖
房
機
器
の
整
備
を
行
っ
た
後

は
、
自
主
企
画
の
映
画
上
映
の
ほ
か
、
コ
ン
サ
ー
ト
、
講

演
会
、
落
語
な
ど
周
辺
の
雰
囲
気
を
活
か
し
た
地
域
の
人

や
来
訪
者
が
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
開
催
を
通
じ
、
新
た
な

観
光
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
、
ま
ち
な
か
回
遊
の
促
進
や
市
街

地
の
活
性
化
に
効
果
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
「
高
田
世
界
館
」
は
、
平
成
21
年
に
経
済
産
業
省

か
ら
「
民
力
の
高
ま
り
に
寄
与
し
た
大
衆
娯
楽
」
に
か
か

わ
る
産
業
遺
跡
と
評
さ
れ
、
近
代
化
産
業
遺
産
に
認
定
さ

れ
た
ほ
か
、
平
成
23
年
に
は
国
の
登
録
有
形
文
化
財
に
登

録
さ
れ
て
い
ま
す
。

◆◆  

地
域
固
有
の
魅
力
を
磨
き
上
げ
る

◆
　

こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
の
ほ
か
、
古
民
家
や
近
代
遺
産

な
ど
多
く
の
歴
史
的
建
造
物
が
再
生
・
活
用
さ
れ
、
上
越

の
大
き
な
魅
力
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

歴
史
的
建
造
物
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
に
は
、
市
民

自
ら
が
自
分
の
地
域
を
よ
く
知
り
、
地
域
に
誇
り
と
愛
着

を
持
ち
な
が
ら
積
極
的
に
参
画
す
る
こ
と
が
欠
か
せ
ま
せ

ん
。
そ
し
て
そ
の
精
神
や
取
り
組
み
を
次
世
代
へ
バ
ト
ン

タ
ッ
チ
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

市
で
は
引
き
続
き
、
市
民
に
寄
り
添
い
な
が
ら
、
こ
の

事
業
を
通
じ
、
歴
史
資
源
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
市

民
と
と
も
に
進
め
、
文
化
振
興
や
観
光
振
興
な
ど
と
連
携

し
、
賑
わ
い
づ
く
り
な
ど
地
域
の
活
性
化
を
図
っ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

整備される前の高田世界館の内部

改修工事の様子

整備後の「高田世界館」の内部。座席などが取り替えられ、きれいに改修された



◆◆  

紅
葉
の
名
所
・
香
嵐
渓

◆  「
郷
土
を
愛
す
る
心
」
が
原
点

　

足
助(

あ
す
け)

の
町
並
み
の
あ
る
豊
田
市
は
愛
知
県

中
央
部
に
位
置
す
る
人
口
42
万
人
の
中
核
市
で
、
面
積
は

９
１
８
・
47
平
方
㌔
と
県
内
で
最
も
広
く
、
森
林
が
市
域

の
約
７
割
を
占
め
て
い
ま
す
。
足
助
で
最
も
有
名
な
香
嵐

渓(

こ
う
ら
ん
け
い)

は
、
全
国
か
ら
年
間
約
１
０
０
万

人
の
観
光
客
が
訪
れ
る
紅
葉
の
名
所
で
す
。
香
嵐
渓
は
、

大
正
12
年
頃
か
ら
昭
和
に
か
け
て
、
足
助
の
住
民
が
モ
ミ

ジ
や
桜
を
奉
仕
作
業
で
植
え
て
で
き
た
も
の
で
す
。
こ
の

「
時
代
を
見
越
し
た
郷
土
を
愛
す
る
心
」
こ
そ
が
、
足
助

の
ま
ち
づ
く
り
の
原
点
と
い
え
ま
す
。

◆◆  

住
民
主
体
で
町
並
み
守
る

◆  

重
伝
建
地
区
に
選
定

　

香
嵐
渓
に
隣
接
す
る
足
助
の
町
並
み
は
、
尾
張
・
三
河

か
ら
信
州
を
結
ぶ
伊
那
街
道
＝
中
馬(

ち
ゅ
う
ま)

街
道

＝
の
重
要
な
中
継
地
に
あ
た
り
、
物
資
運
搬
や
庶
民
通
行

の
要
所
と
し
て
栄
え
た
商
家
町
で
す
。

　

町
並
み
の
成
立
は
定
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
安
永
４

年
（
１
７
７
５
年
）
の
大
火
で
大
部
分
が
焼
失
し
て
い
ま

す
。
町
並
み
は
大
火
直
後
か
ら
再
建
さ
れ
、
今
も
江
戸
時

代
中
期
か
ら
明
治
末
期
ま
で
に
建
て
ら
れ
た
約
７
０
０
棟

の
建
物
が
残
っ
て
い
ま
す
。
足
助
の
町
並
み
の
特
徴
は
、

平
入
り
と
妻
入
り
の
建
物
が
混
在
し
て
い
る
こ
と
で
、
防

火
を
意
識
し
た
い
ぶ
し
瓦
の
桟
瓦
葺
き
の
屋
根
や
、
２
階

を
漆
喰
（
し
っ
く
い
）
で
塗
り
籠
め
て
い
る
建
物
が
多
く

み
ら
れ
ま
す
。

　

昭
和
50
年
に
始
ま
っ
た
町
並
み
保
存
運
動
以
来
、
足
助

の
住
民
は
自
主
的
な
規
制
に
よ
っ
て
、
商
家
や
民
家
が
町

並
み
に
調
和
す
る
よ
う
に
新
築
・
改
築
し
、町
並
み
を
守
っ

て
き
ま
し
た
。
そ
う
し
た
努
力
が
実
り
、
足
助
の
町
並
み

は
、
平
成
23
年
６
月
に
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区

（
重
伝
建
地
区
）
に
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

◆◆  「
た
ん
こ
ろ
り
ん
」
と
「
中
馬
の
お
ひ
な
さ
ん
」

◆  

町
並
み
活
用
し
イ
ベ
ン
ト
、
観
光
客
も
て
な
す

　

香
嵐
渓
の
紅
葉
の
見
頃
は
11
月
に
限
ら
れ
て
い
る
た

め
、
年
間
を
通
し
て
観
光
客
に
足
助
に
来
て
い
た
だ
く
こ

と
は
、
長
年
の
課
題
で
し
た
。
そ
こ
で
、
足
助
の
住
民
は

香
嵐
渓
に
隣
接
す
る
足
助
の
町
並
み
を
活
用
し
た
ま
ち
づ

く
り
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

毎
年
２
月
上
旬
か
ら
３
月
上
旬
ま
で
の
約
１
カ
月
間
開

催
さ
れ
る
「
中
馬
の
お
ひ
な
さ
ん
」
は
、
平
成
11
年
か
ら

始
ま
り
ま
し
た
。
中
馬
街
道
の
中
継
地
と
し
て
栄
え
た
足

助
の
町
並
み
を
舞
台
に
、
各
々
の
商
家
や
民
家
に
あ
る
江

戸
時
代
の
お
ひ
な
さ
ん
か
ら
最
近
の
お
ひ
な
さ
ん
ま
で
、

様
々
な
お
ひ
な
さ
ん
が
中
馬
街
道
に
面
し
て
飾
ら
れ
ま
す
。

観
光
客
は
、
い
ろ
い
ろ
な
お
ひ
な
さ
ん
を
見
た
り
、
そ
の

家
の
方
か
ら
お
ひ
な
さ
ん
の
歴
史
や
建
物
の
歴
史
な
ど
を

聞
い
た
り
し
て
、
町
並
み
を
楽
し
く
散
策
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
毎
年
８
月
上
旬
に
は
、「
た
ん
こ
ろ
り
ん
」
が

開
催
さ
れ
ま
す
。「
た
ん
こ
ろ
り
ん
」
と
は
、
竹
で
編
ん

だ
籠
に
和
紙
を
貼
っ
て
油
壺
に
か
ぶ
せ
た
行
灯
の
こ
と
で

す
。
こ
の
「
た
ん
こ
ろ
り
ん
」
を
足
助
の
町
並
み
に
灯
す

イ
ベ
ン
ト
は
、
平
成
14
年
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

　
「
た
ん
こ
ろ
り
ん
」
の
籠
は
、
足
助
の
竹
を
使
っ
て
住
民
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様々なおひなさまが飾られる



が
手
づ
く
り
で
編
み
、
和
紙
は
香
嵐
渓
に
あ
る
昔
の
生
業

を
実
演
し
て
い
る
三
州
足
助
屋
敷
で
作
ら
れ
た
手
漉
（
す
）

き
和
紙
を
使
い
、
地
域
資
源
を
活
用
し
て
、
足
助
の
住
民

が
主
体
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
イ
ベ
ン
ト
期
間

中
は
、
毎
日
夕
方
に
な
る
と
住
民
が
道
路
に
水
を
ま
い
て

暑
さ
を
和
ら
げ
、「
た
ん
こ
ろ
り
ん
」
を
並
べ
、
観
光
客

は
昼
間
と
は
異
な
る
町
並
み
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の
ふ
た
つ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
住
民
が
町
並
み
で
の
暮

ら
し
を
楽
し
む
た
め
に
始
め
た
も
の
で
す
が
、
こ
れ
ま
で

人
通
り
の
少
な
か
っ
た
町
並
み
に
多
く
の
観
光
客
を
招

き
、
ま
ち
の
人
の
心
に
活
気
を
取
り
戻
し
ま
し
た
。

◆◆  

民
家
の
内
部
を
公
開
す
る
イ
ベ
ン
ト
も

◆
　

重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
の
選
定
を
き
っ
か
け

に
、
町
並
み
と
い
う
地
域
資
源
を
活
用
し
た
新
た
な
取
り

組
み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

毎
年
11
月
に
開
催
さ
れ
る
「
あ
す
け
う
ち
め
ぐ
り
」
は
、

平
成
22
年
か
ら
始
ま
り
、
普
段
は
見
る
こ
と
の
で
き
な
い

町
並
み
の
民
家
の
中
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
で

す
。
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
事
前
に
町
並
み
の
歴
史
や
特
徴
を

勉
強
し
た
地
元
の
高
校
生
や
中
学
生
が
、
観
光
客
を
案
内

し
て
い
ま
す
。
現
在
、
足
助
の
町
並
み
の
中
で
は
内
部
を

常
時
公
開
し
て
い
る
民
家
が
な
い
た
め
、
こ
の
機
会
に
多

く
の
観
光
客
が
訪
れ
ま
す
。

◆◆  

ま
ち
づ
く
り
の
担
い
手
を
育
成

◆  

町
並
み
サ
ポ
ー
タ
ー
制
度
も
導
入
へ

　

こ
れ
ま
で
は
、
イ
ベ
ン
ト
を
中
心
に
し
た
ま
ち
づ
く
り

を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
イ
ベ
ン
ト
以
外
に
も
こ
れ
か
ら

の
ま
ち
づ
く
り
の
担
い
手
を
育
て
る
取
り
組
み
を
進
め
て

い
ま
す
。

　

平
成
25
年
か
ら
足
助
の
町
並
み
の
価
値
と
魅
力
を
次
世

代
に
伝
え
る
た
め
に
、
地
元
の
小
学
生
や
中
学
生
を
対
象

に
体
験
型
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
始
め
ま
し
た
。
昨
年
は
、

小
学
校
の
低
学
年
は
「
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
足
助
の
ま
ち
を

し
ら
べ
よ
っ
！
」、中
学
年
は「
古
い
道
具
と
昔
の
く
ら
し
、

残
し
た
い
も
の
伝
え
た
い
も
の
」、
高
学
年
は
「
古
地
図

を
持
っ
て
、
旧
街
道
を
歩
こ
う
！
」
を
テ
ー
マ
に
楽
し
み

な
が
ら
町
並
み
の
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

　

中
学
校
で
は
３
年
生
が
「﹃
足
助
に
こ
り
ん
か
る
た
﹄

を
作
ろ
う
！
」と
い
う
テ
ー
マ
で
足
助
の
こ
と
を
調
べ
て
、

読
み
札
の
文
章
と
絵
札
の
解
説
文
を
自
分
た
ち
で
書
き
、

絵
札
の
絵
も
自
分
た
ち
で
描
き
ま
し
た
。
こ
の
か
る
た
は

市
販
さ
れ
、
地
元
の
方
を
は
じ
め
多
く
の
方
に
楽
し
ん
で

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
は
足
助
町
並
み
サ
ポ
ー
タ
ー
制
度
を
発
足

さ
せ
ま
す
。
足
助
の
住
民
以
外
の
方
で
足
助
の
町
並
み
保

存
に
関
わ
り
た
い
方
や
足
助
フ
ァ
ン
の
方
と
、
足
助
の
住

民
が
一
緒
に
な
っ
て
ア
イ
デ
ア
を
出
し
な
が
ら
、
汗
を
か

き
な
が
ら
町
並
み
保
存
を
進
め
る
取
り
組
み
を
始
め
ま

す
。◆◆  「

足
助
ら
し
さ
」
を
め
ざ
し
て

◆
　

伝
統
的
な
建
物
の
修
理
が
行
わ
れ
る
と
と
も
に
、
道
路

脇
の
電
線
や
電
柱
が
な
く
な
り
、
道
路
も
新
た
に
舗
装
さ

れ
、
町
並
み
は
大
き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も

景
観
や
町
並
み
の
保
存
だ
け
で
な
く
、
空
き
家
を
活
用
し

た
定
住
対
策
な
ど
に
よ
っ
て
人
が
住
み
継
ぐ
と
と
も
に
、

観
光
な
ど
の
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目
指

し
、
足
助
の
住
民
自
ら
が
主
体
と
な
っ
て
、
自
分
た
ち
の

暮
ら
し
や
伝
統
を
守
り
な
が
ら
、歴
史
を
感
じ
さ
せ
る「
足

助
ら
し
さ
」
の
あ
る
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い

き
ま
す
。
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重要文化財の旧鈴木家住宅内での小学生のワークショップ
の様子。昔のかごを体験

８月上旬に開催される「たんころりん」。家々の軒先に
行灯が並べられ、夏の夜に風情のある町並みが出現する



◆◆
新
し
い
ス
タ
イ
ル
の
博
物
館

◆
　
「
だ
れ
も
が
、
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
博
物
館
の
活
動

に
主
役
と
し
て
参
加
で
き
る
」—

そ
ん
な
新
し
い
ス
タ
イ

ル
の
「
参
加
体
験
型
博
物
館
」
を
目
指
し
、
平
成
19
年
10

月
に
兵
庫
県
立
考
古
博
物
館
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
播

磨
町
と
い
う
兵
庫
県
の
臨
海
部
に
あ
る
小
さ
な
町
に
誕
生

し
た
当
館
は
、
県
内
の
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
考
古
資
料
を

活
用
し
た
様
々
な
事
業
を
展
開
し
、「
こ
う
こ
は
く
」
の

愛
称
で
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

勾
玉
（
ま
が
た
ま
）
作
り
や
火
お
こ
し
な
ど
「
毎
日
で

き
る
古
代
体
験
」、
全
国
各
地
の
古
代
体
験
が
一
堂
に
会

す
る
「
考
古
博
・
古
代
体
験
秋
ま
つ
り
（
平
成
26
年
度
か

ら
は
全
国
古
代
体
験
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
）」、
県
内
の
考
古

系
資
料
館
等
と
連
携
し
た
「
ふ
る
さ
と
発
掘
展
」
な
ど
、

他
の
歴
史
系
博
物
館
に
は
な
い
事
業
が
目
白
押
し
の
当
館

で
、
ひ
と
き
わ
ユ
ニ
ー
ク
な
事
業
が
こ
こ
で
紹
介
す
る
竪

穴
住
居
復
元
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。

◆◆  

市
民
参
加
で
竪
穴
住
居
を
復
元

◆  

弥
生
時
代
の
集
落
景
観
め
ざ
す

　

当
館
の
前
に
は
弥
生
時
代
の
集
落
跡
で
あ
る
史
跡
大
中

遺
跡
（「
播
磨
大
中
古
代
の
村
」）
が
約
４
万
平
方
㍍
に
わ

た
り
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

昭
和
37
年
に
地
元
の
中
学
生
に
よ
り
発
見
さ
れ
た
大
中

遺
跡
は
、
そ
の
後
の
調
査
で
弥
生
時
代
中
期
〜
古
墳
時
代

中
期
の
大
規
模
集
落
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。
遺

跡
が
最
も
栄
え
た
弥
生
時
代
後
期
に
は
円
形
や
方
形
、
六

角
形
、
長
方
形
な
ど
様
々
な
形
の
竪
穴
住
居
が
あ
る
こ
と

が
特
徴
で
、
中
国
鏡
の
破
片
も
出
土
し
て
い
ま
す
。
昭
和

42
年
に
史
跡
指
定
、
昭
和
49
年
か
ら
は
史
跡
公
園
と
し
て

公
開
さ
れ
、
緑
豊
か
な
公
園
と
し
て
市
民
の
憩
い
の
場
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

竪
穴
住
居
は
開
館
時
に
は
５
棟
が
復
元
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
し
か
し
、
広
い
敷
地
の
公
園
内
で
は
遺
跡
ら
し
さ
に

欠
け
、
当
時
の
集
落
景
観
の
復
元
と
い
う
観
点
か
ら
も
、

さ
ら
な
る
増
築
が
必
要
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

竪
穴
住
居
復
元
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
そ
の
復
元
を
業
者

任
せ
で
は
な
く
、
市
民
参
加
の
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て

実
施
し
よ
う
と
い
う
取
り
組
み
で
す
。

◆◆  

様
々
な
団
体
が
復
元
事
業
に
協
力

◆  

明
石
高
専
の
学
生
も
活
躍

　

市
民
参
加
で
竪
穴
住
居
を
復
元
す
る
と
言
っ
て
も
そ
の

実
現
に
は
様
々
な
問
題
が
あ
り
ま
す
。
特
に
、

　

①
建
物
の
骨
格
と
な
る
木
材
の
調
達

　

②
屋
根
に
葺
（
ふ
）
く
茅
（
ヨ
シ
）
の
調
達

　

③
作
業
を
担
う
人
員
の
確
保

　

と
い
う
三
つ
の
課
題
は
、
ど
う
し
て
も
ク
リ
ア
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
し
た
。
そ
れ
を
解
決
に
導
い
た
の

が
、
県
内
各
地
で
様
々
な
活
動
に
取
り
組
む
グ
ル
ー
プ
と

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
し
た
。

竪穴住居の復元に向け木組みを行う学生やボランティア
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ク
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兵
庫
県

７



　

木
材
の
調
達
は
里
山
の
整
備
に
取
り
組
ん
で
い
る
「
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
ひ
ょ
う
ご
森
の
倶
楽
部
」、
茅
の
調
達
は
東
播

磨
地
域
で
た
め
池
の
環
境
保
全
と
有
効
活
用
を
進
め
る

「
い
な
み
野
た
め
池
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
運
営
協
議
会
」、
作
業

を
担
う
人
員
は
「
考
古
博
物
館
」
と
そ
の
活
動
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
「
ひ
ょ
う
ご
考

古
楽
倶
楽
部
」、
そ
し
て
、
建
築
と
環
境
保
全
の
基
礎
を

学
ぶ
と
同
時
に
地
域
活
動
に
取
り
組
む
「
国
立
明
石
工
業

高
等
専
門
学
校
」。
こ
の
五
つ
の
グ
ル
ー
プ
の
「
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
」
に
よ
り
、
材
料
の
調
達
か
ら
建
築
作
業
、
活
用

ま
で
を
一
貫
し
て
参
加
者
が
担
う
取
り
組
み
が
可
能
と
な

り
ま
し
た
。

　

中
で
も
国
立
明
石
工
業
高
等
専
門
学
校
か
ら
は
、
完
成

ま
で
１
年
あ
る
い
は
そ
れ
以
上
を
要
す
る
長
期
の
作
業
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
毎
年
20
〜
30
人
も
の
学
生
の
参
加
が
あ

り
ま
す
。
先
輩
か
ら
後
輩
へ
と
ノ
ウ
ハ
ウ
を
引
き
継
ぎ
な

が
ら
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
主
力
メ
ン
バ
ー
と
し
て
活

躍
し
て
い
ま
す
。

◆◆  

第
１
期
整
備
か
ら
第
２
期
整
備
へ

◆
　

平
成
20
年
１
月
に
ス
タ
ー
ト
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、

冬
場
に
木
材
と
茅
の
調
達
を
行
い
、
４
月
か
ら
建
築
が
開

始
さ
れ
ま
し
た
。
休
日
を
利
用
し
た
原
則
、
月
２
回
の
活

動
に
よ
り
、平
成
21
年
３
月
に
よ
う
や
く
１
棟
目
が
完
成
、

盛
大
に
完
成
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
大
中
遺
跡
調
査
委
員
会
の
意
見
を
も
と
に
、

弥
生
集
落
再
現
ゾ
ー
ン
と
位
置
付
け
た
区
域
に
弥
生
時
代

後
期
の
集
落
景
観
を

復
元
す
る
こ
と
を
目

的
に
５
棟
の
建
築
が

計
画
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
第
１
期
整
備
で

は
、２
本
柱
長
方
形
、

５
本
柱
円
形
、
４
本

柱
方
形
と
い
う
３
棟

の
復
元
を
目
指
し
、

５
年
余
り
の
歳
月
を

か
け
、
今
年
の
夏
に

よ
う
や
く
３
棟
目
が

完
成
す
る
見
込
み
と

な
り
ま
し
た
。

　

開
始
か
ら
昨
年
度

末
ま
で
の
６
年
間
、

計
１
４
７
日
に
及
ぶ

活
動
に
延
べ
２
５
９
６
人
が
参
加
す
る
と
い
う
息
の
長
い

取
り
組
み
で
し
た
。
７
年
目
に
な
る
平
成
26
年
度
も
第
１

期
整
備
の
完
了
と
、
第
２
期
整
備
と
し
て
、
平
成
29
年
度

末
ま
で
に
竪
穴
住
居
２
棟
の
完
成
を
目
指
し
、
21
人
で
ス

タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。

◆◆  

に
ぎ
わ
う
弥
生
ム
ラ
を
創
造
へ

◆
　

復
元
さ
れ
た
住
居
の
中
に
は
開
園
時
間
中
は
自
由
に
出

入
り
で
き
る
の
で
、
家
族
や
学
校
団
体
な
ど
公
園
を
訪
れ

る
多
く
の
方
々
が
、
様
々
な
住
居
に
入
り
比
べ
て
楽
し
ん

で
お
ら
れ
る
の
を
よ
く
目
に
し
ま
す
。
ま
た
、
昨
年
度
か

ら
は
住
居
内
の
殺
菌
・
殺
虫
を
目
的
と
し
た
松
葉
に
よ
る

燻
（
い
ぶ
）
し
を
定
期
的
に
行
う
際
に
、
見
学
や
体
験
を

促
し
、
好
評
を
博
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
地
元
の
播
磨
町
と
の
連
携
事
業
と
し
て
開
催
さ

れ
る
「
健
康
福
祉
フ
ェ
ア
」
や
「
大
中
遺
跡
ま
つ
り
」
は
、

当
館
の
事
業
と
の
相
乗
効
果
に
よ
り
、
毎
年
多
数
の
参
加

者
で
賑
わ
い
ま
す
。
こ
の
ほ
か
地
元
団
体
に
よ
る
音
楽
イ

ベ
ン
ト
や
企
業
が
開
催
す
る
ウ
ォ
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
な
ど
、

多
彩
な
事
業
が
大
中
遺
跡
公
園
で
繰
り
広
げ
ら
れ
、
史
跡

が
地
域
住
民
に
と
っ
て
身
近
な
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
取
り
組
み
に
よ
り
大
中
遺
跡
公
園
の
利
用
者
は

年
間
25
万
人
前
後
に
も
上
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
竪
穴
住
居
復
元
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
と
お
し
て

培
っ
た
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
を
大
切
に
育
み
な
が
ら
、
こ

の
活
動
を
継
続
し
、
大
中
遺
跡
と
竪
穴
住
居
を
歴
史
学
習

や
古
代
体
験
活
動
の
場
と
し
て
活
用
す
る
新
た
な
方
法
を

模
索
す
る
こ
と
、
そ
し
て
、
さ
ら
に
賑
わ
い
の
あ
る
弥
生

ム
ラ
の
創
造
に
向
け
て
、
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
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屋
根
葺
き
の
様
子

兵
庫
県
立
考
古
博
物
館
の
前
で
行
わ
れ
た
音
楽
イ
ベ
ン
ト
。

多
彩
な
催
し
が
大
中
遺
跡
公
園
で
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
る



◆◆  

甦
る
弥
生
の
国
邑

◆
　

国
史
跡
の
妻
木
晩
田
（
む
き
ば
ん
だ
）
遺
跡
は
、
鳥
取

県
米
子
市
と
西
伯
郡
大
山
町
に
所
在
す
る
弥
生
時
代
後
期

か
ら
古
墳
時
代
前
期
（
１
〜
３
世
紀
）
の
集
落
跡
で
す
。

中
国
地
方
の
最
高
峰
・
大
山
北
麓
の
丘
陵
上
に
あ
り
、
平

成
７
〜
９
年
に
か
け
て
行
わ
れ
た
発
掘
調
査
で
全
国
屈
指

の
大
規
模
な
弥
生
集
落
と
し
て
注
目
を
集
め
ま
し
た
。

　

村
が
も
っ
と
も
栄
え
て
い
た
の
は
２
世
紀
頃
で
す
。
中

国
の
歴
史
書
『
三
国
志
』
の
一
節
、通
称
「
魏
志
倭
人
伝
」

に
描
か
れ
た
倭
国
の
時
代
で
す
。
雄
大
な
日
本
海
を
一
望

す
る
遺
跡
は
、「
魏
志
倭
人
伝
」
の
冒
頭
に
記
さ
れ
た
「
山

島
に
よ
り
て
国
邑
（
こ
く
ゆ
う
）
を
な
す
」
と
い
う
一
文

を
彷
彿
と
さ
せ
ま
す
。

　

妻
木
晩
田
遺
跡
発
見
の
契
機
は
、
ゴ
ル
フ
場
の
開
発
を

原
因
と
す
る
発
掘
調
査
で
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
一
度
に
約

17
㌶
も
の
範
囲
が
発
掘
さ
れ
た
結
果
、
約
４
０
０
棟
の
竪

穴
住
居
跡
や
約
５
０
０
棟
の
掘
立
柱
建
物
跡
、
村
の
指
導

者
た
ち
が
眠
る
墳
丘
墓
群
な
ど
が
次
々
と
確
認
さ
れ
ま
し

た
。
相
次
ぐ
重
要
な
発
見
に
よ
り
、
開
発
の
是
非
が
議
論

さ
れ
、「
国
家
形
成
へ
の
歩
み
を
始
め
る
古
墳
時
代
の
前

史
と
な
る
弥
生
後
期
の
社
会
を
考
え
る
上
で
（
中
略
）、

全
国
的
に
き
わ
め
て
重
要
な
事
例
」
と
し
て
（
注
１
）、

全
面
保
存
さ
れ
た
遺
跡
は
、
平
成
11
年
12
月
に
国
の
史

跡
に
指
定
さ
れ
ま
し
た(

現
在
の
指
定
面
積
は
約
１
５
２

㌶)
。
現
在
は
、
調
査
で
発
見
さ
れ
た
各
種
遺
構
を
保
護

す
る
と
と
も
に
、
竪
穴
住
居
や
高
床
倉
庫
を
復
元
し
な
が

ら
、
2
世
紀
の
集
落
景
観
を
整
備
し
て
い
ま
す
。

◆◆  

弥
生
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

◆
　

史
跡
整
備
は
平
成
12
年
に
ス
タ
ー
ト
し
、
そ
の
後
、
平

成
15
年
度
に
洞
ノ
原
地
区
で
墳
丘
墓
群
や
集
落
景
観
の
復

元
、
平
成
22
年
度
に
展
示
室
や
体
験
学
習
室
を
備
え
た
ガ

イ
ダ
ン
ス
施
設
の
建
設
、
平
成
24
年
に
妻
木
山
地
区
や
妻

木
新
山
地
区
で
集
落
景
観
の
復
元
や
遺
構
展
示
館
、
発
掘

体
感
広
場
の
整
備
が
完
了
し
、
本
格
的
に
史
跡
を
利
活
用

す
る
環
境
が
整
い
ま
し
た
。

　

現
在
は
「
鳥
取
県
立
む
き
ば
ん
だ
史
跡
公
園
」
と
し
て

一
般
に
公
開
、
活

用
さ
れ
て
い
ま

す
。
史
跡
公
園
の

コ
ン
セ
プ
ト
は

「
甦
る
弥
生
の
国

邑
」、
遺
跡
の
魅

力
を
身
近
に
感
じ

て
も
ら
え
る
「
弥

生
の
フ
ィ
ー
ル
ド

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」

で
す
。

　

普
段
、
解
説
を

希
望
さ
れ
る
見
学

者
に
は
、「
妻
木

晩
田
遺
跡
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
会
」
が
遺
跡
を
案
内

し
て
い
ま
す
。学
校
な
ど
の
教
育
関
係
機
関
に
対
し
て
は
、

文
化
財
の
専
門
職
員
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
目
的
に
応
じ
て
、

遺
跡
や
展
示
の
解
説
、
各
種
古
代
体
験
の
指
導
な
ど
を
担

当
し
て
い
ま
す
。
最
近
は
、
社
会
科
で
弥
生
時
代
を
学
ん

だ
小
学
校
６
年
生
の
遺
跡
見
学
、
古
代
体
験
の
申
し
込
み

が
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
休
日
な
ど
に
は
、
事
前
申
し
込
み
を
必
要
と
し

な
い
、
火
お
こ
し
や
勾
玉
（
ま
が
た
ま
）
づ
く
り
な
ど
の

古
代
体
験
（
通
年
）
や
、
発
掘
体
感
広
場
を
活
用
し
た
発

掘
体
験
（
６
〜
11
月
）
を
お
楽
し
み
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

な
お
、こ
う
し
た
古
代
体
験
に
は
、古
代
体
験
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
協
力
を
得
て
い
ま
す
。

　

年
間
を
通
じ
て
、
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
や
講
座
を
企
画
、

運
営
し
て
い
ま
す
が
（
注
２
）、
こ
こ
で
は
、
地
域
と
連

携
し
た
取
り
組
み
を
い
く
つ
か
紹
介
し
ま
す
。
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遺
跡
・
歴
史
的
建
造
物
に
よ
る
地
域
づ
く
り

濵
田
　
竜
彦

鳥
取
県
立
む
き
ば
ん
だ
史
跡
公
園
係
長

—
市
民
参
加
で
多
彩
な
活
動
、
魅
力
を
体
感—
弥
生
の
村
・
妻
木
晩
田
遺
跡
を
活
か
す

鳥
取
県

８

ボランティアガイドの案内で竪穴住居を見学する観光客ら
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○ 

む
き
ば
ん
だ
ジ
ュ
ニ
ア
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ

　

会
員
制
の
体
験
講
座
で
す
。
対
象
は
小
学
4
年
生
か
ら

中
学
生
で
、
年
９
回
の
活
動
を
通
じ
て
、
妻
木
晩
田
遺
跡

の
四
季
を
感
じ
な
が
ら
弥
生
の
暮
ら
し
を
体
験
す
る
も
の

で
す
。
弥
生
時
代
の
生
活
文
化
を
学
び
な
が
ら
、
ア
ワ
や

キ
ビ
な
ど
の
穀
物
を
栽
培
し
た
り
、
カ
イ
コ
を
育
て
、
採

取
し
た
絹
を
紡
い
だ
り
、
自
作
の
石
包
丁
で
作
物
を
収
穫

し
た
り
し
ま
す
。
ま
た
、
島
根
大
学
教
育
学
部
付
属
教
育

支
援
セ
ン
タ
ー
と
の
連
携
に
よ
り
、
教
員
を
目
指
す
学
生

も
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
活
動
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

　
　

○ 

な
り
き
り
弥
生
人
生
活

　

地
元
の
市
町
教
育
委
員
会
や
観
光
部
局
な
ど
と
組
織
す

る
「
妻
木
晩
田
遺
跡
活
用
実
行
委
員
会
」
が
８
月
に
主
催

す
る
１
泊
２
日
の
宿
泊
体
験
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
一
度
に
６

組
の
家
族
を
受
け
入
れ
、
竪
穴
住
居
に
寝
泊
ま
り
し
て
も

ら
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
ご
飯
は
自
炊
で
す
。
薪
割
り
、

火
お
こ
し
、
そ
し
て
、
弥
生
土
器
（
復
元
品
）
を
使
っ
て

お
米
を
炊
き
ま
す
。
家
族
で
力
を
合
わ
せ
て
、
弥
生
時
代

の
生
活
を
体
感
す
る
人
気
企
画
で
す
。

　
　

○ 

Ｇ
Ｗ
は
む
き
ば
ん
だ
日
和
！

　

５
月
の
大
型
連
休
企
画
で
す
。
連
日
、
日
替
わ
り
の
イ

ベ
ン
ト
や
古
代
体
験
を
準
備
し
、
来
園
者
に
お
楽
し
み
い

た
だ
き
ま
す
。
日
頃
、
む
き
ば
ん
だ
史
跡
公
園
で
活
動
し

て
い
る
サ
ー
ク
ル
な
ど
が
実
施
す
る
自
然
観
察
会
や
モ
ノ

づ
く
り
の
講
座
な
ど
も
開
か
れ
ま
す
。

　
　

○ 

宵
ま
つ
り

　

８
月
に
開
催
し
て
い
る
夜
の
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
ク
ラ
イ

マ
ッ
ク
ス
は
、
夕
暮
れ
時
に
、
海
岸
線
を
望
む
墳
丘
墓
群

で
執
り
行
う
、
弥
生
の
巫
女
（
み
こ
）
た
ち
に
よ
る
神
お

ろ
し
の
演
出
や
、
来
園
者
に
よ
る
た
い
ま
つ
行
列
で
す
。

地
元
の
高
校
生
が
演
じ
る
民
俗
芸
能
な
ど
も
た
い
へ
ん
好

評
で
す
。

　
　

○ 

む
き
ば
ん
だ
ま
つ
り

　

地
元
の
活
動
団
体
や
ジ
ュ
ニ
ア
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
な
ど
の

協
力
を
得
て
、
９
月
の
秋
分
の
日
に
開
催
す
る
史
跡
公
園

最
大
の
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
秋
の
収
穫
祭
を
イ
メ
ー
ジ
し
た

セ
レ
モ
ニ
ー
で
開
会
し
、
古
代
体
験
、
古
代
食
コ
ー
ナ
ー

を
お
楽
し
み
い
た
だ
き
ま
す
。
昨
年
は
約
３
０
０
０
人
が

訪
れ
ま
し
た
。

◆◆  

遺
跡
関
連
情
報
の
発
信
を
充
実

◆  

保
存
・
活
用
の
取
り
組
み
も
強
化

　

史
跡
妻
木
晩
田
遺
跡
は
、
大
規
模
な
弥
生
集
落
の
典
型

と
し
て
、
文
化
財
の
関
係
者
や
歴
史
フ
ァ
ン
に
広
く
知
ら

れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
貴
重
な
遺
跡
を
守
り
伝
え
て
い

く
た
め
に
は
、
そ
の
存
在
や
価
値
を
よ
り
多
く
の
人
々
と

共
有
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
ま
ず
、
む
き
ば
ん
だ
史
跡
公
園
に
来

園
い
た
だ
き
、
妻
木
晩
田
遺
跡
に
、
か
つ
て
大
き
な
弥
生

の
村
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
は
、
い
ろ
い
ろ
な
価
値
観

を
も
つ
方
々
へ
の
情
報
発
信
で
す
。「
何
か
楽
し
そ
う
な

こ
と
を
し
て
い
る
」「
楽
し
そ
う
な
こ
と
が
で
き
る
」
場

所
と
し
て
認
識
し
て
も
ら
う
こ
と
が
妻
木
晩
田
遺
跡
に

と
っ
て
今
一
番
大
事
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
も
、
地
元
の

方
々
と
の
連
携
を
深
め
な
が
ら
、
遺
跡
を
守
り
伝
え
て
い

く
た
め
の
取
り
組
み
、
仕
組
み
づ
く
り
を
充
実
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

古代体験（弥生土器づくり ) の様子。焼き上がった
土器を取り出す子どもたち

ジュニアファンクラブによるアワやキビの収穫体験

遺跡を見学する小学生

（
注
１
）
文
化
庁 

国
指
定
史
跡
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

http://kunishitei.bunka.go.jp/bsys/m
aindetails.asp

（
注
２
）
鳥
取
県
立
む
き
ば
ん
だ
史
跡
公
園
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w

w
.pref.tottori.lg.jp/m

ukibanda/



◆◆  

歴
史
の
ま
ち
松
江

◆
　

松
江
市
は
島
根
県
の
北
東
部
に
位
置
し
、
東
は
中
海
、

西
は
宍
道
湖
に
挟
ま
れ
、
こ
の
二
つ
を
結
ぶ
大
橋
川
を
中

心
と
し
て
市
街
地
が
広
が
る
。
現
在
の
市
街
地
は
江
戸
時

代
に
松
江
城
の
城
下
町
と
し
て
整
備
さ
れ
た
こ
と
に
始
ま

る
が
、
か
つ
て
は
市
街
地
南
郊
に
当
た
る
大
庭
・
山
代
地

区
を
中
心
と
し
、
出
雲
国
府
や
国
分
寺
を
は
じ
め
、
主
に

弥
生
時
代
か
ら
奈
良
時

代
の
遺
跡
が
数
多
く
存

在
す
る
こ
と
が
知
ら
れ

て
い
る
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
松

江
市
は
古
く
か
ら
島
根

県
東
部
（
出
雲
国
）
の

中
心
地
と
し
て
栄
え
た

地
で
あ
る
と
言
え
る
。

　

今
回
紹
介
す
る
田
和

山
遺
跡
は
市
街
地
南
西

部
の
乃
白
町
に
あ
る
。
標
高
45
㍍
の
丘
陵
上
に
位
置
し
、

頂
上
か
ら
は
宍
道
湖
が
一
望
で
き
、
天
気
の
良
い
日
に
は

遠
く
鳥
取
県
に
あ
る
大
山
の
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

◆◆  

三
重
の
壕
で
囲
ま
れ
た
特
異
な
遺
跡

◆
　

田
和
山
地
区
は
平
成
７
年
ご
ろ
か
ら
、
老
朽
化
し
た
市

立
病
院
の
移
転
候
補
地
と
し
て
開
発
計
画
が
持
ち
上
が
っ

た
。
こ
の
た
め
平
成
９
年
に
は
発
掘
調
査
が
開
始
さ
れ
、

山
頂
に
弥
生
時
代
の
掘
立
柱
建
物
と
そ
れ
を
取
り
囲
む
三

重
の
環
壕
が
発
見
さ
れ
た
。

　

通
常
、
集
落
を
壕
で
囲
む
集
落
遺
跡
を
環
壕
集
落
と
呼

ぶ
。
し
か
し
、
田
和
山
遺
跡
で
は
集
落
は
環
壕
の
外
に
あ

り
、
環
壕
に
囲
ま
れ
た
狭
い
平
坦
な
山
頂
部
に
は
５
本
ま

た
は
９
本
柱
の
掘
立
柱
建
物
が
あ
る
だ
け
で
、
人
の
生
活

し
た
痕
跡
が
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
こ
の
た
め
、
田
和
山
遺

跡
は
い
く
さ
が
起
こ
っ
た
際
の
城
塞
的
な
遺
跡
と
も
、
周

辺
に
暮
ら
す
人
々
の
精
神
的
な
よ
り
ど
こ
ろ
と
な
る
祭
祀

的
な
遺
跡
と
も
考
え
ら
れ
、
全
国
的
に
特
異
な
遺
跡
と
し

て
注
目
を
浴
び
る
こ
と
と
な
っ
た
。

◆◆  

市
民
の
力
で
遺
跡
保
存

◆
　

当
初
、
松
江
市
は
発
掘
調
査
の
成
果
を
記
録
す
る
に
と

ど
め
、
遺
跡
の
保
存
は
行
わ
な
い
方
針
だ
っ
た
。
こ
れ
に

対
し
、
遺
跡
を
現
地
で
保
存
す
る
よ
う
考
古
学
関
係
者
ば

か
り
で
な
く
、
地
元
住
民
か
ら
も
声
が
上
が
り
、
一
時
は

松
江
地
方
裁
判
所
に
訴
訟
が
起
こ
さ
れ
る
ほ
ど
保
存
運
動

が
激
化
し
た
。

　

こ
の
保
存
運
動
の
高
ま
り
に
配
慮
し
、
松
江
市
は
病
院

と
遺
跡
が
共
存
で
き
る
よ
う
設
計
を
見
直
し
、
遺
跡
の
大

半
を
保
存
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。
こ
れ
を
受
け
、
平
成

13
年
８
月
に
は
全
国
で
も
類
例
の
な
い
遺
跡
で
あ
る
こ
と

か
ら
国
指
定
の
史
跡
と
な
っ
た
。

　

今
回
の
よ
う
に
、
一
度
は
破
壊
が
決
ま
っ
て
い
た
遺
跡

が
市
民
の
熱
意
に
よ
っ
て
一
転
し
て
保
存
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
こ
と
は
、
非
常
に
珍
し
い
事
例
と
言
え
る
。

◆◆  

史
跡
公
園
を
整
備

◆  

遺
跡
保
護
と
「
市
民
の
憩
い
の
場
」
め
ざ
す

　

遺
跡
の
整
備
は
、
検
討
委
員
会
を
立
ち
上
げ
る
と
と
も

に
、
市
民
参
加
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
も
開
催
し
な
が
ら
進

め
ら
れ
た
。
そ
の
基
本
テ
ー
マ
は
「
宍
道
湖
の
風
が
吹
き

抜
け
、
心
洗
わ
れ
る
弥
生
の
丘
」。
遺
跡
の
保
存
の
み
な

ら
ず
市
民
の
癒
し
と
憩
い
の
場
と
し
、
周
辺
の
遺
跡
や
観

光
地
と
連
携
で
き
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
史
跡
公
園
を
整

備
し
た
。

　

史
跡
公
園
は
大
き
く
住
居
部
・
環
壕
部
・
山
頂
部
に
分

け
ら
れ
る
。
ま
ず
、
住
居
部
に
つ
い
て
は
、
遺
跡
で
見
つ

か
っ
た
住
居
址
の
う
ち
特
徴
的
な
３
棟
に
つ
い
て
復
元
を

行
い
、
弥
生
時
代
の
雰
囲
気
が
醸
し
出
せ
る
よ
う
に
整
備
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し
た
。
環
壕
部
に
つ
い
て
は
、
全
体
を
盛
土
に
よ
り
保
護

し
、
崩
れ
た
部
分
は
復
元
し
て
当
時
の
三
重
の
環
壕
の
姿

を
再
現
し
た
。
一
方
で
、
掘
立
柱
建
物
跡
が
見
つ
か
っ
た

山
頂
部
に
つ
い
て
は
、
あ
え
て
建
物
を
復
元
せ
ず
、
柱
穴

の
位
置
を
示
す
に
と
ど
め
た
。
こ
れ
は
、
神
殿
と
も
見
張

り
櫓
（
や
ぐ
ら
）
と
も
言
わ
れ
る
山
頂
の
建
物
跡
に
つ
い

て
、
来
場
者
が
自
由
に
想
像
を
め
ぐ
ら
す
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
す
る
た
め
で
あ
る
。

　

こ
う
し
て
４
年
の
歳
月
を
か
け
て
平
成
17
年
８
月
に

「
史
跡
田
和
山
遺
跡
公
園
」（
約
５
・
１
㌶
）
が
オ
ー
プ
ン

し
た
。

◆◆  

市
民
団
体
と
手
を
携
え
、

◆  

史
跡
公
園
を
運
営
・
活
用

　

史
跡
公
園
は
市
の
直
営
で
あ
る
が
、
日
常
の
管
理
に
つ

い
て
は
市
民
団
体
で
あ
る
「
田
和
山
サ
ポ
ー
ト
ク
ラ
ブ
」

と
「
里
山
を
育
て
る
会
」
に
負
う
と
こ
ろ
が
大
き
い
。

　

田
和
山
サ
ポ
ー
ト
ク
ラ
ブ
は
、
遺
跡
保
存
に
尽
力
し
た

市
民
団
体
が
母
体
と
な
っ
て
平
成
15
年
に
設
立
さ
れ
た
。

普
段
は
遺
跡
の
ガ
イ
ド
や
公
園
の
巡
視
を
お
願
い
し
て
い

る
が
、
特
筆
す
べ
き
点
は
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
力
に
あ
る
。

地
元
の
乃
木
小
学
校
の
総
合
学
習
授
業
に
協
力
す
る
ほ

か
、
古
代
米
の
田
植
え
や
火
起
こ
し
体
験
な
ど
の
体
験
学

習
的
な
イ
ベ
ン
ト
を
自
主
的
に
企
画
運
営
し
て
い
る
。
ま

た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
育
成
事
業
や
田
和
山
遺
跡

と
関
連
し
た
講
演
会
の
開
催
な
ど
も
継
続
的
に
行
っ
て
い

る
。

　

里
山
を
育
て
る
会
は
、
田
和
山
史
跡
公
園
内
に
あ
る
自

然
学
習
の
森
と
呼
ば
れ
る
自
然
の
木
々
が
青
々
と
茂
っ
た

森
が
残
る
ゾ
ー
ン
の
管
理
を
担
当
し
、
毎
月
定
期
的
に
作

業
日
を
設
け
、
除
草
作
業
や
枝
打
ち
な
ど
、
文
字
通
り
里

山
の
自
然
を
育
て
る
活
動
を
展
開
。
ま
た
、「
植
樹
祭
」

や
「
キ
ン
ラ
ン
を
楽
し
む
会
」
な
ど
、自
由
な
発
想
で
様
々

な
イ
ベ
ン
ト
も
開
催
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
団
体
と
松
江
市
は
月
に
１
回
、
連
絡
会
を
開

催
し
、
史
跡
公
園
の
維
持
管
理
や
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
情

報
を
交
換
す
る
な
ど
連
携
を
継
続
し
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
取
り
組
み
に
よ
り
、
田
和
山
史
跡
公
園
に
は

遠
方
か
ら
も
観
光
客
が
訪
れ
る
ほ
か
、
地
元
住
民
の
憩
い

の
場
と
し
て
定
着
し
、
天
気
の
良
い
週
末
に
は
来
場
者
は

１
０
０
人
を
超
え
、
平
日
で
も
地
元
住
民
の
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
コ
ー
ス
と
し
て
親
し
ま
れ
る
公
園
と
な
っ
た
。

◆◆  

お
わ
り
に

◆
　

今
年
、
田
和
山
史
跡
公
園
が
オ
ー
プ
ン
し
て
か
ら
９
年

が
経
過
し
た
。
こ
の
間
、
市
民
団
体
の
メ
ン
バ
ー
も
高
齢

化
し
て
お
り
、
新
た
な
構
成
員
の
勧
誘
と
育
成
が
大
き
な

課
題
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
か
つ
て

史
跡
公
園
周
辺
は
水
田
の
広
が
る
の
ど

か
な
風
景
が
見
ら
れ
た
が
、
近
年
徐
々

に
商
業
地
へ
と
姿
を
変
え
つ
つ
あ
り
、

こ
う
し
た
ま
ち
づ
く
り
の
動
き
と
史
跡

公
園
が
ど
の
よ
う
に
連
携
で
き
る
か
も

考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

こ
の
ほ
か
に
も
い
く
つ
か
課
題
が
あ

る
も
の
の
、
今
後
も
市
民
団
体
と
行
政

が
協
働
で
課
題
を
ひ
と
つ
ひ
と
つ
乗
り

越
え
て
い
き
、
遺
跡
と
し
て
の
側
面
だ

け
で
な
く
、
市
民
に
安
ら
ぎ
を
提
供
す

る
場
と
し
て
も
田
和
山
史
跡
公
園
を
後

世
に
伝
え
る
べ
く
努
力
し
た
い
と
思

う
。
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◆◆  

銅
山
と
ベ
ン
ガ
ラ
で
繁
栄
し
た
吹
屋

◆
　

高
梁
市
は
岡
山
県
の
中
西
部
に
位
置
し
、
こ
の
う
ち
吹

屋
地
区
は
、
高
梁
市
の
北
西
部
に
あ
り
、
そ
の
大
半
は
標

高
５
５
０
㍍
の
高
原
と
山
林
で
占
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

吹
屋
地
域
一
帯
は
、
中
世
末
期
以
降
、
銅
の
産
出
で
知

ら
れ
、
江
戸
時
代
に
入
る
と
吉
岡
銅
山
と
呼
ば
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。
明
治

以
降
は
近
代
的
な
経

営
が
行
わ
れ
、
明
治

末
か
ら
大
正
初
め
頃

に
か
け
て
も
っ
と
も

多
く
の
銅
が
産
出
さ

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
江
戸
時
代

中
期
か
ら
は
赤
色
顔

料
の
ベ
ン
ガ
ラ
生
産

も
新
た
な
産
業
と
し

て
お
こ
り
、
銅
山
と

と
も
に
地
域
独
自
の
産
業
と
し
て
隆
盛
を
極
め
ま
し
た
。

ベ
ン
ガ
ラ
は
、
経
年
変
化
に
強
く
、
古
く
か
ら
漆
器
、
衣

料
の
下
染
め
、
家
屋
の
塗
料
な
ど
に
使
わ
れ
、
吹
屋
は
昭

和
40
年
頃
ま
で
国
内
で
有
数
の
ベ
ン
ガ
ラ
特
産
地
と
し
て

大
い
に
繁
栄
し
ま
し
た
。

◆◆  
独
特
の
赤
い
町
並
み

◆
　

こ
の
二
つ
の
産
業
を
背
景
と
し
て
、
銅
山
の
近
く
に
坑

夫
集
落
が
で
き
、
江
戸
中
期
か
ら
後
期
に
か
け
て
街
道
沿

い
に
問
屋
や
小
売
商
な
ど
が
軒
を
連
ね
、
約
１
・
５
㌔
の

県
道
に
沿
っ
て
町
並
み
が
形
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
吹
屋
の

町
並
み
は
、個
々
の
屋
敷
が
豪
華
さ
を
競
う
の
で
は
な
く
、

旦
那
衆
が
相
談
を
し
て
石
州（
島
根
県
西
部
の
石
見
地
方
）

か
ら
大
工
を
招
い
て
、
町
全
体
が
統
一
し
た
コ
ン
セ
プ
ト

に
基
づ
い
て
つ
く
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

景
観
を
最
も
特
徴
づ
け
て
い
る
屋
根
は
、
赤
褐
色
の

黒
っ
ぽ
い
瓦
か
ら
黄
色
っ
ぽ
い
瓦
の
も
の
ま
で
様
々
な
色

合
い
の
石
州
瓦
で
葺
（
ふ
）
か
れ
、外
壁
は
白
漆
喰
（
し
っ

く
い
）、
ね
ず
み
漆
喰
、
海
鼠
（
な
ま
こ
）
壁
、
焼
板
な

ど
が
見
ら
れ
、
土
壁
に
は
地
元
の
赤
土
が
使
わ
れ
て
い
る

た
め
に
薄
い
赤
色
に
色
づ
い
て
い
ま
す
。
格
子
は
ベ
ン
ガ

ラ
塗
り
と
す
る
な
ど
、
意
匠
の
優
れ
た
町
家
が
多
く
、
栄

え
た
往
時
を
偲
ば
せ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
吹
屋
独
特
の
歴
史
あ
る
町
並
み
は
、
ベ
ン

ガ
ラ
で
栄
え
た
面
影
を
今
も
色
濃
く
残
し
て
い
ま
す
。

◆◆  

地
域
の
町
並
み
保
存

◆
　

町
並
み
保
存
地
区
内
で
は
、
昭
和
52
年
５
月
に
重
要
伝

統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
（
重
伝
建
地
区
）
に
選
定
さ
れ

た
の
を
契
機
に
、
昭
和
53
年
に
吹
屋
町
並
保
存
会
が
発
足

し
ま
し
た
。
発
足
以
来
、
保
存
会
は
家
屋
や
工
作
物
の
保

存
の
た
め
、
家
屋
の
調
査
、
情
報
収
集
や
年
度
ご
と
の
保

存
修
理
事
業
に
か
か
る
家
屋
の
選
定
の
取
り
ま
と
め
を
行

い
、
計
画
的
に
保
存
修
理
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

保
存
会
で
は
、
町
並
み
の
清
掃
活
動
や
防
災
訓
練
等
を

継
続
的
に
行
う
と
と
も
に
、
屋
号
な
ど
そ
の
家
屋
の
移
り

変
わ
り
が
よ
く
わ
か
る
よ
う
家
屋
に
説
明
板
を
設
置
し
て

紹
介
す
る
な
ど
、
様
々
な
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
以
前
か
ら
取
り
組
ん
で
き
た
地
域
の
道
路
整
備
で

は
保
存
地
区
内
道
路
の
舗
装
に
当
た
り
、
町
並
み
に
配
慮

し
た
材
質
や
色
調
を
使
い
、
か
つ
て
の
姿
を
取
り
戻
し
つ

つ
あ
り
ま
す
。

◆◆  

吹
屋
ベ
ン
ガ
ラ
染
め

◆
　

町
並
み
の
入
り
口
に
あ
る
吹
屋
案
内
所
で
は
「
来
る
人

を
温
か
く
迎
え
案
内
し
よ
う
」
と
、
お
茶
の
接
待
や
昔
の

吹
屋
や
町
並
み
の
こ
と
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
毎
週
月
曜
日
の
晴
天
の
日
に
は
、「
吹
屋
ベ
ン

2014・８月号 26地域づくり

特 集

遺
跡
・
歴
史
的
建
造
物
に
よ
る
地
域
づ
く
り

伊
達
　
昌
弘

高
梁
市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
文
化
係
長

—
多
様
な
イ
ベ
ン
ト
開
催
、
地
元
を
元
気
に
！—

赤
い
町
並
み
・
吹
屋
に
新
た
な
活
気
生
み
出
す

岡
山
県
高
梁
市

10

風に舞うベンガラの染め物



ガ
ラ
染
め
の
会
」
が
、
ベ
ン
ガ
ラ
を
使
っ
た
染
め
物
を
し

て
お
り
、
濃
い
ベ
ン
ガ
ラ
色
に
染
め
上
げ
た
の
れ
ん
、
淡

く
染
め
ら
れ
た
ハ
ン
カ
チ
や
ス
ト
ー
ル
が
風
に
ひ
ら
ひ
ら

と
舞
い
乾
燥
さ
れ
て
い
る
姿
は
実
に
美
し
い
光
景
で
す
。

吹
屋
の
ベ
ン
ガ
ラ
が
宝
永
４
年
（
１
７
０
７
年
）
に
発
見

さ
れ
て
３
０
０
年
経
っ
た
現
在
、
ベ
ン
ガ
ラ
製
造
と
い
う

形
で
は
な
く
、
時
を
越
え
て
、「
ベ
ン
ガ
ラ
染
め
」
と
い

う
姿
で
よ
み
が
え
っ
て
い
ま
す
。

◆◆  「
吹
屋
ベ
ン
ガ
ラ
灯
り
」、「
吹
屋
小
唄
」
…

◆  

町
並
み
活
性
化
で
新
機
軸
続
々

　

吹
屋
地
区
も
全
国
的
な
動
き
と
同
様
に
急
速
に
高
齢
化

が
進
み
、
空
き
家
の
増
加
や
町
並
み
へ
の
来
訪
客
の
伸
び

悩
み
な
ど
沈
滞
ム
ー
ド
が
出
始
め
て
い
ま
す
が
、
そ
う
し

た
ム
ー
ド
を
払
し
ょ
く
す
る
た
め
に
い
く
つ
か
の
イ
ベ
ン

ト
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

各
家
が
押
し
入
れ
に
眠
っ
て
い
た
お
雛
様
を
展
示
す
る

「
ひ
な
ま
つ
り
」、町
並
み
へ
の
来
訪
者
に
〝
あ
り
が
と
う
〟

の
気
持
ち
を
込
め
た
「
感
謝
祭
」、
地
元
小
学
生
が
デ
ザ

イ
ン
し
た
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
べ
ん
が
ら
く
ん
」
を
活
か
し

た
取
り
組
み
な
ど
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
山
地
や
丘
陵
な
ど
自
然
地
形
を
活
か
し
た
上
り

坂
コ
ー
ス
で
タ
イ
ム
を
競
う
全
国
規
模
の
自
転
車
競
技

「
ヒ
ル
ク
ラ
イ
ム
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
リ
ー
ズ
吹
屋
ふ
る
さ
と

村
大
会
」
の
開
催
に
あ
た
り
、
ゴ
ー
ル
の
吹
屋
で
は
、
地

域
を
あ
げ
て
お
も
て
な
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
平

成
22
年
か
ら
は
陶
製
灯
ろ
う
の
教
室
を
開
催
す
る
と
と
も

に
、市
内
の
高
校
生
が
製
作
し
た
エ
コ
ロ
ウ
ソ
ク
を
使
い
、

出
来
上
が
っ
た
灯
ろ
う
を
町
並
み
に
並
べ
る
「
吹
屋
ベ
ン

ガ
ラ
灯
り
」
な
ど
が
行
わ
れ
、
開
催
中
は
大
勢
の
人
で
賑

わ
い
ま
す
。

　

特
に
「
吹
屋
燈
籠　

ほ
の
あ
か
り　

ベ
ン
ガ
ラ
色
の　

町
の
な
み
」
と
い
う
歌
い
出
し
で
、
石
州
瓦
の
屋
根
や
国

内
最
古
の
現
役
木
造
校
舎
で
あ
っ
た
吹
屋
小
学
校
と
い
っ

た
吹
屋
の
魅
力
を
盛
り
込
ん
だ
、
民
謡
「
吹
屋
小
唄
」
が

地
元
出
身
の
方
の
作
詞
作
曲
に
よ
っ
て
誕
生
し
ま
し
た
。

そ
し
て
地
域
の
方
々
が
こ
の
吹
屋
小
唄
に
振
り
付
け
が
つ

か
な
い
も
の
か
と
考
え
、振
付
師
に
振
り
付
け
を
依
頼
し
、

地
元
吹
屋
な
ど
の
女
性
お
よ
そ
20
人
が
練
習
を
重
ね
、
平

成
24
年
９
月
に
「
吹
屋
ベ
ン
ガ
ラ
灯
り
」
に
合
わ
せ
、
吹

屋
の
町
並
み
で
初
め
て
披
露
し
ま
し
た
。

　

吹
屋
の
新
し
い
魅
力
の
さ
ら
な
る
創
出
に
向
け
、
地
元

青
年
団
を
中
心
に
「
吹
屋
小
唄
」
を
広
め
る
た
め
、
昨
年

は
男
踊
り
も
創
作
し
、
踊
り
た
い
と
い
う
希
望
者
を
地
元

以
外
か
ら
も
募
り
練
習
を
重
ね
、
吹
屋
の
町
並
み
と
幻
想

的
な
灯
ろ
う
の
明
か
り
の
中
、
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

◆◆  

若
者
が
中
心
と
な
り
、「
元
気
酒
場
」も

◆
　

ま
た
、地
域
お
こ
し
協
力
隊
ら
の
若
者
が
中
心
と
な
り
、

酒
蔵
を
活
用
し
た
「
元
気
酒
場
」
が
今
年
度
、
新
た
に
始

ま
り
ま
し
た
。
す
で
に
３
回
開
催
し
て
い
ま
す
が
、
各
回

テ
ー
マ
を
設
け
、
地
域
内
外
の
方
々
が
出
店
し
、
地
元
の

方
々
な
ど
を
お
も
て
な
し
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
酒

場
で
は
「
吹
屋
小
唄
踊
り
」「
松
山
踊
り
」
な
ど
が
披
露

さ
れ
る
と
と
も
に
、
吹
屋
と
近
隣
地
域
そ
し
て
観
光
客
と

の
交
流
な
ど
新
た
な
賑
わ
い
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
高
齢
化
が
進
み
、
や
や
沈
滞
ム
ー
ド
も
漂

う
吹
屋
で
す
が
、
若
者
た
ち
が
中
心
と
な
り
、
活
気
あ
ふ

れ
る
吹
屋
を
目
指
し
、
日
々
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て

こ
う
し
た
活
動
が
伝
統
あ
る
町
並
み
の
保
存
と
地
域
の
活

性
化
に
つ
な
が
る
こ
と
を
強
く
期
待
し
て
い
ま
す
。
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「元気酒場」の様子。若者が企画したこの元気酒場は新たな賑わい
を吹屋にもたらしている

「吹屋ベンガラ灯り」の灯ろうのほのかな明かりの中、三味線・
尺八の音にあわせて吹屋小唄踊りがしっとりと踊られる



◆◆  

日
高
酒
蔵
会
発
足
の
い
き
さ
つ

◆
　

私
た
ち
日
高
酒
蔵
会
が
活
動
し
て
い
る
所
は
、
高
知
県

の
ほ
ぼ
中
央
部
に
位
置
す
る
「
日
高
村
」
と
い
う
人
口
約

５
４
０
０
人
弱
の
村
で
す
。
県
都
高
知
市
よ
り
西
へ
約
16

㌔
で
す
が
、豊
か
な
自
然
や
、水
質
日
本
一
に
輝
い
た
〝
仁

淀
ブ
ル
ー
〟
と
称
さ
れ
る
「
仁
淀
川
」
が
あ
り
、
特
産
品

と
し
て
は
、
高
糖
度
ト
マ
ト
の
ブ
ラ
ン
ド
で
あ
る
「
シ
ュ

ガ
ー
ト
マ
ト
」
の
生
産
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
小
村
神
社
に
は
、
国
宝
の
「
金
銅
荘
環
頭
大
刀
」

や
、
国
の
重
要
文
化
財
で
あ
る
「
木
造
菩
薩
面
（
２
面
）」

な
ど
が
あ
る
歴
史
あ
る
村
で
す
。

　

私
た
ち
の
活
動
拠
点
で
あ
る
旧
松
岡
酒
造
は
、

１
８
９
０
（
明
治
23
）
年
に
高
知
県
高
岡
郡
日
高
村
本
郷

で
創
業
を
開
始
し
ま
し
た
。
１
９
７
５
（
昭
和
50
）
年
頃

に
は
、
須
崎
市
と
日
高
村
の
２
カ
所
に
酒
蔵
を
構
え
、
年

間
１
８
０
㌔
㍑
を
生
産
す
る
造
り
酒
屋
で
し
た
が
、
約
25

年
前
に
閉
鎖
し
ま
し
た
。

　

２
０
０
３
（
平
成
15
）
年
に
高
知
工
業
高
校
の
学
生
が

「
登
録
文
化
財
基
礎
調
査
」
を
お
こ
な
い
、２
０
０
４
（
平

成
16
）
年
に
国
の
登
録
有
形
文
化
財
と
な
り
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
２
０
０
９
（
平
成
21
）
年
１
月
に
所
有
者

で
あ
る
松
岡
弘
城
氏
が
酒
蔵
の
老
朽
化
と
雨
漏
り
が
激
し

い
こ
と
を
理
由
に
、「
一
部
を
取
り
壊
し
た
い
」
と
日
高

村
に
申
し
入
れ
を
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
知
っ
た
地
元
の
有
志
が
、
貴
重
な
日
高
村
の
お

宝
を
何
と
か
残
し
た
い
と
運
動
を
起
こ
し
ま
し
た
。
こ
れ

が
、
の
ち
に
日
高
酒
蔵
会
の
運
動
と
な
っ
て
い
き
ま
す
。

◆◆  

酒
蔵
の
保
全
活
用
の
動
き

◆
　

２
０
０
９
年
１
月
、
文
化
財
を
活
か
し
た
地
域
づ
く
り

活
動
に
「
日
高
村
子
ど
も
の
未
来
応
援
団
（
子
ど
も
支
援

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）」
が
取
り
組
む
こ
と
に
な
り
、
組
織
的

な
酒
蔵
の
活
用
の
動
き
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
有
志
で
「
旧
松
岡
酒
造
酒
蔵
保
全
活
用
委
員

会
」
を
立
ち
上
げ
、
日
高
村
議
会
に
「
旧
松
岡
酒
造
保
全

活
用
に
関
す
る
お
願
い
」
の
請
願
書
を
提
出
、
日
高
村
に

酒
蔵
保
全
の
た
め
の
改
修
予
算
を
組
ん
で
い
た
だ
き
、
県

か
ら
も
補
助
金
を
頂
き
ま
し
た
。

◆◆  

酒
蔵
を
「
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル
」
に

◆  

ひ
な
祭
り
や
婚
活
パ
ー
テ
ィ
ー
を
開
催

　

改
修
予
算
化
に
伴
い
会
の
名
称
を
「
日
高
酒
蔵
会
」
と

し
て
組
織
（
16
名
）
す
る
こ
と
に
な
り
、
酒
蔵
を
「
日
高

酒
蔵
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル
」
と
し
ま
し
た
。

　

保
全
す
る
だ
け
で
な
く
、
こ
の
建
物
を
有
効
に
活
用

す
る
た
め
イ
ベ
ン
ト
も
企
画
し
ま
し
た
。
日
高
村
の
お

宝
を
広
く
村
民
の
皆
様
に
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、

２
０
０
９
年
２
月
28
日
（
土
）、
３
月
１
日
（
日
）
に
は
、

初
め
て
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、「
ひ
な
ま
つ
り
」
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

長
い
間
使
用
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
酒
蔵
の
中
は
整
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理
さ
れ
て
お
ら
ず
、ホ
ー
ル
の
片
づ
け
か
ら
始
め
ま
し
た
。

　

地
元
の
仲
間
や
「
日
高
村
子
ど
も
の
未
来
応
援
団
」
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
に
協
力
し
て
い
た
だ
き
ホ
ー
ル

に
ス
テ
ー
ジ
を
作
り
、
歌
や
踊
り
な
ど
の
発
表
者
を
募
集

し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
母
屋
に
ひ
な
飾
り
を
展
示
す
る
た

め
、
地
元
を
中
心
に
お
ひ
な
さ
ま
を
貸
し
て
い
た
だ
け
る

方
を
探
し
ま
し
た
。
何
も
な
い
と
こ
ろ
か
ら
の
ス
タ
ー
ト

で
し
た
。

　

本
宅
の
会
場
に
は
、
地
元
に
伝
わ
る
貴
重
な
ひ
な
飾
り

な
ど
が
た
く
さ
ん
集
ま
り
ま
し
た
。

　

雛
人
形
の
前
で
は
、
放
課
後
子
ど
も
教
室
の
茶
道
ク
ラ

ブ
の
方
が
、抹
茶
の
サ
ー
ビ
ス
を
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

訪
れ
た
お
客
さ
ん
に
は
、
た
い
へ
ん
好
評
で
し
た
。

　

こ
う
し
て
酒
蔵
で
の
初
め
て
の
ひ
な
祭
り
イ
ベ
ン
ト
を

み
ん
な
で
作
り
上
げ
ま
し
た
。
２
日
間
で
お
客
さ
ん
は
約

８
０
０
人
に
上
り
ま
し
た
。 

　

募
金
活
動
も
行
い
、
集
ま
っ
た
募
金
を
活
用
さ
せ
て
い

た
だ
き
、
え
ん
と
つ
広
場
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
舗
装
を
酒
蔵

会
な
ど
十
数
名
が
参
加
し
て
行
い
ま
し
た
。
足
元
の
不
安

が
解
消
さ
れ
、
今
後
の
広
場
の
活
用
が
楽
し
み
と
な
り
ま

し
た
。

　

ま
た
、
２
０
０
９
年
10
月
10
日
（
土
）
に
は
婚
活
パ
ー

テ
ィ
ー
を
開
催
。
日
高
村
と
周
辺
の
市
町
村
か
ら
男
女
44

名
が
参
加
し
、
地
元
の
食
材
を
使
っ
た
ピ
ザ
作
り
体
験
な

ど
楽
し
み
ま
し
た
。
こ
の
出
会
い
で
、
５
組
の
カ
ッ
プ
ル

が
誕
生
し
、
少
し
は
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
が
っ
た
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

現
在
も
、
酒
蔵
ホ
ー
ル
は
地
域
の
皆
様
と
村
外
の
方
々

の
交
流
の
場
と
し
て
夏
祭
り
や
ひ
な
祭
り
、
コ
ン
サ
ー
ト

の
開
催
や
映
画
上
映
、
地
域
住
民
の
方
々
の
発
表
の
場
と

し
て
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

◆◆  

酒
蔵
会
の
運
営
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

◆
　

酒
蔵
会
は
現
在
、11
名
の
ス
タ
ッ
フ
で
運
営
し
て
お
り
、

月
に
１
回
程
度
、
委
員
会
を
開
き
、
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
計

画
や
反
省
会
、
意
見
交
換
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ス
タ
ッ
フ
は
す
べ
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
活
動
し
て
い
ま

す
。
個
々
に
仕
事
等
を
持
っ
て
い
ま
す
の
で
、
イ
ベ
ン
ト

時
に
は
ス
タ
ッ
フ
が
揃
わ
な
い
時
も
あ
り
、
準
備
や
イ
ベ

ン
ト
開
催
時
に
は
苦
労
し
て
は
い
ま
す
が
、
ス
タ
ッ
フ
一

同
酒
蔵
が
好
き
で
楽
し
く
活
動
し
て
い
ま
す
。

◆◆  

地
域
の
交
流
拠
点
め
ざ
す

◆
　

酒
蔵
会
が
活
動
を
始
め
て
６
年
目
に
入
り
、
徐
々
に
で

は
あ
り
ま
す
が
、
酒
蔵
ホ
ー
ル
を
訪
れ
て
く
だ
さ
る
方
々

も
増
え
て
き
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
ま
だ
ま
だ
試

行
錯
誤
の
状
況
で
す
。

　

ス
タ
ッ
フ
も
11
名
で
の
活
動
で
す
の
で
、
会
員
増
に
向

け
た
取
り
組
み
や
組
織
強
化
を
図
り
な
が
ら
、
10
年
、
20

年
と
続
い
て
い
く
も
の
に
し
て
い
く
つ
も
り
で
す
。
こ
れ

か
ら
も
地
域
の
活
動
拠
点
、
観
光
文
化
発
信
拠
点
、
様
々

な
方
々
の
交
流
の
場
と
な
っ
て
い
け
る
よ
う
活
動
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

酒蔵を会場にコンサート（平成 25年８月）

「ひなまつり」の様子。ダンスを披露する子供たち（平成 26年３月）



◆◆  

南
蛮
文
化
発
祥
都
市
・
大
分

◆
　

皆
さ
ん
は
戦
国
大
名
大
友
宗
麟
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う

か
。
今
か
ら
約
４
５
０
年
前
の
戦
国
時
代
、
当
時
豊
後
府

内
と
呼
ば
れ
た
大
分
市
を
本
拠
に
大
友
氏
第
21
代
当
主
と

し
て
北
部
九
州
を
治
め
ま
し
た
。
宗
麟
21
歳
の
時
、
山
口

に
滞
在
し
て
い
た
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ザ
ビ
エ
ル
を
府
内

（
大
分
市
）に
招
き
、

キ
リ
ス
ト
教
の
布

教
を
許
可
し
ま
す
。

こ
の
２
人
の
出
会

い
を
皮
切
り
に
府

内
に
は
南
蛮
船
が

来
航
し
、
多
く
の

キ
リ
ス
ト
教
宣
教

師
が
訪
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
大
分

の
地
で
東
洋
文
化

と
西
洋
文
化
が
渾
然
一
体
と
な
り
、
全
国
に
先
駆
け
て
南

蛮
文
化
が
花
開
き
ま
す
。
大
分
市
で
は
昨
年
、
こ
う
し
た

歴
史
を
踏
ま
え
市
誕
生
１
０
０
年
を
記
念
し
て
「
南
蛮
文

化
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
開
催
し
、「
南
蛮
文
化
発
祥
都

市
宣
言
」
を
行
い
ま
し
た
。

　

実
は
、
大
分
で
生
ま
れ
育
っ
た
私
も
、
現
在
の
部
署
で

担
当
に
な
る
ま
で
は
、「
大
友
宗
麟
」
の
名
前
は
知
っ
て

い
た
も
の
の
、
そ
の
詳
し
い
内
容
ま
で
は
知
ら
な
か
っ
た

と
い
う
の
が
正
直
な
と
こ
ろ
で
す
。
お
そ
ら
く
多
く
の
市

民
が
私
と
一
緒
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
郷
土
の
偉
人

を
市
民
の
皆
さ
ん
に
ま
ず
は
知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
大

き
な
、
そ
し
て
重
要
な
仕
事
で
あ
る
と
認
識
す
る
と
こ
ろ

か
ら
今
の
仕
事
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

◆◆  

大
友
宗
麟
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
始
動

◆
　

本
格
的
な
地
方
分
権
時
代
の
到
来
を
迎
え
、
都
市
の
個

性
が
い
っ
そ
う
重
要
と
な
り
、
自
ら
の
住
む
地
域
の
歴
史

や
文
化
を
活
か
し
た
特
色
あ
る
ま
ち
づ
く
り
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
地
域
に
脈
々
と
受
け
継
が

れ
て
き
た
歴
史
や
文
化
に
光
を
当
て
、
市
民
が
ま
ち
の
誇

り
と
し
て
そ
の
価
値
を
共
有
し
て
い
く
こ
と
が
大
事
で

す
。

　

現
在
の
大
分
市
は
人
口
47
万
、
風
光
明
媚
、
豊
か
な
食

文
化
に
恵
ま
れ
た
東
九
州
の
中
核
都
市
で
あ
り
、
大
分
の

県
都
と
し
て
の
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
４
５
０
年
前
、

宗
麟
の
「
進
取
」
の
精
神
に
よ
り
広
く
世
界
に
門
戸
を
開

き
、
当
時
の
日
本
の
中
で
も
有
数
の
国
際
貿
易
都
市
と
し

て
繁
栄
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
様
々
な
史
実
を
改

め
て
検
証
し
、
当
時
の
豊
後
府
内
に
暮
ら
し
た
先
人
た
ち

の
活
気
に
満
ち
た
生
活
の
息
吹
を
伝
え
る
有
形
・
無
形
の

歴
史
遺
産
を
市
民
共
有
の
誇
り
、本
市
の
「
顔
」
と
し
て
、

全
国
に
情
報
発
信
し
て
い
く
た
め
に
昨
年
度
か
ら
大
友
宗

麟
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

◆◆  

全
国
で
も
最
大
級
の
庭
園
跡
発
見

◆  

大
友
氏
遺
跡
が
国
の
史
跡
に

　

ソ
フ
ト
事
業
と
情
報
発
信
の
柱
と
な
る
の
が
大
友
宗
麟

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
る
な
ら
、
ハ
ー
ド
面
の
中
核
と
な

る
の
が
、
大
友
氏
の
居
宅
で
あ
る
大
友
館
跡
を
中
心
と
す

る
大
友
氏
遺
跡
で
す
。

　

大
分
駅
か
ら
ほ
ど
近
い
大
分
市
顕
徳
町
に
あ
る
大
友
館

の
庭
園
跡
が
平
成
10
年
に
４
０
０
年
の
時
を
経
て
、
現
代

に
姿
を
現
し
ま
し
た
。
全
国
で
も
最
大
級
の
規
模
を
も

つ
庭
園
跡
の
発
見
は
驚
き
を
も
っ
て
報
道
さ
れ
、
一
辺

２
０
０
㍍
四
方
と
い
う
巨
大
な
大
友
館
の
存
在
を
裏
付
け

ま
し
た
。
平
成
13
年
に
は
そ
の
一
部
が
国
の
史
跡
に
指
定

さ
れ
、
次
世
代
へ
と
大
切
に
伝
え
て
い
く
た
め
の
環
境
が

整
え
ら
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

府
内
の
ま
ち
は
、
こ
の
館
の
主
で
あ
る
大
友
宗
麟
（
義

鎮
）
の
時
に
南
蛮
貿
易
に
よ
る
経
済
力
を
背
景
に
最
盛
期
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を
迎
え
、
大
友
館
を
中
心
に
南
北
２
・
１
㌔
、
東
西
０
・７

㌔
に
お
よ
ぶ
国
際
色
豊
か
な
ま
ち
に
発
展
し
た
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
大
友
館
の
西
側
に
は
府
内
教
会
（
ダ
イ
ウ
ス

堂
）
や
、
日
本
初
の
西
洋
式
病
院
で
あ
る
府
内
病
院
、
日

本
最
初
の
高
等
教
育
機
関
（
大
学
）
で
あ
る
府
内
コ
レ
ジ

オ
な
ど
が
立
ち
並
ん
で
い
ま
し
た
。
街
頭
に
は
西
洋
音
楽

が
流
れ
、
西
洋
、
東
洋
の
様
々
な
国
の
人
々
が
行
き
交
う

異
国
情
緒
に
溢
れ
た
ま
ち
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。◆◆  ﹁

大
友
宗
麟
﹂
を
旗
印
に
ま
ち
づ
く
り

◆  

市
民
と
協
働
し
、
様
々
な
事
業
を
展
開

　

大
友
宗
麟
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業
で
は
、
市
民
か
ら
事

業
提
案
を
い
た
だ
き
、
市
民
の
手
に
よ
る
様
々
な
事
業
を

展
開
し
て
い
ま
す
。
た
と
え
ば
、
当
時
の
ク
リ
ス
マ
ス
を

再
現
し
た
「
戦
国
ク
リ
ス
マ
ス
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
ビ
タ
ス
ナ

タ
リ
スin

豊
後
」
や
「
宗
麟
公
ま
つ
り
」
を
開
催
す
る

な
ど
、
往
時
の
賑
わ
い
と
人
々
の
生
活
の
様
子
を
体
感
で

き
る
よ
う
な
各
種
催
し
が
毎
年
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
活
動
と
相
ま
っ
て
、
多
く
の
市
民
主
導
に
よ

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織
が
立
ち
上
が
っ
て
い
ま
す
。「
お

お
い
た
応
援
隊
大
友
歴
史
保
存
会
」
や
「
大
友
遊
学
会
」

に
よ
る
ガ
イ
ド
や
学
習
会
の
実
施
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
大
友
氏

顕
彰
会
に
よ
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開
催
や
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ

マ
誘
致
推
進
協
議
会
の
結
成
な
ど
、
市
民
団
体
に
よ
る
主

体
的
な
活
動
も
年
々
活
発
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
行
政
側
の
活
動
で
は
、
子
供
た
ち
に
郷
土
の
歴

史
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
大
事
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
昨

年
度
か
ら
市
内
の
小
学
校
６
年
生
を
対
象
に
大
友
宗
麟
の

副
読
本
を
作
成
し
、
授
業
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
中
に
組
み

込
み
、
子
供
た
ち
が
学
習
す
る
機
会
を
設
け
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
大
友
氏
遺
跡
体
験
学
習
館
で
は
、
民
間
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
組
織
と
密
に
連
携
し
な
が
ら
、
積
極
的
な
情
報
発

信
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

情
報
発
信
と
い
う
点
で
は
、
大
分
市
と
同
じ
く
当
時
の

キ
リ
シ
タ
ン
・
南
蛮
文
化
遺
産
を
も
つ
県
内
５
市
町
（
国

東
市
・
日
出
町
・
竹
田
市
・
臼
杵
市
・
津
久
見
市
）
と
で

キ
リ
シ
タ
ン
・
南
蛮
文
化
交
流
協
定
を
締
結
し
、
本
年
２

月
に
は
協
議
会
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
こ
の
５
月
に
は
本

市
に
て
「
キ
リ
シ
タ
ン
・
南
蛮
文
化
交
流
首
長
サ
ミ
ッ
ト
」

を
開
催
し
、
関
係
す
る
県
内
市
町
が
連
携
し
て
情
報
発
信

を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
活
性
化
や
観

光
振
興
の
面
で
大
き
な
効
果
が
期
待
で
き
る
こ
と
を
改
め

て
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

大
友
氏
遺
跡
に
つ
い
て
は
、
昨
年
度
、﹃
史
跡
大
友
氏

遺
跡
保
存
管
理
計
画
書
﹄
を
作
成
し
、
史
跡
の
保
護
・
保

存
の
た
め
の
指
針
や
こ
れ
か
ら
の
整
備
に
関
す
る
整
備
基

本
構
想
を
定
め
、
史
跡
公
園
整
備
へ
の
端
緒
を
開
い
た
と

こ
ろ
で
す
。

◆◆  

新
た
な
ま
ち
の
魅
力
を
創
造
へ

◆
　

現
在
、
市
中
心
部
は
今
後
の
１
０
０
年
を
見
据
え
た
大

規
模
な
再
開
発
が
行
わ
れ
て
お
り
、
大
き
く
変
貌
し
つ
つ

あ
り
ま
す
。
そ
の
中
心
に
あ
る
Ｊ
Ｒ
大
分
駅
の
北
口
に
は

大
友
宗
麟
の
銅
像
が
立
っ
て
い
ま
し
た
。
現
在
は
、
整
備

に
伴
い
他
の
場
所
へ
移
設
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
来
春
の
整

備
の
完
了
時
に
は
新
た
に
製
作
さ
れ
る
ザ
ビ
エ
ル
像
と
と

も
に
再
び
そ
の
雄
姿
が
戻
っ
て
き
ま
す
。

　

歴
史
が
物
語
る
い
に
し
え
の
記
憶
は
、
地
域
発
展
の
大

い
な
る
可
能
性
と
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
の
証
で
あ
り
、
都
市
の

自
信
そ
の
も
の
と
い
え
ま
す
。
市
民
と
手
を
携
え
行
う
大

友
宗
麟
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
は
、
市
中
心
部
に
近
接
し
、
広

大
な
面
積
を
占
め
る
史
跡
大
友
氏
遺
跡
の
今
後
の
整
備
と

活
用
と
と
も
に
、
本
市
の
新
た
な
ま
ち
の
魅
力
と
な
っ
て

い
く
で
し
ょ
う
。
こ
れ
か
ら
の
新
し
い
大
分
市
の
姿
に
ご

期
待
く
だ
さ
い
。
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市誕生 100 年事業の「フェスティビタス・ナタリス in
豊後」の様子。市民ボランティア組織が中心となり、南
蛮行列の再現や音楽、演劇など往時の府内を偲ばせる各
種催しを大友氏遺跡にて実施

大友氏遺跡体験学習館。平成 20年に大友氏遺跡の一画
に設置。歴史講座、体験学習等、大友氏遺跡に関する様々
な学習メニューを用意している



◆◆  

ふ
る
さ
と
横
川
町
山
ヶ
野

◆
　

金
山
の
歴
史
を
歩
い
て
き
た
ふ
る
さ
と
横
川
町
山
ヶ

野
。
手
つ
か
ず
の
ま
ま
に
残
る
金
山
史
跡
や
文
化
財
。
こ

れ
ら
を
見
直
し
、
発
信
し
よ
う
、
地
域
の
元
気
も
盛
り
上

げ
よ
う
と
動
き
始
め
た
の
は
14
年
前
で
あ
る
。 

　

平
成
17
年
、
鹿
児
島
県
横
川
町
は
市
町
合
併
を
経

て
霧
島
市
と
な

る
。
市
人
口
が

12
万
７
０
０
０

人
。
う
ち
横
川
町

は
４
５
６
５
人
の

小
規
模
な
山
間
農

業
地
帯
で
あ
る
。

空
港
が
近
く
、
大

小
の
工
場
20
数
社

が
進
出
し
て
い
る

が
、
過
疎
・
高
齢

化
は
確
実
に
進
ん

で
い
る
。
金
山
が
あ
っ
た
山
ヶ
野
地
区
は
、
現
在
世
帯
数

70
世
帯
、
人
口
１
２
６
人
、
高
齢
化
率
64
％
の
地
で
あ
る
。

　

佐
渡
金
山
に
次
ぐ
、
か
つ
て
の
山
ヶ
野
金
山
。
今
も
金

山
町
の
歴
史
を
残
す
道
や
家
並
み
、
石
垣
等
が
見
ら
れ
、

清
流
が
せ
せ
ら
ぎ
、
穏
や
か
に
時
が
流
れ
る
。
地
区
は
こ

の
歴
史
を
誇
り
と
し
て
い
る
が
、
詳
し
く
歴
史
を
語
る
人

も
少
な
く
な
っ
て
い
た
。
地
域
環
境
の
保
全
維
持
も
難
し

く
な
り
つ
つ
あ
っ
た
。

◆◆  

豊
富
な
金
山
史
跡
や
文
化
財

◆
　

山
ヶ
野
金
山
は
江
戸
時
代
の
寛
永
17
年（
１
６
４
０
年
）

に
開
山
し
た
。
金
山
の
周
囲
は
12
㌔
ほ
ど
。
産
金
量
は
80

㌧
。
金
に
よ
る
利
潤
は
薩
摩
藩
の
財
政
を
支
え
、
借
金
返

済
や
新
田
開
発
に
充
て
ら
れ
た
。
当
初
は
２
万
人
の
労
働

者
を
集
め
、
操
業
を
始
め
た
。
働
く
人
の
衣
食
や
娯
楽
を

賄
う
金
山
町
は
大
い
に
賑
わ
っ
た
。

　

明
治
期
に
は
欧
米
の
先
端
技
術
が
導
入
さ
れ
た
。
金
山

道
の
開
鑿
（
か
い
さ
く
）、
早
期
の
電
力
化
。
地
域
子
弟
の

た
め
の
「
鉱
業
館
夜
学
校
」
の
創
立
。
金
山
の
人
や
物
資

で
賑
わ
っ
た
横
川
駅
。
鉱
区
内
に
は
４
小
学
校
が
あ
っ
た
。

　

大
正
期
に
は
大
工
場
化
さ
れ
た
が
、
珪
肺
な
ど
の
負
の

側
面
が
あ
っ
た
ほ
か
、
第
二
次
世
界
大
戦
時
の
一
時
閉
鎖

な
ど
を
経
て
山
は
衰
微
し
て
い
き
、
昭
和
28
年
に
操
業
を

停
止
し
た
。

　

多
く
の
人
や
物
が
行
き
来
し
、
他
地
域
と
違
っ
た
３
０
０

年
余
の
歴
史
を
歩
み
、
今
な
お
広
域
に
わ
た
り
史
跡
や
文

化
財
が
残
る
地
域
で
あ
る
。
多
く
の
史
跡
と
山
に
は
坑
道

跡
が
点
在
し
、
天
降
川
（
あ
も
り
が
わ
）
源
流
域
の
自
然

の
中
に
独
特
の
景
観
を
見
せ
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
鉱
山
の

道
具
類
、
史
料
や
古
い
写
真
な
ど
も
残
さ
れ
て
い
る
。

◆◆  

文
化
財
保
護
に
向
け
、
実
行
委
員
会

◆
　

我
々
の
先
輩
方
は
山
ヶ
野
金
山
史
の
書
を
著
し
、
公
民

館
に
は
金
山
資
料
室
を
設
け
、
案
内
板
も
設
置
し
た
。
そ

れ
を
引
き
継
ぎ
、
も
っ
と
大
き
く
郷
土
の
顕
彰
を
進
め
、

地
域
を
盛
り
立
て
よ
う
と
平
成
13
年
、
地
元
の
青
壮
年
13

人
で
「
山
ヶ
野
金
山
文
化
財
保
護
活
用
実
行
委
員
会
」
を

結
成
し
た
。

◆◆  

史
跡
め
ぐ
り
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
を
開
催

◆  「
お
も
て
な
し
」
の
心
で
、
住
民
が
ス
タ
ッ
フ
に

　

ま
ず
は
金
山
を
知
っ
て
も
ら
お
う
と
、
実
行
委
員
会
が

中
心
と
な
り
、「
山
ヶ
野
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」
を
開
催
し
た
。

平
成
26
年
３
月
で
13
回
目
の
大
会
と
な
っ
た
。
金
山
内
の

史
跡
24
カ
所
や
安
良
（
や
す
ら
）
神
社
の
神
舞
（
か
ん
ま

い
）
を
見
巡
り
し
、
早
春
の
金
山
の
里
を
１
日
か
け
て
堪

能
す
る
13
㌔
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
あ
る
。

　

参
加
者
は
３
５
０
名
ほ
ど
と
し
、
地
域
住
民
、
中
高
生
、

町
内
有
志
、
市
職
員
な
ど
約
２
９
０
名
が
ス
タ
ッ
フ
と
し
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台
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金鉱石が豊富に採掘された晒坑



て
対
応
し
、
参
加
者
に
は
２
５
０
０
円
を
負
担
し
て
い
た

だ
い
て
い
る
。

　

第
１
回
大
会
で
の
こ
と
だ
っ
た
。

　

ス
タ
ッ
フ
を
務
め
た
、
か
っ
ぽ
う
着
姿
の
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
が
呟
い
た
。

　
「
お
客
さ
ん
方
が
里
に
下
り
て
こ
ら
れ
た
時
、
泣
き
た

い
ぐ
ら
い
う
れ
し
か
っ
た
。（
以
前
に
）
山
ヶ
野
に
こ
ん
な

に
た
く
さ
ん
の
人
が
集
ま
っ
た
の
は
い
つ
だ
っ
た
ろ
う
」

　

こ
の
接
遇
の
気
持
ち
は
今
も
変
わ
ら
な
い
。

　

ま
た
、「
こ
ん
な
金
山
が
あ
っ
た
と
は
」
と
多
く
の
参

加
者
が
驚
か
れ
る
。

　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
の
ポ
イ
ン
ト
で
は
中
学
生
が
説

明
役
、
大
人
は
サ
ポ
ー
ト
役
と
な
る
。
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
案

内
に
大
き
な
拍
手
を
頂
く
。
事
前
に
歴
史
学
習
や
資
料
作

成
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

町
内
の
小
学
６
年
生
は
全
員
ウ
ォ
ー
ク
に
招
待
し
、
一

般
の
参
加
者
と
と
も
に
歩
く
。
昼
食
や
お
茶
の
お
も
て
な

し
、
砂
金
採
取
の
実
演
、
歴
史
ク
イ
ズ
、
金
鉱
石
の
お
土

産
、
地
元
の
米
や
そ
ば
粉
の
販
売
な
ど
住
民
の
ほ
と
ん
ど

が
関
わ
る
。

　

現
在
は
ほ
か
の
町
に
住
ん
で
い
る
出
身
者
も
帰
省
し
、

案
内
や
接
待
に
当
た
る
。
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
が
終
わ
る

と
、
食
事
会
や
反
省
会
を
持
ち
、
旧
交
を
温
め
集
合
写
真

に
納
ま
る
。
新
し
い
恒
例
の
お
祭
り
に
な
っ
て
い
る
。

　

草
取
り
な
ど
、
コ
ー
ス
の
整
備
作
業
は
多
く
の
人
手
が

必
要
だ
が
、
地
区
は
高
齢
化
が
進
み
人
手
が
す
っ
か
り
少

な
く
な
っ
た
。
７
年
前
か
ら
は
ウ
ォ
ー
ク
参
加
者
に
も
協

力
を
呼
び
か
け
、
今
で
は
30
名
余
り
が
事
前
に
作
業
を
手

伝
っ
て
く
れ
て
い
る
。
明
る
い
見
通
し
が
見
え
て
き
た
。

◆◆  

歴
史
学
習
や
史
跡
確
認
調
査
も

◆

　

一
方
、
金
山
史
講
演
会
、
観
光

客
な
ど
へ
の
説
明
や
案
内
に
備
え

た
研
修
会
、
史
跡
調
査
法
の
研
修

な
ど
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

ま
た
行
政
と
協
力
し
、
史
跡
地

図
・
説
明
板
・
道
標
識
を
設
置
す
る

と
と
も
に
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
歴

史
史
跡
の
冊
子
も
作
成
し
、
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
や
案
内
、
研
修
等
で
活
用

し
て
い
る
。

　

古
く
か
ら
の
家
庭
行
事
や
衣
食

文
化
を
記
録
し
た
「
山
ヶ
野
の
正
月

と
お
盆
」
と
い
う
絵
巻
物
も
作
成
、

収
集
し
た
民
具
と
と
も
に
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
コ
ー
ス
の
随
所
に
展
示
し

て
い
る
。
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
で
神
舞
を
上
演
す
る
こ
と

で
、
こ
う
し
た
文
化
の
保
存
・
継
承
に
も
役
立
っ
て
い
る
。

◆◆  

成
果
と
今
後
の
課
題

◆
　

こ
う
し
た
「
山
ヶ
野
金
山
文
化
財
保
護
活
用
実
行
委
員

会
」
や
地
元
住
民
の
活
動
に
よ
っ
て
大
き
な
成
果
も
生
ま

れ
つ
つ
あ
る
。

　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
の
参
加
者
が
県
内
外
に
広
が
り
、

山
ヶ
野
金
山
を
広
く
知
っ
て
も
ら
う
よ
う
に
な
っ
た
ほ

か
、
こ
の
催
し
を
通
し
て
地
域
が
活
性
化
し
、
ま
と
ま
り

が
出
て
き
た
。
ま
た
大
会
を
機
に
、帰
省
す
る
人
も
あ
り
、

地
元
住
民
と
旧
交
を
温
め
る
場
に
な
っ
て
い
る
。

　
「
六
月
灯
」
や
「
や
け
に
わ
講
」
と
い
っ
た
地
域
行
事

も
見
直
さ
れ
、
神
舞
の
保
存
も
継
続
さ
れ
て
い
る
。

　

中
学
生
の
ガ
イ
ド
は
有
意
義
な
郷
土
教
育
と
な
り
，
次

世
代
に
文
化
財
を
継
承
す
る
望
み
も
持
て
る
。
小
学
生
の

参
加
は
何
よ
り
行
事
を
明
る
く
し
て
い
る
。

　

今
後
は
さ
ら
に
①
文
化
財
の
保
護
活
用
に
当
た
り
行
政

と
の
協
働
を
推
進
し
、
隣
町
と
の
連
携
も
進
め
る
②
実
行

委
員
会
の
組
織
活
性
化
や
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
参
加
者
の
受

け
入
れ
拡
大
を
図
る—

こ
と
な
ど
も
検
討
し
て
い
る
。

　

こ
の
ほ
か
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
参
加
し
た
史
跡
・
石
垣

調
査
、「
金
山
史
跡
を
学
ぶ
」
学
術
的
集
い
、
指
定
文
化

財
へ
の
働
き
か
け
、
自
然
環
境
の
活
用
も
企
画
し
た
い
と

考
え
て
い
る
。

  

過
疎
化
・
高
齢
化
は
依
然
と
し
て
厳
し
く
、
課
題
も
山

積
み
さ
れ
て
い
る
。
今
後
は
広
く
市
全
域
に
働
き
か
け
、

山
ヶ
野
金
山
の
市
や
県
の
史
跡
指
定
を
め
ざ
し
、
引
き
続

き
「
金
山
地
域
の
歴
史
と
人
が
息
吹
く
地
域
お
こ
し
」
を

続
け
た
い
。
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地
域
女
性
の
「
美
人
茶
屋
」。
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
参
加
者
を
お
茶
で
お
も
て
な
し

安
良
神
社
の
神
舞



　  

世
界
遺
産
登
録
に
沸
く
地
元.
群
馬

　

本
年
６
月
に
カ
タ
ー
ル
の
首
都
ド
ー
ハ
で
開
か
れ
た
第

38
回
ユ
ネ
ス
コ
世
界
遺
産
委
員
会
で
、「
富
岡
製
糸
場
と

絹
産
業
遺
産
群
」の
世
界
遺
産
登
録
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

日
本
で
18
件
目
の
世
界
遺
産
で
あ
り
、
近
代
の
産
業
遺
産

と
し
て
は
国
内
で
初
め
て
の
登
録
で
す
。
登
録
の
審
議
に

お
い
て
は
、
多
く
の
委
員
国
の
代
表
か
ら
賞
賛
の
言
葉
を

い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。資
産
の
あ
る
地
元
で
は
、

登
録
の
決
定
前
か
ら
県
内
外
の
多
く
の
方
々
が
訪
れ
る
よ

う
に
な
り
、
賑
わ
い
を
見
せ
て
い
ま
す
。

  

世
界
遺
産
と
し
て
の
価
値

　
「
富
岡
製
糸
場
と
絹
産
業
遺
産
群
」
の
世
界
遺
産
と
し

て
の
価
値
は
、
高
品
質
な
生
糸
の
大
量
生
産
を
実
現
し
た

「
技
術
革
新
」
と
、
日
本
と
世
界
と
の
間
の
「
技
術
交
流
」

に
あ
り
ま
す
。

　

日
本
は
20
世
紀
の
初
め
に
は
世
界
一
の
生
糸
輸
出
国
と

な
り
、
１
９
３
０
年
代
に
は
世
界
の
生
糸
輸
出
量
の
80
％

を
日
本
製
が
占
め
る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。
日
本
が
開
発

し
た
生
糸
の
大
量
生
産
技
術
は
、
生
産
量
が
限
ら
れ
一
部

の
特
権
階
級
の
も
の
で
あ
っ
た
絹
を
世
界
中
の
人
々
に
広

め
、
そ
の
生
活
や
文
化
を
さ
ら
に
豊
か
な
も
の
に
変
え
ま

し
た
。
富
岡
製
糸
場
と
養
蚕
に
関
わ
る
資
産
の
田
島
弥
平

旧
宅
、
高
山
社
跡
、
荒
船
風
穴
は
、
そ
の
こ
と
を
今
に
伝

え
る
証
な
の
で
す
。

  
四
つ
の
構
成
資
産

　

そ
れ
で
は
四
つ
の
資
産
を
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

　

富
岡
製
糸
場
は
、
明
治
５
（
１
８
７
２
）
年
に
創
ら
れ

た
日
本
初
の
本
格
的
製
糸
工
場
で
す
。
蒸
気
機
関
や
フ
ラ

ン
ス
式
繰
糸
器
な
ど
の
西
欧
技
術
が
導
入
さ
れ
、
こ
こ
か

ら
全
国
に
器
械
製
糸
技
術
が
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。
そ
し
て

昭
和
62
（
１
９
８
７
）
年
に
操
業
を
停
止
す
る
ま
で
、
常

に
製
糸
技
術
開
発
の
最
先
端
で
あ
り
続
け
た
の
で
す
。
富

岡
製
糸
場
に
は
和
洋
技
術
を
混
交
し
て
建
て
ら
れ
た
木
骨

レ
ン
ガ
造
の
繰
糸
場
や
繭
倉
庫
な
ど
が
残
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

田
島
弥
平
旧
宅
は
、通
風
を
重
視
し
た
蚕
の
飼
育
法「
清

涼
育
」
を
大
成
し
た
田
島
弥
平
が
、文
久
３
（
１
８
６
３
）

年
に
建
て
た
住
居
兼
蚕
室
で
、
初
め
て
屋
根
に
換
気
用
の

越
屋
根
が
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
瓦
屋
根
に
換
気
設
備
を
取

り
付
け
た
こ
の
建
物
は
、
近
代
養
蚕
農
家
の
原
型
と
な
り

ま
し
た
。

　

高
山
社
跡
は
、
高
山
長
五
郎
が
確
立
し
た
「
清
温
育
」

と
い
う
通
風
と
温
度
管
理
を
調
和
さ
せ
た
蚕
の
飼
育
法
を

教
え
る
養
蚕
教
育
機
関
高
山
社
の
発
祥
の
地
で
す
。
高
山

社
に
は
日
本
全
国
の
み
な
ら
ず
、
中
国
や
朝
鮮
半
島
か
ら

も
生
徒
が
集
ま
り
、「
清
温
育
」
は
全
国
標
準
の
養
蚕
法

と
な
り
ま
し
た
。

　

荒
船
風
穴
は
、
岩
の
隙
間
か
ら
吹
き
出
す
冷
風
を
利
用

し
た
国
内
最
大
規
模
の
蚕
種
（
蚕
の
卵
）
の
貯
蔵
施
設
で

す
。
冷
蔵
技
術
を
活
か
し
、
孵
化
の
時
期
を
調
節
す
る
こ

と
に
よ
り
、
当
時
年
１
回
だ
っ
た
養
蚕
を
複
数
回
可
能
に

し
、
繭
の
増
産
に
貢
献
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
資
産
は
相
互
に
連
携
し
、
技
術
の
交
流
を
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〜
日
本
で
18
件
目
、
近
代
の
産
業
遺
産
で
は
初
〜井

上
　
昌
美

群
馬
県
企
画
部
世
界
遺
産
推
進
課
地
域
連
携
係
長

「
富
岡
製
糸
場
と
絹
産
業
遺
産
群
」が
世
界
遺
産
に

富岡製糸場（富岡市）



行
っ
て
い
ま
し
た
。
特
に
富
岡
製
糸
場
が
良
質
な
繭
を
大

量
に
確
保
す
る
た
め
に
行
っ
た
繭
の
改
良
運
動
の
際
に

は
、
３
資
産
が
大
き
な
役
割
を
果
た
し
ま
し
た
。

  
登
録
に
至
る
取
り
組
み

　

富
岡
製
糸
場
を
世
界
遺
産
に
登
録
し
よ
う
と
い
う
取
り

組
み
は
、
平
成
15
（
２
０
０
３
）
年
に
始
ま
り
ま
し
た
。

平
成
19
（
２
０
０
７
）
年
に
は
「
富
岡
製
糸
場
と
絹
産
業

遺
産
群
」
が
世
界
遺
産
暫
定
一
覧
表
に
記
載
さ
れ
、
平
成

25
（
２
０
１
３
）
年
1
月
に
日
本
政
府
か
ら
ユ
ネ
ス
コ
に

推
薦
書
が
提
出
さ
れ
た
の
で
す
。
こ
の
間
、
文
化
庁
・
群

馬
県
・
関
係
市
町
が
協
力
し
資
産
の
調
査
研
究
を
行
い
、

学
術
委
員
会
で
議
論
を
重
ね
ま
し
た
。
世
界
遺
産
登
録
は

10
年
を
超
え
る
一
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
世
界
遺
産
登
録
に
は
県
民
団
体
も
重
要
な
役
割
を

果
た
し
て
い
ま
す
。
登
録
運
動
が
始
ま
っ
た
当
初
は
、
理

解
者
は
決
し
て
多
く
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
よ
う

な
中
で
、
世
界
遺
産
登
録
を
応
援
し
て
く
れ
る
県
民
団
体

が
複
数
立
ち
上
が
り
、
世
界
遺
産
や
個
々
の
資
産
の
価
値

を
伝
え
る
解
説
活
動
を
支
え
て
く
れ
た
の
で
す
。
そ
の
丁

寧
な
解
説
に
よ
り
、「
富
岡
製
糸
場
と
絹
産
業
遺
産
群
」
へ

の
理
解
が
深
ま
り
、
応
援
の
輪
が
広
が
っ
て
い
き
ま
し
た
。

  

﹁
ぐ
ん
ま
絹
遺
産
﹂
の
登
録
制
度

　

ま
た
、
世
界
遺
産
の
登
録
運
動
と
並
行
し
て
、
県
で
は

「
ぐ
ん
ま
絹
遺
産
」
の
登
録
制
度
を
は
じ
め
ま
し
た
。
群

馬
県
は
江
戸
時
代
か
ら
絹
産
業
が
盛
ん
な
地
域
で
、養
蚕
・

製
糸
・
織
物
・
そ
の
流
通
に
関
わ
る
建
物
や
史
跡
、
民
俗

芸
能
な
ど
数
多
く
の
絹
遺
産
が
各
地
に
残
っ
て
お
り
、
現

在
も
養
蚕
・
製
糸
・
織
物
の
産
業
が
脈
々
と
受
け
継
が
れ

て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
絹
遺
産
を
誇
る
べ
き
も
の
と
し
て

世
界
遺
産
と
同
様
に
保
存
し
活
用
し
て
い
こ
う
と
考
え
た

の
で
す
。「
ぐ
ん
ま
絹
遺
産
」
は
現
在
ま
で
に
84
件
が
登

録
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

日
本
中
で
絹
産
業
が
盛
ん
だ
っ
た
明
治
か
ら
昭
和
に
か

け
て
、
多
く
の
人
々
が
そ
れ
ら
の
産
業
に
従
事
し
て
い
ま

し
た
。
そ
の
努
力
が
結
集
し
日
本
の
生
糸
が
世
界
一
と

な
っ
た
の
で
す
。
各
地
に
残
る
絹
遺
産
は
私
た
ち
の
身
近

な
諸
先
輩
方
の
努
力
を
伝
え
る
も
の
で
あ
り
、
さ
ら
に
そ

れ
を
世
界
に
伝
え
る
代
表
と
し
て
「
富
岡
製
糸
場
と
絹
産

業
遺
産
群
」
が
あ
る
の
で
す
。

  

今
後
の
取
り
組
み—

絹
文
化
の
継
承

　

世
界
遺
産
登
録
が
決
定
し
て
以
降
、
富
岡
製
糸
場
を
は

じ
め
各
資
産
で
は
来
訪
者
が
さ
ら
に
増
加
し
、
日
本
中
の

人
々
の
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。
よ
く
言
わ
れ
る
こ
と
で

す
が
、
世
界
遺
産
登
録
は
ゴ
ー
ル
で
は
な
く
、
そ
の
保
存
・

活
用
に
向
け
た
新
た
な
ス
タ
ー
ト
で
す
。「
富
岡
製
糸
場

と
絹
産
業
遺
産
群
」
を
後
世
に
伝
え
る
た
め
に
は
、
世
界

遺
産
登
録
に
よ
る
今
の
関
心
の
高
さ
を
い
か
に
持
続
さ
せ

る
か
が
重
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
、
世
界
遺
産
「
富
岡
製
糸
場
と
絹
産
業
遺

産
群
」
と
「
ぐ
ん
ま
絹
遺
産
」
を
う
ま
く
連
携
さ
せ
、
群

馬
県
は
「
絹
の
国
」
で
あ
る
と
、
多
く
の
人
々
に
認
知
し

て
い
た
だ
く
た
め
の
取
り
組
み
を
始
め
て
い
ま
す
。
身
近

に
世
界
に
誇
れ
る
絹
文
化
が
あ
る
こ
と
を
知
り
、
地
域
に

愛
着
と
誇
り
を
も
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
、
世
界
遺
産
の
継

承
と
魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り
に
つ
な
が
る
と
考
え
る
か
ら

で
す
。
そ
し
て
願
わ
く
は
、
全
国
各
地
の
絹
遺
産
と
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
つ
く
り
、
共
に
日
本
の
絹
文
化
を
後
世
に
伝

え
る
取
り
組
み
が
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
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高山社跡（藤岡市）

田島弥平旧宅（伊勢崎市）

荒船風穴（下仁田町）
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私
は
平
成
３
年
に
、
町
職
員
と
し
て
公
務
で
東
京
へ
出
か
け
る

こ
と
な
ど
殆
（
ほ
と
ん
）
ど
無
か
っ
た
当
時
、
２
泊
３
日
年
６
回

の
東
京
研
修
（
講
師
は
在
京
の
一
流
大
学
の
先
生
方
）
と
海
外
研

修
も
あ
る
「
全
国
地
域
リ
ー
ダ
ー
養
成
塾
」
第
３
期
生
と
し
て
幸

運
に
も
派
遣
・
参
加
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
多
額
の
派
遣
費
用

も
か
か
る
こ
の
研
修
に
私
の
派
遣
を
決
め
て
い
た
だ
い
た
上
司
の

方
々
や
、
当
時
の
田
口
町
長
に
は
心
か
ら
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　

当
時
は
ふ
る
さ
と
創
生
事
業
「
ふ
る
さ
と
創
生
１
億
円
」
効
果

で
、
全
国
で
町
お
こ
し
が
求
め
ら
れ
ま
し
た
。
全
国
一
律
の
町
お

こ
し
が
行
わ
れ
る
中
で
、
主
任
講
師
の
法
政
大
学
教
授
清
成
忠
男

先
生（
後
に
総
長
）が
、「
ワ
イ
ン
は
ド
イ
ツ
、フ
ラ
ン
ス
産
に
限
る
。

日
本
中
で
変
な
ワ
イ
ン
を
造
っ
て
、
人
に
押
し
付
け
る
。
村
お
こ

し
三
種
の
神
器『
み
そ
』『
つ
け
も
の
』『
ワ
イ
ン
』で
は
ダ
メ
だ
！
」

と
言
わ
れ
た
こ
と
が
強
く
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。

　

ゼ
ミ
で
は
東
京
女
子
大
学
教
授
（
故
）
伊
藤
善
市
先
生
に
ご
指

導
い
た
だ
き
ま
し
た
。
伊
藤
先
生
に
は
ご
自
宅
ま
で
ご
招
待
を
い

た
だ
き
、
奥
様
の
手
料
理
で
一
杯
飲
ん
だ
こ
と
は
今
も
忘
れ
ま
せ

ん
。

　

海
外
研
修
で
は
、
初
め
て
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
旅
を
経
験
で
き
ま

し
た
。
引
率
は
リ
ー
ダ
ー
塾
塾
長
（
東
京
工
業
大
学
教
授
）
阿
部

統
先
生
が
行
わ
れ
、
ロ
ン
ド
ン
、
オ
ス
ロ
、
ド
イ
ツ
ロ
マ
ン
チ
ッ

ク
街
道
、ス
イ
ス
、イ
タ
リ
ア（
ミ
ラ
ノ
大
聖
堂
）、フ
ラ
ン
ス（
ル
ー

ブ
ル
美
術
館
）
を
観
光
で
は
な
く
、
要
所
で
阿
部
先
生
の
手
配
さ

れ
た
方
々
か
ら
説
明
が
聞
け
る
と
い
う
一
般
の
旅
行
で
は
絶
対
で

き
な
い
充
実
し
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
研
修
で
し
た
。
特
に
ド
イ
ツ
で
は

日
本
人
と
し
て
心
か
ら
歓
迎
し
て
も
ら
っ
て
い
る
印
象
を
持
ち
ま

し
た
。
阿
部
先
生
に
は
ス
イ
ス
の
ル
ツ
ェ
ル
ン
の
瀕
死
の
ラ
イ
オ

ン
の
碑
の
前
で
い
ろ
い
ろ
と
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
阿
部
先

生
は
元
気
で
お
ら
れ
90
歳
を
超
え
ら
れ
ま
し
た
が
、
私
は
時
々
ご

自
宅
を
尋
ね
、
今
で
も
相
談
を
聞
い
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

私
は
白
川
町
で
、
町
お
こ
し
の
た
め
の
ク
オ
ー
レ
塾
の
事
務
局

を
担
当
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
当
時
の
塾
生
は
そ
う
そ
う
た
る
メ

ン
バ
ー
で
、
今
で
も
「
せ
せ
ら
ぎ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
と
し
て
活
躍

し
て
い
ま
す
。
年
間
10
回
程
度
の
研
修
と
国
内
旅
行
を
行
う
も
の

で
し
た
。
塾
長
は
あ
さ
ま
山
荘
事
件
で
も
活
躍
さ
れ
た
聖
心
女
子

大
学
教
授
（
故
）
島
田
一
男
先
生
で
、
ク
オ
ー
レ
と
い
う
言
葉
も

先
生
に
付
け
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

今
も
白
川
町
の
町
お
こ
し
の
拠
点
の
一
つ
で
す
が
、
当
時
の
大

正
河
原
キ
ャ
ン
プ
場
を
ふ
る
さ
と
創
生
資
金
で
コ
テ
ー
ジ
村
、
観

光
道
路
、
イ
タ
リ
ア
館
、
ク
オ
ー
レ
の
森
な
ど
大
投
資
を
行
い
、

全
体
の
名
前
を
「
ク
オ
ー
レ
ふ
れ
あ
い
の
里
」
と
し
、
私
は
初
代

事
務
局
長
で
が
ん
ば
り
ま
し
た
。
ま
わ
り
か
ら
は
武
家
の
商
法
で

す
ぐ
つ
ぶ
れ
る
な
ど
と
揶
揄
（
や
ゆ
）
さ
れ
ま
し
た
が
、
残
念
な

が
ら
今
も
し
っ
か
り
白
川
町
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
ま
す
。

　

リ
ー
ダ
ー
塾
卒
塾
後
、
ク
オ
ー
レ
ふ
れ
あ
い
の
里
事
務
局
長
等

を
終
え
、
平
成
９
年
９
月
に
47
歳
で
白
川
町
長
に
就
任
し
、
４
期

16
年
間
を
や
っ
と
勤
め
昨
年
９
月
退
任
し
ま
し
た
。
今
、
64
歳
に

な
り
老
人
の
仲
間
に
入
り
ま
し
た
。
若
い
時
に
、
老
人
に
頑
張
っ

て
も
ら
い
町
お
こ
し
を
と
言
っ
て
き
ま
し
た
が
、
い
ざ
自
分
が
老

人
に
な
る
と
な
か
な
か
思
う
よ
う
に
な
り
ま
せ
ん
。
お
そ
ら
く
老

人
に
は
、
強
い
老
人
と
弱
い
老
人
が
あ
り
、
元
気
な
老
人
に
は
活

躍
し
て
も
ら
う
の
で
す
が
、
社
会
保
障
、
医
療
、
年
金
の
問
題
で
、

弱
い
老
人
を
ど
こ
ま
で
見
守
る
の
か
が
、
こ
れ
か
ら
の
課
題
だ
と

思
い
ま
す
。

　

地
域
リ
ー
ダ
ー
養
成
塾
に
は
、
町
長
就
任
以
来
、
毎
年
研
修
生

を
送
る
こ
と
が
で
き
、
白
川
町
役
場
に
は
現
在
17
名
の
修
了
生
が

い
ま
す
。
当
地
は
、
日
本
一
の
町
お
こ
し
・
村
づ
く
り
そ
し
て
、

日
本
づ
く
り
の
第
一
人
者
で
あ
る
現
在
の
リ
ー
ダ
ー
塾
塾
長
（
東

京
大
学
名
誉
教
授
）
大
森
彌
先
生
に
大
変
お
世
話
に
な
っ
て
い
ま

す
。
人
と
人
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、そ
し
て
「
一
杯
飲
も
ま
い
か
」

の
仲
間
は
本
当
に
大
切
な
人
だ
と
思
う
こ
の
ご
ろ
で
す
。
全
国
の

修
了
生
の
皆
さ
ん
、
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
。

今井良博

リーダー塾修了者エッセー

●元岐阜県白川町長

全国地域リーダー養成塾に
育てられて
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再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
を
促
進

　

神
奈
川
県
で
は
、
平
成
23
年
３
月
に
発

生
し
た
東
日
本
大
震
災
に
お
け
る
原
子
力

発
電
所
事
故
に
よ
る
電
力
需
給
の
逼
迫
を

受
け
、「
か
な
が
わ
ス
マ
ー
ト
エ
ネ
ル
ギ
ー

構
想
」
を
提
唱
し
、平
成
25
年
７
月
に
は
、

「
神
奈
川
県
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導

入
等
の
促
進
に
関
す
る
条
例
」
を
制
定
、

同
条
例
に
基
づ
く
計
画
と
し
て
、「
か
な

が
わ
ス
マ
ー
ト
エ
ネ
ル
ギ
ー
計
画
」
を
策

定
し
ま
し
た
。

　

本
計
画
で
は
ス
マ
ー
ト
エ
ネ
ル
ギ
ー
構

想
で
掲
げ
た
「
原
子
力
に
過
度
に
依
存
し

な
い
」、「
環
境
に
配
慮
す
る
」、「
地
産
地
消

を
推
進
す
る
」
と
い
う
三
つ
の
原
則
を
踏

襲
し
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
拡

大
を
図
っ
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
本
県
で
は
、
地
域
的
偏

在
や
設
置
場
所
の
制
約
が
少
な
い
「
太
陽

光
発
電
」
の
普
及
が
最
も
有
望
視
さ
れ
る

こ
と
か
ら
、
そ
の
普
及
に
重
点
的
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　　

複
数
住
宅
の
「
屋
根
貸
し
」
に
よ
る

　

太
陽
光
発
電
設
備
設
置
事
業

　
　

⑴ 

経
緯

　

メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
の
適
地
が
少
な
い
本
県

に
お
い
て
太
陽
光
発
電
の
普
及
を
図
る
た

め
に
は
、
住
宅
や
工
場
等
へ
の
太
陽
光
パ

ネ
ル
の
設
置
を
拡
大
す
る
こ
と
が
重
要
に

な
り
ま
す
。そ
こ
で
、県
民
の
皆
様
に
リ
ー

ズ
ナ
ブ
ル
な
価
格
で
太
陽
光
発
電
設
備
を

設
置
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
事
業
者
か
ら

一
定
の
要
件
を
満
た
す
太
陽
光
発
電
設
備

設
置
プ
ラ
ン
を
募
集
し
紹
介
す
る
「
か
な

が
わ
ソ
ー
ラ
ー
バ
ン
ク
シ
ス
テ
ム
」
等
の

施
策
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
依
然
と
し
て
初
期
投
資
が
必

要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
初
期
投
資
が
不
要

な
「
屋
根
貸
し
」
方
式
に
よ
る
太
陽
光
発

電
事
業
の
普
及
に
取
り
組
む
こ
と
に
し
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
施
設
所
有
者
が
、
発
電

事
業
者
に
屋
根
を
貸
し
、
発
電
事
業
者
が

自
己
の
費
用
と
責
任
に
お
い
て
太
陽
光
発

電
設
備
を
設
置
し
、
賃
料
を
払
う
と
い
う

ス
キ
ー
ム
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
県
有
施
設
に
お
け
る
「
屋

根
貸
し
」
を
皮
切
り
に
、
民
間
の
事
業
所

や
工
場
に
お
け
る
「
屋
根
貸
し
」
普
及
施

策
（「
屋
根
貸
し
」
マ
ッ
チ
ン
グ
事
業
）

を
展
開
し
て
き
ま
し
た
が
、
こ
の
取
り
組

み
を
住
宅
に
広
げ
た
も
の
が
、「
複
数
住

宅
の
『
屋
根
貸
し
』
に
よ
る
太
陽
光
発
電

事
業
」
で
す
。

　
　

⑵ 

事
業
の
概
要

　

住
宅
に
お
け
る
太
陽
光
発
電
設
備
の
平

均
的
発
電
出
力
は
４
㌔
㍗
程
度
で
あ
る
た

め
、全
量
売
電
が
前
提
と
な
る「
屋
根
貸
し
」

を
実
施
す
る
た
め
に
は
、
複
数
の
住
宅
に

設
置
し
、
10
㌔
㍗
以
上
に
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
発
電
事
業
の
採
算
性
を

確
保
す
る
た
め
に
は
、
特
定
の
地
域
に
集

中
的
に
設
置
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
本
事
業
で
は
、
ま
ず
、
集
中

的
に
設
置
す
る
地
域
を
公
募
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
住
民
の
方
に
、
よ
り
魅
力
的
な

「
屋
根
貸
し
」
プ
ラ
ン
を
提
供
す
る
た
め
、

プ
ラ
ン
を
公
募
す
る
と
と
も
に
、
採
択
し

た
プ
ラ
ン
の
実
施
経
費
の
一
部
に
つ
い

て
、
補
助
金
（
上
限
１
４
０
０
万
円
、
50

戸
想
定
）を
支
出
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
実
施
地
域
に
つ
い
て
は
、

綾
瀬
市
早
川
城
山
住
宅
地
に
決
定
、ま
た
、

㈱
横
浜
環
境
デ
ザ
イ
ン
が
提
案
し
た
プ
ラ

ン
を
採
択
し
ま
し
た
。

　
　

⑶ 

プ
ラ
ン
概
要

　

採
択
し
た
プ
ラ
ン
の
概
要
は
表
の
と
お

り
で
す
。
住
民
の
方
は
三
つ
の
パ
タ
ー
ン

か
ら
選
ん
で
、
賃
貸
借
契
約
を
締
結
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
20
年
間
の
賃
貸
借
期
間
終
了
後

は
、
住
民
の
方
の
選
択
に
従
い
、
原
状
回

復
（
撤
去
）
又
は
発
電
設
備
の
無
償
譲
渡

が
な
さ
れ
ま
す
。

　　

今
後
の
展
開

　

今
後
、
実
施
地
域
に
お
い
て
プ
ラ
ン
の

普
及
を
図
り
、
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
と
し
て

成
り
立
つ
か
検
証
を
行
い
ま
す
。
補
助
金

が
な
く
と
も
十
分
に
成
り
立
つ
こ
と
が
検

証
で
き
た
場
合
、全
県
的
な
展
開
を
図
り
、

神
奈
川
か
ら
複
数
住
宅
の
「
屋
根
貸
し
」

に
よ
る
太
陽
光
発
電
事
業
の
普
及
を
図
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

TOPICS
トピックス

地域

特
定
地
域
の
住
宅
に
太
陽
光
パ
ネ
ル
を
集
中
設
置

〜
「
屋
根
貸
し
」
で
発
電
事
業
を
推
進
〜

神
奈
川
県
産
業
労
働
局

エ
ネ
ル
ギ
ー
部
地
域
エ
ネ
ル
ギ
ー
課
長

山
田
　
健
司

　【プランの概要】　　　※ (　　) 内の金額は、４ｋＷ設置した場合、　　　　　　　　　　　　　　　　　　住民が受け取る賃料等の推計額

契約締結時 賃貸借契約中の賃料 合　　計

パターン１
一時金（受け取り）
４万円×設備容量

(16万円程度 )

13年目～20年目
（８年間）

売電料の６割
(64万円程度 ) (80万円程度 )

パターン２
一部負担金（支払い）
６万円×設備容量
(△ 24万円程度 )

１年目～20年目
（20年間）

売電料の４割
(114万円程度 ) (90万円程度 )

パターン３
14年目～20年目

（７年間）
売電料の10割

(95万円程度 ) (95万円程度 )



　

は
じ
め
に

　

今
回
の
八
王
子
市
に
お
け
る
地
域
再
生

実
践
塾
に
お
い
て
は
、「
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
再
生
」
を
基
本
テ
ー
マ
と
し
て
、

市
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
実
践
事
例
を
紹
介
し

た
。
地
域
的
に
は
、
中
心
商
店
街
地
域
と

市
郊
外
の
住
宅
地
の
事
例
を
取
り
上
げ
、

ま
た
再
生
の
手
法
と
し
て
は
、①
町
会
型
、

②
Ｎ
Ｐ
Ｏ
型
、③
町
会
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
協
働
型
、

な
ど
に
よ
る
再
生
術
を
学
ん
で
い
た
だ
い

た
。
八
王
子
市
で
は
地
域
の
個
性
、
社
会

的
資
源
を
う
ま
く
活
用
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
生
活
動
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

　

第
１
日
目
：
特
別
講
演

　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

　

先
ず
、
行
政
の
立
場
か
ら
八
王
子
市
協

働
推
進
課
の
岩
崎
隆
浩
課
長
補
佐
が
同
市

に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
現
状
に
つ
い

て
講
演
。
こ
の
中
で
岩
崎
氏
は
、
市
制
施

行
か
ら
１
０
０
周
年
を
迎
え
よ
う
と
し
て

い
る
八
王
子
市
は
、
人
口
56
万
人
の
多
摩

地
区
の
中
核
都
市
で
、
21
の
大
学
を
抱
え

る
学
園
都
市
と
し
て
、
市
民
力
を
活
か
し

た
市
民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
に
力
を
い

れ
、
２
０
１
５
年
４
月
か
ら
中
核
市
に
移

行
す
る
と
説
明
し
た
。
町
会
は
５
６
４
団

体
、
加
入
率
は
61
・
36
％
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

の
数
も
２
７
４
団
体
と
多
摩
地
域
で
は
最

も
多
い
と
報
告
し
た
。

　
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
長
池
」
理
事

長
の
富
永
一
夫
氏
は
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
よ
る
ま

ち
づ
く
り
（
多
摩
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
）
〜
多

様
で
美
し
い
共
生
の
公
園
づ
く
り
〜
」
と

題
し
て
講
義
。
１
９
９
９
年
に
同
Ｎ
Ｐ
Ｏ

を
設
立
し
、
長
池
公
園
の
指
定
管
理
者
に

な
る
ま
で
の
経
緯
に
つ
い
て
説
明
。
同
Ｎ

Ｐ
Ｏ
が
「
人
組
」
→
「
地
域
組
」
→
「
多

摩
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
組
」
へ
と
進
化
を
遂
げ

て
い
る
こ
と
を
説
明
し
つ
つ
、
そ
の
過
程

で
、
ヒ
ト
、
モ
ノ
、
カ
ネ
、
情
報
の
多
様

性
を
確
保
す
る
こ
と
が
活
動
の
持
続
可
能

性
の
確
保
に
つ
な
が
る
と
強
調
し
た
。
ま

た
、
こ
の
春
か
ら
八
王
子
東
部
地
区
の

１
５
２
の
公
園
を
管
理
す
る
指
定
管
理
者

と
な
り
、
さ
ら
に
事
業
展
開
を
図
っ
て
い

る
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。

　

次
に
、
八
王
子
市
中
心
市
街
地
と
郊
外

住
宅
地
で
活
動
し
て
い
る
３
団
体
を
含
め

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
。

　

ト
ッ
プ
バ
ッ
タ
ー
と
し
て
中
心
市
街
地

で
女
性
靴
専
門
店
を
経
営
さ
れ
て
い
る
小

俣
能
範
氏
が
「
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
活
動

す
る
木
造
民
家
の
活
用
と
デ
ザ
イ
ン
会

社
『T

R
ICK
Y

』
に
つ
い
て
」
と
題
し

て
講
演
し
、
以
下
の
よ
う
な
報
告
を
行
っ

た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
八
王
子
駅
南
口
に

は
個
性
的
な
店
が
あ
る
が
、
商
店
街
を
形

成
し
て
い
な
か
っ
た
。
そ
の
一
角
の
空
き

家
を
拠
点
に
「
お
店
よ
ろ
し
塾
」
と
い
う

商
店
主
を
対
象
と
し
た
経
営
塾
を
経
営
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
田
中
正
國
氏
と
開
始
。

２
０
０
９
年
３
月
に
東
京
造
形
大
学
を
卒

業
し
た
中
村
文
子
さ
ん
の
デ
ザ
イ
ン
会
社

の
起
業
を
支
援
し
、「T

R
ICK
Y

」
が
誕

生
し
た
。
若
い
店
主
に
設
立
パ
ー
テ
ィ
ー

の
案
内
を
出
し
、
パ
ー
テ
ィ
ー
を
通
じ
て

デ
ザ
イ
ン
の
効
用
を
広
め
、
仕
事
に
つ
な

げ
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
。

　

東
日
本
大
震
災
後
は
飲
食
店
の
お
客
減

少
を
受
け
て
、ハ
ロ
ウ
ィ
ン
の
時
期
に「
個

性
あ
る
店
に
ピ
ッ
タ
リ
な
客
層
」
を
狙
い

撃
ち
す
る
「
ハ
ニ
ー
ズ
ガ
ー
デ
ン
」
を
企

画
し
た
。
店
内
で
ア
ー
ト
の
展
示
や
コ
ン

サ
ー
ト
を
行
い
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
集
ま

る
ま
ち
の
楽
し
さ
を
体
験
で
き
る
イ
ベ
ン

ト
は
活
性
化
の
効
果
が
大
き
い
と
報
告
し

た
。

　
「
き
よ
ぴ
ー
＆
と
ま
と
、Y

ou&
I

」
事

務
局
の
片
貝
剛
氏
は
清
川
町
の
住
宅
地
で

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
事
業
に
つ
い

て
報
告
。「
き
よ
ぴ
ー
」
と
い
う
地
域
団

体
と
配
食
サ
ー
ビ
ス
の
「
と
ま
と
」
が
合

流
。
①
配
食
サ
ー
ビ
ス
、
②
高
齢
者
の
生

き
が
い
づ
く
り
、
③
次
代
を
担
う
こ
ど
も

た
ち
の
支
援
を
柱
に
２
０
０
６
年
３
月
に

「
き
よ
ぴ
ー
＆
と
ま
と
」
と
し
て
活
動
を

開
始
し
た
。

　
「
必
要
な
こ
と
を
、
で
き
る
範
囲
で
、

で
き
る
と
き
に
や
る
」
を
合
言
葉
に
、
半

径
５
０
０
㍍
の
範
囲
を
対
象
と
し
て
活
動

を
展
開
。
配
食
サ
ー
ビ
ス
活
動
の
主
軸

で
あ
る
惣
菜
の
販
売
、
配
食
サ
ー
ビ
ス
、

サ
ロ
ン
活
動
に
は
、
主
婦
を
中
心
に
約

１
２
０
名
の
会
員
が
週
１
回
又
は
月
に
１

回
の
割
合
で
参
加
し
て
い
る
。

　

高
齢
者
支
援
で
は
、
閉
じ
こ
も
り
が
ち

な
高
齢
者
同
士
の
交
流
を
深
め
る
た
め
、

高
齢
者
に
関
係
の
あ
る
施
設
の
見
学
の
ほ

か
、「
地
域
あ
ん
し
ん
支
援
セ
ン
タ
ー
」

か
ら
講
師
を
招
い
て
の
講
習
会
や
健
康
体

操
な
ど
を
実
施
。
ま
た
思
い
出
の
レ
コ
ー

382014・８月号地域づくり

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
生

〜
八
王
子
市
の
中
心
市
街
地
と
郊
外
住
宅
地
か
ら
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
再
生
術
を
学
ぶ
〜

炭
谷
　
晃
男

大
妻
女
子
大
教
授

　

地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
で
は
、
地
域
再
生
の
担
い
手
と
な
る
人
材
の
養
成
を
目
的

と
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
地
域
再
生
実
践
塾
」
を
実
施
し
て
い
る
。
７
月
上
旬
に

東
京
都
八
王
子
市
で
開
催
さ
れ
た
今
年
度
第
１
回
実
践
塾
の
内
容
に
つ
い
て
、
主
任

講
師
の
炭
谷
晃
男
大
妻
女
子
大
教
授
に
ご
報
告
い
た
だ
い
た
。　
　
　
（
地
域
支
援
課
）

地
域
再
生
実
践
塾　

平
成
26
年
度
第
１
回　
　

東
京
都
八
王
子
市



ド
や
映
画
の
集
い
を
開
催
し
、
音
楽
を
聴

い
た
り
、
映
画
を
見
た
り
し
な
が
ら
お

し
ゃ
べ
り
す
る
こ
と
が
若
返
り
に
も
役

立
っ
て
い
る
と
い
う
。子
ど
も
支
援
で
は
、

川
遊
び
、
芋
ほ
り
、
和
風
凧
作
り
な
ど
を

年
に
５
回
実
施
。
子
ど
も
支
援
活
動
は
、

地
域
に
お
け
る
３
世
代
間
交
流
の
き
っ
か

け
に
も
な
っ
て
い
る
。

　

最
後
に
、
市
郊
外
に
位
置
す
る
川
口
町

の
唐
松
町
会
と「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
か
ら
ま
つ
」

に
つ
い
て
町
会
長
、
そ
し
て
Ｎ
Ｐ
Ｏ
理
事

長
で
も
あ
る
佐
藤
英
二
氏
が
町
会
と
Ｎ
Ｐ

Ｏ
活
動
の
連
携
に
つ
い
て
講
演
。
こ
の
中

で
同
氏
は
「
唐
松
町
会
は
、
50
年
の
歴
史

を
も
つ
町
会
（
世
帯
数
８
８
３
）
で
す
。

し
っ
か
り
と
し
た
町
会
が
あ
り
な
が
ら
Ｎ

Ｐ
Ｏ
活
動
を
は
じ
め
た
の
は
理
由
が
あ
り

ま
し
た
」
と
指
摘
し
た
う
え
で
、
次
の
よ

う
な
経
緯
を
説
明
し
た
。

　

そ
れ
に
よ
る
と
、
仕
事
を
持
つ
親
御
さ

ん
の
切
実
な
願
い
を
唐
松
町
会
が
受
け
止

め
、
昭
和
62
年
、
八
王
子
市
か
ら
補
助
金

を
受
け
、
民
設
民
営
の
自
主
学
童
ク
ラ
ブ

を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。「
地
域
の
子
ど
も

は
地
域
で
見
守
る
」。
こ
れ
が
モ
ッ
ト
ー

に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
後
、
市
は
学
童
保

育
所
の
公
設
化
を
基
本
と
し
た
指
定
管
理

者
制
度
を
導
入
し
た
。
自
主
学
童
ク
ラ
ブ

を
公
設
民
営
の
「
市
立
学
童
保
育
所
」
と

し
、
そ
の
運
営
を
受
託
す
る
た
め
に
は
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
を
設
立
す
る
こ
と
が
必
要
と

な
っ
た
。
こ
の
た
め
平
成
18
年
に
「
特
定

非
営
利
活
動
法
人
か
ら
ま
つ
」を
設
立
し
、

平
成
19
年
に
「
八
王
子
市
立
か
ら
ま
つ
学

童
保
育
所
」
の
指
定
管
理
者
と
し
て
受
託

す
る
に
至
っ
た
。

　

町
会
で
は
受
託
で
き
な
い
事
業
は
指
定

管
理
者
の
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
」
が
担
い
、
一

方
で｢

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人｣

は
、
町
会
組
織
の

協
力
を
得
て
事
業
を
行
う
。
お
互
い
の
組

織
が
支
え
合
い
、
補
完
し
合
う
関
係
に

な
っ
て
い
る
と
い
う
。
現
在
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
は

「
子
育
て
支
援
事
業
」
と
し
て
四
つ
の
学

童
保
育
所
、
つ
ど
い
の
広
場
事
業
、
放
課

後
子
ど
も
教
室
を
運
営
。「
思
い
や
り
事

業
部
」
は
高
齢
者
ふ
れ
あ
い
事
業
、
就
労

継
続
支
援
Ｂ
型
き
ず
な
工
房
か
ら
ま
つ
を

運
営
。「
施
設
管
理
事
業
部
」
で
は
斎
場

清
掃
、
施
設
・
家
事
支
援
事
業
を
行
っ
て

い
る
。

　

２
日
目
：
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
と

　

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

　

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
は
、
前
日
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
お
話
し
い
た
だ

い
た
、
①
中
心
市
街
地
の
デ
ザ
イ
ン
会
社

「T
RICK

Y

」、②
郊
外
住
宅
地
の
き
よ
ぴ
ー

＆
と
ま
と
、
③
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
か
ら
ま
つ
、

の
３
カ
所
を
３
台
の
バ
ス
に
分
乗
し
て
ト

ラ
イ
ア
ン
グ
ル
・
ツ
ア
ー
を
実
施
し
た
。

　

午
後
か
ら
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
は
、

２
日
間
に
わ
た
る
研
修
成
果
を
踏
ま
え

て
、
①
町
会
活
動
の
活
性
化
、
②
Ｎ
Ｐ
Ｏ

活
動
の
活
性
化
、
③
町
会
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動

の
連
携
、の
三
つ
の
テ
ー
マ
に
分
か
れ
て
、

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
行
い
、
そ
の
成
果
を

発
表
し
て
い
た
だ
い
た
。

　　

お
わ
り
に

　
「
人
と
ひ
と
、
人
と
自
然
が
響
き
合
い
、

み
ん
な
で
幸
せ
を
紡
ぐ
ま
ち
八
王
子
」
の

市
民
力
を
活
か
し
た
市
民
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
の
一
端
を
ご
紹
介
し
た
。
今
回
の
セ

ミ
ナ
ー
が
、
少
し
で
も
皆
様
の
お
役
に
立

て
ば
と
願
い
つ
つ
、
ヒ
ト
、
モ
ノ
、
カ

ネ
、
情
報
と
い
う
地
域
資
源
を
う
ま
く
生

か
し
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
生
に
取

り
組
ん
で
お
ら
れ
る
皆
さ
ん
に
エ
ー
ル
を

送
り
た
い
と
強
く
思
っ
て
い
る
。
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平成26年度第１回　地域再生実践塾の概要

＜日　程＞
第１日　平成 26 年 7 月 3 日（木）
　Lecture 1　「総論・問題提起」 
			   主任講師：大妻女子大学社会情報学部教授　   炭谷　晃男 氏
　Lecture 2　「八王子市におけるコミュニティの現状」　
			   特別講師：八王子市協働推進課課長補佐兼主査　岩崎　隆浩 氏
　Lecture 3　「NPO によるまちづくり（多摩ニュータウン）」
			   特別講師：特定非営利活動法人 NPO フュージョン長池		
					                     理事長　富永　一夫 氏
　Lecture 4　パネルディスカッション「コミュニティ再生のための地域経営」
			   【コーディネーター】
			   　炭谷　晃男 氏
			   【パネリスト】
			   　富永　一夫 氏  （特定非営利活動法人 NPO フュージョン長池理事長）
			   　小俣　能範 氏（うさぎや株式会社代表取締役）
			   　片貝　 剛   氏（きよぴー＆とまと ,You&I 事務局）
			   　佐藤　英二 氏（特定非営利活動法人からまつ理事長）
　Lecture 5 「振り返り、まとめ、フィールドワーク説明」
			   主任講師：炭谷　晃男 氏
第２日　平成 26 年 7 月 4 日（金）
　	Field　Work　「活動現場の視察」　
	 　・配食サービス、子ども支援 　   （きよぴー＆とまと ,You&I）
	 　・学童保育から高齢者支援　 　　（特定非営利活動法人からまつ）
	 　・中心市街地の空き店舗の活用　 （有限責任事業組合トリッキー）
　	Group　Work 1　「視察結果のまとめ・意見交換」　　
			   主任講師：炭谷　晃男 氏
　	Group　Work 2　「グループ発表・講評」 
			   主任講師：炭谷　晃男 氏
			   「総括」
			   主任講師：炭谷　晃男 氏

フィールドワークの様子（トリッキー） グループワークの様子



　

豊
か
な
自
然
と

　

便
利
な
交
通
ア
ク
セ
ス

　

和
歌
山
県
の
玄
関
口
に
位
置
す
る
和
歌

山
市
東
部
の
山
東
（
さ
ん
ど
う
）
地
域
は
、

自
然
豊
か
な
里
山
と
良
好
な
住
環
境
、
伊

太
祁
曽
（
い
た
き
そ
）
神
社
を
は
じ
め
と

す
る
由
緒
あ
る
神
社
仏
閣
、
家
族
で
自
然

に
触
れ
合
う
こ
と
の
で
き
る
「
四
季
の
郷

公
園
」
な
ど
を
有
す
る
地
域
で
あ
る
。
さ

ら
に
、
和
歌
山
市
の
東
西
を
貫
く
交
通
イ

ン
フ
ラ
と
し
て
「
た
ま
駅
長
」
で
有
名
な

和
歌
山
電
鉄
が
あ
り
、
Ｊ
Ｒ
和
歌
山
駅
に

直
結
。
こ
の
た
め
大
阪
や
関
西
空
港
へ
の

ア
ク
セ
ス
に
も
恵
ま
れ
て
い
る
。

　

和
歌
山
電
鉄
維
持
と
沿
線
の
活
性
化
、

　

大
き
な
課
題
に

　

近
年
、
和
歌
山
市
東
部
の
交
通
イ
ン
フ

ラ
の
大
き
な
要
で
あ
る
和
歌
山
電
鉄
貴
志

川
線
が
、
若
年
層
の
流
出
、
人
口
の
自
然

減
少
や
少
子
化
の
影
響
で
、
乗
車
人
数
が

伸
び
悩
み
、
存
続
の
危
機
に
陥
っ
た
。

　

こ
の
た
め
沿
線
住
民
は
鉄
道
フ
ァ
ン
の

掘
り
起
し
を
進
め
る
な
ど
存
続
運
動
を
展

開
。
こ
の
結
果
、「
た
ま
駅
長
」
や
「
い

ち
ご
電
車
・
お
も
ち
ゃ
電
車
・
た
ま
電
車
」

な
ど
の
ア
イ
デ
ア
も
生
ま
れ
、
今
で
は
有

名
な
地
域
鉄
道
と
し
て
海
外
か
ら
も
観
光

客
が
訪
れ
る
ま
で
に
な
っ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
和
歌
山
電
鉄
貴
志
川
線
の
経

営
は
安
定
し
た
軌
道
に
乗
っ
た
わ
け
で
は

な
く
、
今
後
も
地

域
の
人
口
減
少
が

続
く
こ
と
が
予
想

さ
れ
る
。
こ
う
し

た
こ
と
か
ら
、
和

歌
山
電
鉄
の
乗
客

増
加
や
沿
線
地
域

の
活
性
化
、
さ
ら

に
は
近
隣
他
府
県

に
住
む
人
々
か
ら

沿
線
一
帯
が
〝
プ

チ
ふ
る
さ
と
〟
と

し
て
認
知
さ
れ
る
よ
う
な
取
り
組
み
を
進

め
、
そ
れ
ら
が
相
乗
効
果
を
上
げ
る
よ
う

に
す
る
こ
と
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い

る
。

　

様
々
な
事
業
を
展
開

　
「
竹
燈
夜
」、コ
ス
モ
ス
、シ
シ
バ
ー
ガ
ー
も

　

そ
こ
で
、
平
成
25
年
度
に
一
般
財
団
法

人
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
の
助
成
事
業

「
移
住
・
交
流
に
よ
る
地
域
活
性
化
支
援

事
業
」
の
採
択
を
受
け
て
、
和
歌
山
電
鉄

沿
線
地
域
の
活
性
化
に
向
け
た
様
々
な
事

業
を
実
施
し
た
。

　

一
つ
目
の
事
業
は
「
竹
燈
夜in

四
季

の
郷
」
で
あ
る
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
和
歌
山
市
の
ラ
ン
ド

マ
ー
ク
の
一
つ
と
し
て
広
く
市
民
か
ら
親

し
ま
れ
て
い
る
「
四
季
の
郷
公
園
」
を
会

場
と
し
て
夏
に
実
施
し
た
。
駅
か
ら
会
場

ま
で
の
ア
ク
セ
ス
ロ
ー
ド
に
提
灯
１
０
０
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〜
和
歌
山
電
鉄
沿
線
の
活
性
化
で
多
彩
な
事
業
〜

移
住
・
交
流
推
進
支
援
事
業

（
和
歌
山
市
）

山
東
ま
ち
づ
く
り
会
会
長

湯
川
　
正
純

　
都
市
か
ら
地
方
へ
の
移
住
・
交
流
は
、
人
口
減
少
社
会
に
お
け
る
地
域
活
性
化
策

の
柱
と
し
て
期
待
さ
れ
る
。
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
で
は
、「
移
住
・
交
流
に
よ
る
地

域
活
性
化
支
援
事
業
」
と
し
て
、
地
域
団
体
も
し
く
は
市
町
村
等
が
自
主
的･

主
体

的
に
実
施
す
る
、
都
市
住
民
な
ど
を
受
け
入
れ
る
事
業
を
支
援
し
て
い
る
。
今
回
は

平
成
25
年
度
に
同
事
業
を
活
用
し
た
和
歌
山
市
の
取
り
組
み
を
「
山
東
ま
ち
づ
く
り

会
」
会
長
の
湯
川
正
純
氏
に
ご
紹
介
い
た
だ
い
た
。

（
企
画
・
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
務
課
）

魅
力
的
な
「
ふ
る
さ
と
体
験
」
を
提
供

竹燈夜。闇に浮かぶ竹燈籠の明かりは幻想
的な雰囲気を醸し出した
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個
を
吊
る
す
と
と
も
に
、
竹
燈
籠
１
万
個

と
、
子
供
達
が
絵
を
描
い
た
コ
ッ
プ
と

キ
ャ
ン
ド
ル
計
１
万
個
を
設
置
。
夕
暮
れ

と
と
も
に
灯
が
と
も
さ
れ
、
幻
想
的
な
空

間
が
つ
く
り
出
さ
れ
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
に
は
約
４
０
０
０
人
が

来
場
。
地
域
住
民
同
士
の
絆
が
深
ま
る
一

方
、
お
客
様
達
と
の
交
流
も
進
み
、
大
き

な
成
果
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。
今
後

も
「
和
歌
山
市
の
夏
祭
り
」
と
し
て
成
長

し
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

　

二
つ
目
の
事
業
は
「
コ
ス
モ
ス
の
植

栽
」。

　

和
歌
山
電
鉄
沿
線
で
は
、
耕
作
放
棄
地

が
顕
著
に
な
っ
て
き
て
い
る
た
め
、
コ
ス

モ
ス
を
植
え
、
乗
客
に
和
ん
で
も
ら
え
る

車
窓
か
ら
の
景
観
づ
く
り
を
行
っ
た
。

　

植
栽
の
た
め
に
７
月
ご
ろ
か
ら
県
内
の

小
中
学
校
で
種
か
ら
育
て
た
コ
ス
モ
ス

３
０
０
０
株
を
、
和
歌
山
電
鉄
と
並
行
に

流
れ
る
和
田
川
の
堤
防
約
６
０
０
㍍
に
植

栽
し
た
。
一
般
参
加
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や

地
区
住
民
が
一
緒
に
な
っ
て
作
業
に
あ
た

り
、
通
り
過
ぎ
る
電
車
に
笑
顔
で
手
を
振

り
な
が
ら
苗
を
植
え
て
い
っ
た
。
コ
ス
モ

ス
の
植
栽
作
業
を
通
じ
、
世
代
間
交
流
・

地
域
間
交
流
が
深
ま
り
、
参
加
者
か
ら
高

い
評
価
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

三
つ
目
は
「
案
山
子
（
か
か
し
）
め
ぐ

り
と
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
の
案
内
板
設

置
」
事
業
。

　

秋
の
収
穫
が
終
わ
っ
た
後
も
自
然
豊
か

な
里
山
の
散
策
を
楽
し
ん
で
も
ら
お
う

と
、「
案
山
子
づ
く
り
教
室
」
を
開
催
し
、

教
室
参
加
者
が
作
成
し
た
案
山
子
を
伊
太

祈
曽
駅
か
ら
四
季
の
郷
公
園
ま
で
約
２
㌔

の
沿
道
に
設
置
し
て
「
案
山
子
め
ぐ
り
」

コ
ー
ス
と
し
た
。

　

一
方
、
地
域
の
観
光
資
源
掘
り
起
こ
し

と
し
て
、
山
東
地
区
を
南
北
に
縦
貫
す
る

熊
野
古
道
の
ほ
か
、「
四
季
の
郷
公
園
」、

「
伊
太
祁
曽
神
社
」、「
足
神
神
社
」
と
い
っ

た
市
内
の
名
所
を
組
み
入
れ
た
ハ
イ
キ
ン

グ
コ
ー
ス
（
約
８
㌔
）
を
新
た
に
設
定
し
、

四
季
の
郷
公
園
に
案
内
板
を
設
置
し
た
。

多
く
の
住
民
か
ら
は
、「
地
元
に
新
た
な

魅
力
が
加
わ
り
、
ま
た
魅
力
の
再
発
見
に

も
つ
な
が
っ
た
」
と
好
評
を
得
て
い
る
。

　

四
つ
目
の
事
業
が
「
食
ブ
ラ
ン
ド
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
で
あ
る
。

　

和
歌
山
電
鉄
沿
線
、
と
り
わ
け
山
東
地

区
は
筍
（
た
け
の
こ
）
が
有
名
だ
。
気
候

が
温
暖
な
た
め
３
月
か
ら
出
荷
で
き
、
赤

土
で
育
っ
た
筍
は
柔
ら
か
く
お
い
し
い
と

評
判
だ
が
、
４
月
に
な
り
、
ほ
か
の
地
域

で
も
出
荷
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
価
格

が
維
持
で
き
な
く
な
り
加
工
品
へ
と
回
さ

れ
る
。

　

そ
う
し
た
加
工
品
に
一
工
夫
を
加
え
ブ

ラ
ン
ド
化
を
目
指
す
こ
と
に
し
、
創
作
レ

シ
ピ
作
り
を
計
４
回
開
催
。
地
元
産
品
の

特
徴
を
把
握
す
る
と
と
も
に
、
ほ
か
の
地

域
の
品
と
の
差
別
化
を
図
っ
た
。

　

こ
う
し
た
取
り
組
み
の
結
果
生
み
出
さ

れ
た
の
が
、
ご
当
地
バ
ー
ガ
ー
「
た
け
の

こ
ま
ん
シ
シ
バ
ー
ガ
ー
」
だ
。「
た
け
の

こ
ま
ん
」は
地
元
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
だ
が
、

筍
と
そ
の
天
敵
イ
ノ
シ
シ
の
肉
を
味
付
け

し
て
バ
ー
ガ
ー
で
閉
じ
込
め
、表
面
に「
た

け
の
こ
ま
ん
」
の
焼
印
を
押
し
、
ブ
ラ
ン

ド
の
証
と
し
た
。
イ
ノ
シ
シ
肉
の
食
べ
応

え
と
筍
の
食
感
、
ヘ
ル
シ
ー
さ
が
高
評
価

を
受
け
た
。

　
「
魅
力
あ
る
ふ
る
さ
と
」
を
創
生

　

リ
ピ
ー
タ
ー
確
保
め
ざ
す

　

今
回
の
移
住
・
交
流
事
業
を
通
し
て
感
じ

た
こ
と
は
、
観
光
は
視
覚
と
味
覚
を
競
う
こ

と
が
多
い
が
、
そ
れ
だ
け
だ
と
１
回
で
飽
き

ら
れ
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

五
感
を
通
し
た
体
験
、
参
加
し
て
得
た

感
動
は
思
い
出
と
し
て
長
続
き
し
、
も
う

一
度
「
プ
チ
ふ
る
さ
と
」
を
訪
ね
た
い
、

癒
さ
れ
た
い
と
の
思
い
が
リ
ピ
ー
タ
ー
と

な
り
、
ま
た
受
け
入
れ
る
地
域
は
誇
り
と

自
信
を
甦
ら
せ
る
。

　

こ
れ
か
ら
の
地
域
づ
く
り
は
、
来
訪
者

の
ニ
ー
ズ
を
く
む
こ
と
の
で
き
る
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
育
て
、
地
域
リ
ー
ダ
ー

の
も
と
「
魅
力
あ
る
ふ
る
さ
と
」
の
創
生

に
向
け
た
取
り
組
み
を
一
歩
ず
つ
進
め
て

い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　

そ
し
て
和
歌
山
電
鉄
沿
線
を
、
思
い
つ

け
ば
す
ぐ
に
行
け
る
「
プ
チ
ふ
る
さ
と
」

と
し
て
発
信
し
て
い
き
た
い
。

（上）たけのこまんシシバーガー
（左）山東まちづくり会　湯川正純会長

コスモスの植栽作業の様子



　

岩
手
県
久
慈
地
域
は
、
岩
手
県
沿
岸
北

部
の
久
慈
市
、
洋
野
町
、
野
田
村
、
普
代

村
の
１
市
１
町
２
村
か
ら
な
り
、
こ
の
一

帯
は
、
漁
業
の
盛
ん
な
地
域
で
あ
り
、
ウ

ニ
、
ア
ワ
ビ
、
ホ
ヤ
な
ど
を
は
じ
め
と
す

る
豊
富
な
海
の
幸
で
有
名
で
あ
る
。

　

太
平
洋
に
面
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、

海
洋
性
気
候
と
内
陸
性
気
候
の
両
方
の
特

徴
を
併
せ
持
つ
が
、
夏
は
ヤ
マ
セ
（
偏
東

風
）
の
影
響
を
受
け
る
こ
と
が
多
く
、
平

均
し
て
比
較
的
冷
涼
な
気
候
の
地
域
で
あ

る
。

　

今
回
は
こ
こ
久
慈
地
域
で
、
岩
手
県
や

久
慈
地
域
の
市
町
村
な
ど
の
行
政
区
の
壁

を
越
え
る
と
と
も
に
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な
ど

の
他
の
民
間
団
体
と
も
連
携
し
て
地
域
活

性
化
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
「
特
定

非
営
利
活
動
法
人　

や
ま
せ
デ
ザ
イ
ン
会

議
」
の
活
動
に
つ
い
て
、
事
務
局
長
の
川

代
明
寛
（
か
わ
だ
い
・
あ
き
ひ
ろ
）
氏
の

お
話
を
交
え
て
紹
介
す
る
。

　「
や
ま
せ
デ
ザ
イ
ン
会
議
」
の
設
立

　

や
ま
せ
デ
ザ
イ
ン
会
議
（
平
成
４
年
４

月
設
立
）
の
設
立
当
時
、
久
慈
青
年
会
議

所
で
は
、
40
歳
で
青
年
会
議
所
を
引
退
し

た
後
に
地
域
づ
く
り
に
関
わ
る
場
が
な

く
、
Ｏ
Ｂ
達
が
活
躍
で
き
る
場
が
求
め
ら

れ
て
い
た
。
一
方
で
、
同
青
年
会
議
所
で

は
広
域
連
携
を
模
索
し
て
い
た
と
い
う
。

　

そ
こ
で
同
青
年
会
議
所
の
会
員
や
Ｏ

Ｂ
、
そ
れ
に
久
慈
広
域
商
工
会
青
年
部
が

連
携
し
て
、
地
域
住
民
が
行
政
区
の
壁
を

越
え
、
地
域
の
活
性
化
を
め
ざ
す
「
や
ま

せ
デ
ザ
イ
ン
会
議
」
を
立
ち
上
げ
た
。
同

会
議
に
は
「
地
域
を
も
っ
と
元
気
に
し
た

い
！
」
と
の
熱
い
思
い
を
持
つ
多
く
の

人
々
が
参
加
し
た
。

　

こ
う
し
て
設
立
さ
れ
た
「
や
ま
せ
デ
ザ

イ
ン
会
議
」
の
特
色
は
、
そ
の
活
動
の
幅

が
広
い
こ
と
だ
。

　

一
つ
の
事
業
に
特
化
し
た
団
体
で
は
な

く
、
地
域
の
課
題
を
見
つ
け
出
し
、
地
域

住
民
で
議
論
し
解
決
す
る
団
体
で
あ
る
た

め
、
取
り
組
む
事
業
は
時
代
に
よ
り
変
化

が
あ
る
。
設
立
当
時
に
は
、
岩
手
県
北
部

に
空
港
を
造
ろ
う
と
取
り
組
ん
だ
り
、
協

働
に
力
を
入
れ
た
り
、
観
光
に
力
を
入
れ

た
時
期
が
あ
っ
た
り
と
、
そ
の
時
々
に
、

地
域
に
必
要
と
さ
れ
て
い
る
様
々
な
こ
と

に
柔
軟
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
現
在
で

は
、
そ
の
活
動
範
囲
は
さ
ら
に
広
が
り
を

見
せ
、
県
や
市
町
村
の
事
業
を
受
託
で
き

る
団
体
と
な
り
、
地
域
住
民
と
行
政
を
つ

な
ぐ
地
域
づ
く
り
団
体
と
し
て
、
な
く
て

は
な
ら
な
い
存
在
と
な
っ
て
い
る
。

　
震
災
復
興
な
ど
様
々
な
活
動
内
容

「
あ
ま
ち
ゃ
ん
」
ロ
ケ
地
ガ
イ
ド
も

　

や
ま
せ
デ
ザ
イ
ン
会
議
は
、
久
慈
地
域

の
各
市
町
村
長
が
顧
問
と
し
て
参
加
し
て

い
る
ユ
ニ
ー
ク
な
団
体
で
あ
り
、
ま
た
同

地
域
で
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
法
人
格
取
得
第
１
号

の
団
体
と
し
て
、
名
実
と
も
に
地
域
づ
く

り
団
体
の
先
駆
者
的
存
在
で
あ
る
。
事
業

は
新
し
い
も
の
に
も
果
敢
に
取
り
組
む
た

め
、
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
が
、
主
な
も

の
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　
（
１
）
施
設
の
管
理
運
営
（
ジ
ョ
ブ
カ

フ
ェ
久
慈
管
理
者
、
久
慈
市
勤
労
青
少
年

ホ
ー
ム
指
定
管
理
）

　
岩
手
県
久
慈
市

～
震
災
復
興
や
観
光
振
興
、「
自
ら
の
地
域
は
自
ら
の
手
で
」～

★団体プロフィール★

設立年＝平成４年４月
設立・運営主体＝特定非営利活動法人
代表者＝議長　細田　勝利
構成員＝51人
〈連絡先〉
〒０２８- ００５１
	 岩手県久慈市川崎町13番１号
	 電話：0194-61-3229

住
民
主
導
の
魅
力
あ
る
郷
土
づ
く
り

地域づくり 2014・８月号 42

やませデザイン会議の例会の様子

特
定
非
営
利
活
動
法
人
や
ま
せ
デ
ザ
イ
ン
会
議
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岩
手
県
か
ら
の
委
託
事
業
と
し
て
ジ
ョ

ブ
カ
フ
ェ
久
慈
の
管
理
運
営
を
行
っ
て
い

る
ほ
か
、
指
定
管
理
者
制
度
に
よ
り
久
慈

市
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
を
管
理
運
営
し
て

お
り
、
普
段
か
ら
県
民
・
市
民
と
の
関
わ

り
が
あ
る
。

　
（
２
）
東
日
本
大
震
災
復
興
事
業
（
三

陸
鉄
道
支
援
事
業
＝
つ
な
が
る
ん
だ
る

ま
、
さ
ん
て
つ
・
北
リ
ア
ス
縁
市
＝
、
今

日
か
ら
80
（
ハ
ジ
マ
ル
）
復
興
イ
ベ
ン
ト

等
）

　

東
日
本
大
震
災
の
前
か
ら
三
陸
鉄
道
を

地
域
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
位
置
づ
け
、
支

援
を
し
て
い
た
が
、
大
震
災
以
後
は
、
震

災
被
害
を
受
け
た
三
陸
鉄
道
の
復
興
に
向

け
、
そ
れ
ま
で
以
上
に
精
力
的
に
三
陸
鉄

道
沿
線
で
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
。

　

三
陸
鉄
道
が
復
旧
し
、
全
線
開
通
し
た

際
に
行
わ
れ
た
全
線
運
行
再
開
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、
駅
の
ホ
ー
ム
に

入
り
き
ら
な
い
ほ
ど
の
地
域
住
民
が
参
加

す
る
勢
い
の
あ
る
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
た
。

　
（
３
）
中
間
支
援
Ｎ
Ｐ
Ｏ

　

久
慈
市
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
内
に
あ
る

「
や
ま
せ
デ
ザ
イ
ン
会
議
」
の
事
務
局
に

久
慈
地
域
市
民
活
動
支
援
室
を
設
け
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
の
市
民
活
動

を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
。
最
近
で
は
、
近

隣
の
高
校
へ
出
張
講
座
を
行
い
、
若
い
世

代
の
育
成
も
図
っ
て
い
る
。

　
（
４
）
観
光
振
興
事
業
（
あ
ま
ち
ゃ
ん

ガ
イ
ド
）

　

や
ま
せ
デ
ザ
イ
ン
会
議
が
、
大
ヒ
ッ
ト

し
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
連
続
テ
レ
ビ
小
説
「
あ
ま

ち
ゃ
ん
」
の
ロ
ケ
支
援
を
行
っ
て
い
た
こ

と
か
ら
、
久
慈
市
よ
り
観
光
客
受
け
入
れ

事
業
を
受
託
し
、「
あ
ま
ち
ゃ
ん
」
の
ロ

ケ
地
、
小
袖
海
岸
海
女
セ
ン
タ
ー
で
無
料

ガ
イ
ド
を
行
っ
て
い
る
。
ロ
ケ
地
を
訪
れ

る
観
光
客
を
「
お
も
て
な
し
の
心
」
で
迎

え
、
観
光
客
に
は
と
て
も
好
評
だ
。

　

ま
た
「
あ
ま
ち
ゃ
ん
」
以
後
の
地
域
づ

く
り
へ
の
取
り
組
み
と
し
て
、
セ
ミ
ナ
ー

「
あ
ま
ち
ゃ
ん
を
ブ
ー
ム
で
終
わ
ら
せ
な

い
！
」
を
開
催
す
る
な
ど
積
極
的
に
地

域
へ
の
関
わ
り
を
見
せ
て
い

る
。

今
後
の
展
望

「
あ
ま
ち
ゃ
ん
」
後
を

見
据
え
て

　
「
あ
ま
ち
ゃ
ん
」
の
ヒ
ッ

ト
で
三
陸
鉄
道
沿
線
を
含
め

久
慈
地
域
は
観
光
地
と
し
て

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い

る
が
、
今
後
は
次
を
見
据
え

た
活
性
化
策
も
大
き
な
課
題

だ
。

　

そ
こ
で
前
述
の
よ
う
な
セ

ミ
ナ
ー
開
催
な
ど
新
し
い
取

り
組
み
も
始
め
て
い
る
が
、
川
代
事
務
局

長
は
「『
あ
ま
ち
ゃ
ん
』
ロ
ケ
支
援
等
を

通
し
て
学
ん
だ
こ
と
は
、
地
域
づ
く
り
活

動
で
重
要
な
こ
と
は
観
光
客
を
い
か
に
呼

ぶ
か
で
は
な
く
、
最
終
的
に
そ
こ
に
住
む

住
民
た
ち
が
満
足
し
て
住
み
続
け
ら
れ
る

よ
う
、
活
動
を
通
し
て
地
元
愛
を
育
ん
で

も
ら
う
こ
と
だ
。
そ
の
た
め
に
は
、
多
く

の
地
域
住
民
に
当
団
体
の
活
動
を
理
解

し
、
ま
た
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
地
域
に

対
し
て
愛
着
を
持
っ
て
い
た
だ
き
た
い
」

と
語
る
。

　

そ
し
て
今
後
も
「
自
ら
が
住
む
地
域
を

自
ら
の
手
で
よ
り
良
い
ま
ち
に
」
を
モ
ッ

ト
ー
に
、
や
ま
せ
デ
ザ
イ
ン
会
議
は
地
域

に
根
差
し
た
活
動
を
行
っ
て
い
く
考
え

だ
。
そ
の
た
め
に
は
、
地
域
間
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
現
在
よ
り
も
積
極
的
に

と
り
、
久
慈
地
域
の
各
市
町
村
で
課
題
が

生
じ
た
際
に
は
素
早
く
察
知
で
き
る
よ
う

に
な
り
た
い
と
い
う
。

　

ま
た
、
近
隣
の
高
校
を
対
象
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ

に
関
す
る
出
張
講
座
を
行
っ
て
い
る
が
、

こ
う
し
た
人
材
育
成
に
も
力
を
入
れ
る
方

針
だ
。

　

地
域
の
課
題
を
自
ら
見
つ
け
、
解
決
す

る
地
域
づ
く
り
団
体
で
あ
る
や
ま
せ
デ
ザ

イ
ン
会
議
が
今
後
ど
の
よ
う
な
活
動
を
展

開
し
て
い
く
か
、
こ
れ
か
ら
も
注
目
し
て

い
き
た
い
。

　
　
　
　
編
集
委
員　

●　

田
中
　
雅
士

三陸鉄道全線運行再開オープニングセレモニーの模様

「あまちゃん」ロケ支援事業。市民エキストラ
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書 籍 紹 介

　本書の「創造農村」とは「創造都市」からヒントを得た新たな言葉であり、創造都市
という概念が十数年で世界中に広がったことと同様に、創造農村も今後普及する言葉で
あると思われる。
　創造都市が、現代アートの持つ創造的な作用を、まちづくりや新産業の創出に役立た
せようという新しい都市ビジョンであるのに対し、創造都市という考えを農村に適用さ
せ、自然と人間の創造性に注目するのが「創造農村」である。これまで計 3回実施され
ている「創造農村ワークショップ」では、農山漁村のみならず創造都市を推進する大都
市や地方都市にも、「創造農村」の取り組みが大きな刺激を与えている。
　本書は 2部構成となっており、第 1部は、「創造農村」に関する総論であり、その理
論的系譜やキーワードについて、事例を踏まえて述べている。
　第2部は、「創造農村」の先端的事例を取り上げて、その最新動向を分析し、課題を掘
り下げている。
　また、第 14章では、2013年 8月に長野県木曽町で開催された第 3回創造農村ワー
クショップでのシンポジウムから、創造農村を推進するリーダーたちの発言を取りまと
め、その熱い思いを紹介している。
　本書は、全国各地で創造的な地域づくりを進める住民、ＮＰＯ、自治体関係者にとっ
て展望と勇気を与えてくれる１冊である。

『創造農村』過疎をクリエイティブに生きる戦略

佐々木雅幸・川井田祥子・萩原雅也　編著
学芸出版社（2014 年 3 月 1 日発行）
定価：3000 円＋税

『地域自治組織等における人材の活用に関する研究会報告書』
 （平成 25 年度）

一般財団法人 自治研修協会　編集
（2014 年 3 月発行）

　地方分権改革が進展する中、「地域の課題は、地域住民が自ら考え、解決する」という
考えの下、住民主体の地域自治組織等が形成され、行政と役割分担しながらの地域づく
りが全国各地で展開されている。
　一般財団法人自治研修協会では、有識者による研究会『地域自治組織等における人材
の活用に関する研究会』を設置して、地域自治組織等の現状把握、制度的・組織的な課
題とその解決に向けた取り組み、活動を担う人的側面といった点に注目した調査研究を
行った。
　本書は、こうした調査の結果とその分析をとりまとめたものである。
　第１章では、研究会委員である首都大学東京大学院社会科学研究科の大杉覚教授が、
地域資源、地域人材、地域ガバナンスといった次元から、地域づくりと地域自治組織に
ついて論じている。
　第２章では、地域自治組織等の事業を地域活性化に繋げている自治体や、地域自治組
織等に職員や職員退職者が参加している自治体等、6自治体を対象に行った現地調査に
ついて詳細な調査結果が記載されている。
　第３章では、首都大学東京の大杉覚研究室を委託先として実施された補完的な調査研
究についての報告が記載されている。
　終章では、平成 25年度調査のまとめと次年度以降の調査研究にあたっての課題につ
いて述べられている。
　本書は、地域の課題を解決していくために、今後ますます重要な位置を占めていく地
域自治組織等を考える一助となる1冊である。
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倉
敷
市
は
、
人
口
約
48
万
人
で
、
岡
山
県
の
南
部
に
位
置
し
、

瀬
戸
内
海
に
面
し
て
い
ま
す
。
瀬
戸
内
特
有
の
温
暖
な
気
候
に
恵

ま
れ
て
い
る
こ
と
や
、
災
害
が
比
較
的
少
な
い
こ
と
か
ら
、
移
住

先
と
し
て
も
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
市
は
都
市
形
成
の
過
程
に
お
い
て
、
昭
和
42
年
の
３
市
の
対

等
合
併
を
皮
切
り
に
、
隣
接
町
村
と
の
合
併
に
よ
り
市
域
を
拡
大

し
て
き
た
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
が
文
化
、
歴
史
、
産
業
、
自

然
な
ど
、
特
色
あ
る
個
性
と
魅
力
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　
Ｊ
Ｒ
倉
敷
駅
周
辺
は
、
大
型
商
業
施
設
や
商
店
街
、
サ
ー
ビ
ス

業
な
ど
の
都
市
機
能
が
集
積
し
、
中
核
市
倉
敷
市
の
玄
関
口
と
な

る
一
方
、い
わ
ゆ
る
美
観
地
区
を
中
心
に
歴
史
的
町
並
み
が
残
り
、

年
間
３
４
４
万
人
の
方
に
訪
れ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。現
在
、

官
民
が
協
働
し
て
景
観
の
保
全
に
努
め
る
と
と
も
に
、
町
屋
の
再

生
・
活
用
な
ど
を
通
じ
て
新
た
な
賑
わ
い
の
創
出
に
も
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
お
り
、
平
成
24
年
に
は
、
ア
ジ
ア
都
市
景
観
賞
大
賞

を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
瀬
戸
内
海
の
景
勝
地
と
し
て
有
名
な
鷲わ

し
ゅ
う
ざ
ん

羽
山
周
辺
で

は
、
本
年
、
日
本
最
初
の
国
立
公
園
に
指
定
さ
れ
て
80
周
年
を
迎

え
、
様
々
な
記
念
事
業
が
実
施
さ
れ
て
お
り
、
多
く
の
観
光
客
で

賑
わ
っ
て
お
り
ま
す
。

　

産
業
で
は
、
市
の
沿
岸
部
に
、
我
が
国
屈
指
の
臨
海
工
業
地
帯

で
あ
る
水
島
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
が
立
地
し
、
さ
ら
に
、
新
た
な
港
湾

物
流
の
拠
点
と
し
て
玉
島
ハ
ー
バ
ー
ア
イ
ラ
ン
ド
の
整
備
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市
の
南
東
部
の
児
島
地
区
は
、
古
く
か

ら
繊
維
産
業
が
盛
ん
で
学
生
服
の
生
産
で
は
全
国
１
位
、
最
近
で

は
、
国
産
ジ
ー
ン
ズ
発
祥
の
地
と
し
て
、
全
国
に
、
ま
た
、
世
界

に
向
け
て
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
ほ
か
に
も
、
市
西
部

の
丘
陵
地
帯
を
中
心
と
し
た
地
域
は
、マ
ス
カ
ッ
ト
や
ピ
オ
ー
ネ
、

白
桃
、
ス
イ
ー
ト
ピ
ー
な
ど
の
高
級
農
産
物
の
産
地
と
し
て
知
ら

れ
て
お
り
、「
果
物
王
国　

岡
山
」
の
重
要
な
一
角
を
担
っ
て
お

り
ま
す
。

　

さ
て
、
去
る
５
月
に
、「
日
本
創
成
会
議
」
の
人
口
減
少
問
題

検
討
分
科
会
か
ら
、
こ
の
ま
ま
地
方
か
ら
大
都
市
へ
の
人
口
流
出

が
続
い
て
い
け
ば
、
２
０
１
０
年
か
ら
の
30
年
間
で
、
約
半
数
の

市
区
町
村
は
、
人
口
維
持
が
困
難
と
な
り
「
将
来
消
滅
す
る
可
能

性
が
あ
る
」
と
の
試
算
が
公
表
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
平
成
27

年
度
か
ら
施
行
さ
れ
る
改
正
地
方
自
治
法
で
は
、
自
治
体
同
士
が

連
携
し
て
事
務
を
処
理
す
る
「
連
携
協
約
」
制
度
の
創
設
が
盛
り

込
ま
れ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
る
と
、
地
方
に
お
い
て
は
個
々
の
都

市
間
の
競
争
か
ら
、
都
市
間
の
連
携
へ
大
き
く
舵
を
切
る
時
期
が

来
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

本
市
で
は
、
県
内
を
流
れ
る
一
級
河
川
「
高た

か
は
し
が
わ

梁
川
」
の
恩
恵
を

受
け
る
流
域
自
治
体
と
共
に
、
昭
和
29
年
３
月
に
「
高
梁
川
流
域

連
盟
」
を
設
立
し
、
圏
域
全
体
の
文
化
向
上
に
寄
与
す
る
取
り
組

み
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
う
し
た
流
域
を
軸
と
し
た
自
治
体
間

の
自
発
的
な
繋
が
り
は
全
国
唯
一
の
も
の
で
あ
り
、
今
年
３
月
に

は
創
立
60
周
年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
平
成
25
年
10
月

に
は
、
流
域
７
市
３
町
の
首
長
・
議
長
が
一
堂
に
会
す
る
60
周
年

記
念
サ
ミ
ッ
ト
を
開
催
し
、
圏
域
の
更
な
る
活
性
化
の
た
め
、
連

携
を
よ
り
強
固
な
も
の
と
し
、
ま
ち
づ
く
り
に
か
か
る
課
題
解
決

に
共
同
で
取
り
組
む
サ
ミ
ッ
ト
宣
言
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
共
通
の
歴
史
的
視
点
や
地
理
的
視
点
な
ど
に
よ
り

繋
が
る
こ
と
で
、
そ
の
圏
域
全
体
と
し
て
大
き
な
「
力
」
を
得
る

こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
「
力
」
と
は
、
単
に
規
模
に

よ
る
経
済
的
な
利
点
と
い
っ
た
点
に
留
ま
ら
ず
、
個
々
の
自
治
体

や
地
域
が
持
つ
強
み
の
部
分
を
集
積
し
た
、「
総
合
力
」
と
呼
べ

る
も
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

今
後
、
本
市
で
は
、
こ
の
サ
ミ
ッ
ト
宣
言
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、

ま
た
、
地
方
中
枢
拠
点
都
市
と
し
て
の
役
割
を
十
分
認
識
し
、
流

域
市
町
と
協
議
し
な
が
ら
圏
域
全
体
の
経
済
成
長
や
文
化
発
信
を

目
指
す
新
た
な
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定
し
、
圏
域
全
体
の
発
展
に
尽
く

し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

倉敷市長 伊東香織

都市間競争から都市間連携へ
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187川場村

群
馬
県

川場村は、群馬県北部の武尊山
（ほたかさん）の南麓に広が

る自然豊かな農山村です。村内には、
村名の由来となる薄根川（うすねがわ）
をはじめ４本の一級河川を含む７本の
川が流れています。また川場温泉など
六つの温泉が古来より村を潤していま
す。
　村は、主産業である農業に観光と環
境を組み合わせた村づくりを推進して
います。このうち農業関係では、こんにゃく、果樹（りんご・ブルーベリー・ぶどう等）、
米を中心に栽培しており、特に米については、川場産コシヒカリ「雪ほたか」の名称で
ブランド化されています。
　一方、観光面では、道の駅である「川場田園プラザ」に年間１００万人前後の観光客
が訪れます。園内には、農産物直売所の「ファーマーズマーケット」や、摘み取り体験
ができるブルーベリー公園等があり、道の駅全体が「農業＋観光」を体現した観光拠点
となっています。

47

黄金色の田園風景　夏は新緑の稲、秋は黄金色に輝く稲穂により村内に四季折々の風景を
形作る

道の駅川場田園プラザ　オンリーワンのグ
ルメと商品を提供する、家族で一日中楽し
める道の駅として近年人気を博しており、
村の観光拠点として位置づけられている

上州武尊山　日本百名山の一つであ
る武尊山は、日本武尊（ヤマトタケ
ルノミコト）の伝説と山岳信仰の山
としてあがめられている

川場まつり　みこし大行進や和太鼓演奏、大抽選会等
のイベントが催される、川場村の一大イベント。フィ
ナーレを花火により締めくくる。毎年７月に開催

春駒まつり　女装した若者が門前地区内
の家々で踊りと唄を披露し、家内安全と
養蚕豊作を祈願する伝統行事。毎年２月
11日に行われる

上州武尊山スカイビュー・ウルトラ
トレイル　昨年度まで実施していた
トレイルランの大会、「スカイビュー
トレイル」をリニューアルし、上州
武尊山系や未踏の古道を活用した
120㌔のコースを新設。国内屈指の
レベルの大会を実現

「雪ほたか」　選ばれた生産組
合のもとで育てられたコシヒ
カリは、「全国米・食味分析
鑑定コンクール」で７年連続
金賞を受賞している

田園理想郷　 川場村®



地域再生実践塾開催のお知らせ
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482014・８月号地域づくり

平成26年度　地域再生実践塾　第４回　佐賀県佐賀市

『地域の資源化プロセスとまちなか再生』
　　　平成 26 年 9 月 25 日（木）〜 9 月 27 日（土）
　　　会場：佐賀市役所 大財別館（佐賀県佐賀市大財 3 丁目 11-21）

【主任講師】

慶應義塾大学
総合政策学部　教授
飯盛　義徳　氏

1964 年佐賀市生まれ。上智大学文学部を卒業
後、1987 年、松下電器産業（株）入社。
富士通（株）出向などを経て、1992 年、慶應
義塾大学大学院経営管理研究科修士課程入学。
1994 年、同校修了後、飯盛教材（株）入社。
1997 年、常務取締役。2000 年、佐賀大学 理
工学部寄附講座客員助教授。また、アントルプ
レナー育成スクール「鳳雛塾」を設立。2002 年、
慶應義塾大学大学院 経営管理研究科博士課程入
学。2007 年、同校修了、博士（経営学）。
2005 年、慶應義塾大学 環境情報学部専任講師。
2008 年、同大学総合政策学部准教授、2014 年、
同大学総合政策学部教授、現在に至る。
　総務省過疎問題懇談会委員、総務省人材力活
性化研究会座長、総務省地域づくり懇談会委員
などを務める。

【開催日程】
第1日	 9月 25日（木）
	 13:30 〜	 開講式・オリエンテーション
	 14:00 〜	 Lecture1	 「総論・問題提起」
				    主任講師：飯盛 義徳 氏
	 15:40 〜	 Lecture2	 「佐賀市の地域資源を活かした観光施策」
				    特別講師：佐賀市経済部副部長
				    観光振興課長　国際戦略室長　香月 恭彦 氏
	 16:40 〜	 Lecture3	 「子どもの元気とまちなか再生」
				    特別講師：横尾 敏史 氏
				    （NPO 法人鳳雛塾 副理事長）
第2日	 9月 26日（金）
	   9:00 〜	 Lecture4	  「"つくる"から"使う"時代のまちづくり」
				    特別講師：西村 浩 氏（株式会社ワーク
				    ヴィジョンズ 代表取締役）
	 11:00 〜	 Field Work1　「空き地が資源！わいわいコンテナ」
				    特別講師：西村 浩 氏
	 12:00 〜	 昼食
	 13:10 〜	 Field Work2    「恵比須像を活かしたまちづくり」
                       	 特別講師：恵比須 DE まちづくりネット
				    ワーク（市民団体）代表 村井 禮仁 氏
	 15:30 〜	 Group Work1  「地域資源の発掘とまちなか再生」
				    主任講師：飯盛 義徳 氏
第3日	 9月 27日（土）
	   9:00 〜	 Group Work2  「グループ発表・講評」
				    主任講師：飯盛 義徳 氏
	 11:40 〜	 Lecture5  	「総括」
				    主任講師：飯盛 義徳 氏
	 11:50 〜	 閉講式

■対　　象　地方公共団体、商工会、商工会議所、NPO など、地域再生に取り組んでいる方
■募集人員　40 名
■参加費用　無料（開催地までの往復交通費、宿泊費、飲食代などは参加者負担）
■申込方法　申込書を当センターまで送付してください。＊詳しくは、当センターのホームページをご覧ください。
　【問い合わせ先】地域支援課　TEL　03-5202-6137

開催趣旨
　昨今、人口流出や経済的環境の変化などにより、地域産業や商店街などの景況は芳しくないところが多く見られます。また、
自治体の財政状況も厳しさを増しており、今後どのようにして地域、特に中心部としてのまちなかの浮揚を図るのか、その具
体的方策についてはこれからの段階です。地域には、農水産物、自然、歴史、文化などの豊潤な資源があります。これらを生
かすことで道は拓けます。そのためには、①地域資源の認識、②人々のつながり形成・意味づけ、③資源の戦略的展開、とい
う「資源化プロセス」を打ち立てることが肝要です。つまり、資源があるとかないとかに拘泥するのではなく、資源にしてい
くという姿勢が大切なのです。
　今回の講座では、効果的な資源化プロセスを図る上で必要な実践知を育み、まちなか再生にいかしてもらうことを主眼とし
ます。資源展開の先進事例を紹介し、まちなかのフィールドワークを通じて、まちなか再生の具体策を議論します。
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【主任講師】

ゆいでく有限会社 
代表取締役
相澤 韶男 氏

1943 年　東京信濃町生まれ、茨城県水戸育ち。
1968 年　武蔵野美術大学建築学科卒業。
1977 年　武蔵野美術大学教員着任。
　下郷町伝統的建造物群保存地区保存審議会委員
を務める。
　日本の古い町を訪ね歩き、大学４年の時に大内
に出会う。屋並の見事さに心を動かされ、草屋根
の保存を村の人に呼び掛け、文化庁にも保存の必
要性を訴えた。1981 年の重要伝統的建造物群の
指定後もこの集落に深く根を下ろし、「壊さない
建築家」として、現在も村づくりに関わっている。
　また、1987 年にゆいでく有限会社を設立し、
正確な村のくらしの記録を残そうとしている。

主な著書：「大内のくらし 一」「村への提案」
「瞬間の遺産 一」「この宿場、残して！」等

【開催日程】
第1日	 10月 15日（水）
	 13:30 〜	 開講式・オリエンテーション
	 13:45 〜	 Lecture1	 総論・問題提起
				    主任講師：相澤 韶男 氏
	 15:10 〜	 Lecture2	 下郷町の地域振興と大内宿
				    特別講師：下郷町産業課
	 16:00 〜	 Lecture3	 パネルディスカッション
				    「茅葺き屋根を活かした村づくり」
				    コーディネーター
				    特別講師：五十嵐 正俊 氏

（下郷町教育委員会 教育次長）
				    【パネリスト】	 大内地区の皆さん
第2日	 10月 16日（木）
	   9:00 〜	 Lecture4	 茅葺きと生活文化
				    特別講師：吉村 徳男 氏（大内宿結の会 顧問）
	 10:00 〜	 Workshop	 茅葺き体験
				    特別講師：吉村 徳男 氏（大内宿結の会 顧問）
	 11:00 〜	 Lecture5	 村の過去から何を学ぶか
	 12:00 〜	 昼食
	 13:00 〜	 Lecture6	 フィールドワークの説明
	 13:30 〜	 Field Work 	大内地区の見学
	 15:30 〜	 Group Work1		 フィールドワークのまとめ
第3日	 10月 17日（金）
	   9:00 〜	 Group Work2		 ディスカッション・発表
	 11:10 〜	 総括
	 11:50 〜	 閉講式

■対　　象　地方公共団体、商工会、商工会議所、NPO など、地域再生に取り組んでいる方
■募集人員　40 名
■参加費用　無料（開催地までの往復交通費、宿泊費、飲食代などは参加者負担）
■宿泊　　　原則、当センターで指定の大内宿内の民宿とさせていただきます。※複数名 1 室での相部屋となります。
　　　　　　10 月 15 日（水）１泊 5000 円朝食付・夕食は懇親会（別途 3000 円）※懇親会不参加の方は別途ご相談ください。
　　　　　　10 月 16 日（木）１泊 7500 円夕食・朝食付
■申込方法　申込書を当センターまで送付してください。＊詳しくは、当センターのホームページをご覧ください。
　【問い合わせ先】地域支援課　TEL　03-5202-6137

開催趣旨
　全国各地で、過去から伝承された建物などの保存に取り組み、歴史的個性を活かした地域活性化が図られています。
　下郷町大内地区（大内宿）は、江戸時代の宿場の形態を今に残す貴重な地区として、昭和 56 年に、重要伝統的建造物群保
存地区に選定されました。この選定を契機に、大内地区の持つ文化資源としての価値が住民に認識されはじめ、伝統的建造物
群の保全に関し、住民自らが主体となった取り組みが行われています。景観や文化財の保護を目的とした「大内宿保存会」で
は、「大内宿を守る住民憲章」を作成し、「売らない、貸さない、壊さない」の 3 原則を住民へ呼び掛けています。茅葺き職
人の高齢化や後継者不足による技術継承の問題では、「大内宿結いの会」を結成し、大内宿に伝わる「結い」という相互扶助
組織の活用と茅葺き技術を地域で守り継いでいます。
　下郷町大内地区における取り組みに学びながら、今後の地域づくりについて考えていきます。

平成26年度　地域再生実践塾　第5回 福島県下郷町

『草屋根保存と地域活性〜未来は過去の中〜』
　　　平成26年 10月 15日（水）〜10月 17日（金）
　　　会場：江川小学校旧大内分校（福島県南会津郡下郷町大字大内字宮前105-1）
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